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歴史上の
謙虚で大いなる人々，
 16，62，65ページ
 真の自由を経験する方法， 
 32ページ

高潔さが危険にさらされるとき，
 40，48ページ

家族の「自由の旗」を
作りましょう，
 60ページ 



「どの国にいる 

教会の現代の 

開拓者にも， 

忍耐と 

信仰と犠牲の 

物語があり， 

それらは， 

この神の王国の 

末日の賛美歌に， 

栄光に満ちた 

新しい節を 

付け加えて 

います。」

大管長会第二顧問 
ディーター・F・ 
ウークトドルフ管長 
「御父の信仰」 
『リアホナ』2008 年 5月号， 
70 参照
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シリーズ
 8  4月の大会ノート
 10 わたしたちが信じていること― 

主から召される人は， 
主によって適格な者とされる

 12 教会での奉仕― 
テレビを持ち上げ， 
霊も高めてくれました
ケーシー・クローニン

 13  『若人の強さのために』の教え― 
正直と高潔

 28 末日聖徒の声
 74 教会のニュース
 80 また会う日まで― 

「希望の道」を一緒に歩く
ラリーン・ポーター・ガーント

メッセージ
 4 大管長会メッセージ― 

世界は現代の開拓者を 
必要としています
トーマス・S・モンソン大管長

 7 家庭訪問メッセージ― 
福音を教え，学ぶ

特　集
 14 神には，何でもできないことは 

ありません
韓
ハン

  祥
サン

益
イック

53 歳で法科大学院に行くというこ
とは，完全に主に頼って初めて成し
遂げられることだと気づきました。

 16 開拓者の信仰と勇気―今と昔
M・ラッセル・バラード長老
昔の開拓者は途方もない試練を乗り
越えて生き延びました。わたしたち
も胸の内に証

あかし

の炎を燃え立たせる
ことができますように。

 22 奇跡の神― 
シェフィールドに住む 
スロバキア人の聖徒たち
エリック・W・コピシュカ長老
イギリス・シェフィールドに住む聖徒
たちの信仰が，現代の奇跡をもたら
します。

リアホナ2013年7月号

表　紙
表紙―「大好きな話」マイケル・T・マーム画 
裏表紙―写真／クレーグ・ダイモンド，©IRI 
中表紙―写真／リチャード・M・ロムニー
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 32 永遠のために生きる
キース・K・ヒルビッグ長老
わたしは皆さんに，永遠に家族と
ともに日の栄えの王国に住む将来の
情景を思い浮かべるようにお勧め
します。その深遠な栄光に満ちた
卓越した状態を，わたしたちは，今は
まだ完全には理解できません。

 36 心からの信頼を基とした経験
メリッサ・ゼンテノ
ヤングアダルトが，人間関係で苦労
しながらも，どのように信仰を強めた
かについて分かち合います。

 40 信念と思いやり
ジェフリー・R・ホランド長老
いつ判断したらよいでしょうか。ほか
の人の意思を尊重しながら，自分の
標準をどのように守ったらよいので
しょうか。

 44 鏡の中の自分を赦ゆるす
デビッド・ディクソン
自分の罪は赦されないと信じ込ん
でいる人がいるかもしれません。し
かし，救い主の贖

あがな

いは無限であり，
すべての人に及ぶのです。

 47 油性マーカー
ダニー・ダナウェイ・ローワン
手が痛くなるまでこすりましたが，マー
カーで書いた線は消えませんでした。

 48 若人の強さのために―
正直と高潔
クリストフェル・ゴールデン・ジュニア長老

 50 名誉の帰還
バレリー・ベスト
偶然にかばんの中に入ってしまった
ブレスレットを見詰めました。返し
に行くのを引き延ばしていたら，あと
どのくらいそのままになっていたで
しょうか。

 52 聖約の力
聖約とは，当事者間で交わされる約
束以上のものです。その約束には，
力，強さ，安全，平安が込められて
います。

 54 お気に入りの家庭の夕べ
世界各地の3人の青少年が，いちばん
思い出に残っている家庭の夕べを
分かち合います。

 56 神殿のそばで過ごした夏
デビッド・アイザクセン
スウェーデンのストックホルム神殿がい
ちばん近い神殿で，車で10時間かか
りました。でも，行ってよかったです。

 57 かていの夕ゆうべの　やくわりひょう
この　やくわりひょうを　作

つく

って，  
家
か

族
ぞく

で　かていの夕
ゆう

べを　計
けい

画
かく

する
のを　てつだうことが　できます。

 58 その子こを助たすけて！
ハイディ・S・スウィントン
トーマス・S・モンソン大

だい

管
かん

長
ちょう

は少
しょう

年
ねん

のときに，人
ひと

を助
たす

けることで最
さい

高
こう

の
気
き

分
ぶん

を味
あじ

わえることを学
まな

びました。

 60 初しょ等とう協きょう会かいを  かていでも―
かぞくは  天

てん

のお父
とう

さまの　
計
けい

画
かく

の  いちぶです

 62 歴れき史しをたどる旅たび―
ミズーリ州

しゅう

での試
し

練
れん

ジェニファー・マディー

 64 わたしたちのページ
 65 とくべつな  しょうにん―

かぞくれきしかつどうは  
なぜ  そんなに  大

たい

切
せつ

なのですか
デビッド・A・ベドナー長

ちょう

老
ろう

 66 思おもい出での  つまった  しきもの
ケイ・ティンプソン
いっしょに　話

はな

しながら　あみものを　
したときに，  ケイティーと　おばあ
ちゃんは，  ただの　しきものよりも　
すばらしい物

もの

を　作
つく

り出
だ

しました。

 68 かぞくの　お話はなし　こうかんごっこ
この　かつどうを　使

つか

って，  かぞくに　
お話
はなし

を　わかちあいましょう。

 69 こんにちは。
エルサルバドルのエリカです。
どのように　家

か

族
ぞく

歴
れき

史
し

を　楽
たの

しく
したかについて，  エリカが　分

わ

かち
合
あ

います。

 70 ちいさな  おともだちへ
 81 よげんしゃの  ポートレート―

ジョセフ・F・スミス

今
こん

月
げつ

号
ごう

の中
なか

に
隠
かく

れている
リアホナを
捜
さが

しましょう。
ヒント―
エリカは  

しっています。

ヤ ン グ ア ダ ル ト 青 　 少 　 年 こ 　 ど 　 も
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家庭の夕べのためのアイデア
今月号には，家庭の夕べで活用できる記事や活動が載っています。
以下に幾つか例を挙げます。

「名誉の帰還」50 ページ―この話を
読んだ後，家族と一緒にyouth.lds.org の
“Honesty: You Better Believe It!”と
いうビデオを見てください（このビデオ
は，英語，ポルトガル語，スペイン語で視聴
できます）。この話，またはビデオから学
んだことを家族で分かち合ってください。
『若人の強さのために』から「正直と高潔」
（19 ページ）について読むこともできます。
活動として，自分の正直さが試されるよう
な状況を家族で話し合ってください。考え
つく状況を書いた紙を箱に入れて，家族一人
一人が順番に箱の中から紙を選び，書かれ
てある状況を読み上げ，そのような状態で
正直になるためにはどうするべきかを話し
ます。

「思い出の　つまった　しきもの」66
ページ―このお話では，ケイティーがおば
あちゃんに，小さいときに家族と何をするの
が好きだったのかを聞いています。おばあ
ちゃんはどのように答えているでしょうか。
それからおばあちゃんは，ケイティーに新し
いことを教えて，楽しい思い出を一緒に作り
ました。『家族―世界への宣言』の７段
落目を読んでみてください。どのようにすれ
ば，良い結婚生活を送り，すばらしい家族を
育
はぐく

むことができると書かれていますか。「思
いやり」など，一つのテーマを選んで家族と
話し合ってください。このテーマに添って，
家族やほかの人々に対して思いやりを示す方
法を書き出してみるように家族に勧めてくだ
さい。その週，もっと思いやりを示せるよう
に目標を立て，次の家庭の夕べでその結果
を話し合うことができます。「家族は永遠
に」（『賛美歌』187）を歌ってレッスンを終
えてもよいでしょう。

あ な た の 言 語 で

languages.lds.orgで，『リアホナ』や，教会のその他の資料を多くの言語で入手できます。

安息日，28
イエス・キリスト，70
戒め，40
教え，7，13
親の務め，13，32
開拓者，4，16，62，80
家族，16，29，30，60，66
家族歴史，65，69
家庭の夕べ，3，54，57
儀式，29
逆境，4，16，80

教会の召し，10
教会歴史，4，16，62，80，81
悔い改め，47
結婚，32，36
裁き，40
従順，40
正直，13，31，48，50
信仰，14，36
神殿，29，56
救いの計画，30
スミス，ジョセフ・F，81

聖約，52
総大会，8
伝道活動，22
ビショップ，12
標準，4
奉仕，12
目標，14
ものの見方，32
模範，16
赦
ゆる

し，44

今月号に採り上げられているテーマ
数字は記事の最初のページを表します。
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多くの開拓者にとって，1847 年の旅はノーブーや
カートランド，ファーウェスト，ニューヨーク州から
始まったのではありません。はるか遠くの地，イ

ギリスやスコットランド，スカンジナビア，ドイツから始まって
いたのです。小さな子供たちは，家族や友人，快適で安全
な生活を後に残して旅に出るよう親たちを駆り立てた偉大
な信仰を完全に理解することはできませんでした。
次のように尋ねた子供もいたことでしょう。「お母さん，
どうしておうちを出て行くの。どこに行くの。」
「一緒にいらっしゃい。神の町，シオンへ行くのよ。」
安全な故郷と約束の地シオンの間には，広大な大西洋の
荒波が立ちはだかっていました。この危険な航海の間に彼
らが味わった恐怖は，はたしてどれほどのものだったでしょ
うか。御

み

霊
たま

の静かなささやきに促され，純粋な揺るぎない
信仰に支えられて，これらの開拓者の聖徒たちは神を信頼
して船出しました。
ようやくノーブーに着いた彼らは，すぐに再び苦難の旅に
出ることになりました。ノーブーからソルトレーク・シティー
まで，たどった道の至る所にサルビアと石で作った墓が並び
ました。一部の開拓者たちはそのような犠牲を払ったの 
でした。彼らの肉体は安らかに眠っていますが，その名は
いつまでも消えることがありません。
疲れ切った牛の歩みは遅く，幌

ほろ

馬車の車輪はきしみ，勇敢
な男たちも苦しみながら進み，戦いの太鼓が鳴り響き， 
コヨーテの遠ぼえが聞こえました。それでも開拓者たちは
信仰に鼓舞されながら，また困難な状況下で前進を強いられ
ながら，旅を続けました。彼らはよく次の歌を歌いました。

恐れず来たれ，聖徒
進み行

ゆ

けよ
その旅は辛

つら

くとも
恵みあらん……
すべては善

よ

し 1

これらの開拓者たちは，主の次の言葉を心に留めていま
した。「わたしの民は，すべてのことにおいて試みを受けな
ければならない。それは彼らが，わたしが彼らのために持っ
ている栄光，すなわちシオンの栄光を受けるように備えられ
るためである。」2

時の流れとともに，わたしたちの記憶は薄れ，無名の墓と
涙の跡を残しながら苦痛に満ちた道を歩んだ人々への感謝
の気持ちが失われていきます。では，現代のわたしたちには
どのような試練があるでしょうか。岩だらけの道を進み，険
しい山を登り，深い谷を越え，道を切り開き，川を渡ることは
ないでしょうか。あるいは，襲いかかろうとしている危険か
ら離れて安全なシオンに向かうようにわたしたちを導くあの
開拓者精神が，まさに今，必要とされてはいないでしょうか。
第二次世界大戦以降，道徳の標準は低下の一途をたどっ
ています。犯罪は絶えず増加し，礼節は急速に失われてい
ます。災いへ向かう巨大なジェットコースターに乗って，永遠
の喜びを犠牲にして束の間の興奮を追い求めている人々が
大勢います。こうしてわたしたちは平安を失っています。
わたしたちはギリシャ人やローマ人がどのようにして異民族
の世界において隆盛を誇り，そして衰退したか，どのようにし
て怠惰と安楽な生活にのみ込まれて滅びるに至ったかを忘れ

大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ

トーマス・S・ 
モンソン大管長

現代の開拓者
世界は

必要としています
を
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このメッセージから教える

聖文には，ホームティーチャーは「警告し，説き明かし，勧め，教え，またキリスト

のもとに来るようにすべての人を招かなければならない」と説明されています

（教義と聖約 20：59）。訪問先の人たちに，モンソン大管長のメッセージで述べら

れている警告と招きに目を向けてもらうとよいでしょう。義にかなった模範に気づき，

それに倣
なら

い，欺きを避け，ほかの人の失敗から学ぶにはどうすればよいか話し合う 

こともできます。どうすれば現代の開拓者になれるかを尋ねてください。

子供たちは，今月号の 62ページにある「歴史をたどる旅」を読むことによって，

開拓者についてさらに多くのことを楽しく学べるでしょう。

ています。最終的に，彼らは自由を望
む以上に，安全と快適な暮らしを望み
ました。そして快適な暮らしも安全も
自由も，すべてを失ってしまいました。
サタンの誘惑に負けることなく，真

理を固く守ってください。一時的な興
奮や不道徳な行いの中にどんなに喜
びを追い求めても，心の飢えを満たす
ことはできません。不道徳な行いか
ら徳が生まれることはなく，憎しみに
よって愛が強まることもありません。
臆
おく

病
びょう

な思いから勇気がわくことも，疑い
によって信仰が鼓舞されることもあり
ません。
純潔や正直，神の戒めに従順であ
ることをあざ笑う，愚かな人々のあざ
けりや不快な言葉を耐え難く感じる人
もいます。しかし，原則に従うことは
この世では常に軽んじられてきま 
した。ノアが箱舟を造るように命じら
れたとき，愚かな人々は雲一つない空
を見て，あざけり，からかいました。そ
してついに雨が降り出したのです。
わたしたちは何度もこのような大き
な代償の伴う教訓を得なければなら
ないのでしょうか。時代は移り変わり
ますが，真理は不変です。過去の経験

から学ばなければ，わたしたちは必ず
同じことを繰り返し，同じ心痛と苦しみ
と悲しみを味わうことになるでしょう。
わたしたちには，すばらしい救いの計
画をひどく嫌ったあのへびにではな
く，初めから終わりを御存じであり，
救いの計画を定められた主に従う 
知恵がないのでしょうか。
ある辞書には，開拓者の定義として
次のように書かれています。「先を行
き，後に続く人々のために道を備えた
り切り開いたりする人。」3  わたしたち

も，昔の開拓者たちのような勇気と強
い意志を抱くことができるでしょうか。
皆さんやわたしも，実際に開拓者にな
れるでしょうか。
わたしたちも開拓者になれると知っ
ています。ああ，現代の開拓者を，世
界はどれほど必要としていることで
しょう。■

注
 1. 「恐れず来たれ，聖徒」『賛美歌』17 番
 2. 教義と聖約136：31
 3. Oxford English Dictionary，第 2 版（1989 年），
“pioneer”の項
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分の子供たちに福音を与えて，それにどのように
応じるかを思いのままに選択する自由をお認め
になるということです。あの赤ん坊の両親は，
もっと楽な道を選ぶこともできたでしょう。預言
者に従い，福音に従って生活するためには，
この開拓者たちはたとえそれが子供を葬るこ
とを意味する場合であっても前進しなければ
なりませんでした。それでも彼らは福音を生
活に取り入れることを選び，困難を受け入れ
ました。わたしは聖徒たちが福音に献身し，
決意をもって前進したのは，信仰と希望に
突き動かされていたからであることを知り
ました。輝く未来に対する希望と，主は
自分たちを御存じであって，自分たちの苦
痛を和らげることがおできになるという
信仰です。
著者はアメリカ合衆国ノースカロライナ州に住んで
います。

かいたくしゃに  
なろう

モンソン大
だい

管
かん

長
ちょう

は，  
かいたくしゃとは　

人
ひと

びとに　行
い

くべき道
みち

を　
しめす人

ひと

だと　言
い

って
います。 この絵

え

の中
なか

の　
子
こ

どもたちが，  せいぎ
のために　立

た

ち上
あ

がり，  
まわりの　子

こ

どもたちの　
かいたくしゃに　なる
には　どんなことが　
できるでしょうか。 絵

え

の下
した

にある　線
せん

のとこ
ろに　答

こた

えを　書
か

きま
しょう。

ずっと昔に開拓者が住んでいた場所である，
アメリカ合衆国ネブラスカ州ウィンター

クォーターズの地を歩いたときのことは決して忘
れないでしょう。神聖な土地だと感じ，まるで野
外の神殿を訪れているかのようでした。
涙があふれてきて，視界がかすみました。一つ
の像が見えましたが，何の像だか分かりませんで
した。涙をぬぐうと，それは一組の男女で，その
顔は悲しみに満ちていました。よく見ると，二人
の足もとには墓があり，その中に赤ん坊が横た
わっていました。
この光景を見て，様々な感情で胸がいっぱいに
なりました。悲しみ，怒り，感謝，そして喜び。こ
の聖徒たちが感じた苦痛を取り除いてあげたい
と思うと同時に，彼らが福音のために払った犠牲
に感謝しました。
ウィンタークォーターズでの経験を通して，わ
たしは次のことを理解しました。天の御父は御自

青  少  年

信仰に突き動かされて
マギー・アール

こ  ど  も

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ク
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タ
ー
ズ
で
の
悲
劇
」
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イエス・キリストは偉大な教師で
あられました。主はわたした

ちに模範を示し，「群衆の中の女性に
も個々の女性に対しても，路上で，海
辺で，井戸の傍らで，家の中でお教え
になりました。主は愛にあふれた優
しさを女性に示し，女性とその家族
を癒

いや

されました。」1

主はマルタとマリヤを教え，「二人
に弟子となって，救い，すなわち二人
から取り去られることのない『良い
方』〔ルカ10：42〕を受けるようお勧
めにな〔りま〕した。」2

末日の聖典の中で，主はわたした
ちに「互いに王国の教義を教え合
〔う〕」ように命じておられます（教義
と聖約 88：77）。教義を教え，学ぶ
ことについて，中央初等協会会長会
第二顧問のチェリル・A・エスプリン
姉妹は次のように述べています。
「福音の教義を完全に理解するまで
の過程は，生涯にわたってたどるも
のであり，『ここにも少し，そこにも少
しと，教えに教え，訓戒に訓戒を加え
て』経ていくものです（2ニーファイ
28：30）。」3

学び，研究し，祈るとき，わたした
ちは聖霊の力をもって教えることに
なり，聖霊がわたしたちのメッセージ
を「人の子らの心に」伝えてください
ます（2ニーファイ33：1）。

聖文から
アルマ17：2－3；31：5；教義と
聖約 42：12－13；84：85

福音を教え，学ぶ わたしたちの歴史から
教会の歴代の預言者は，女性には

家庭と教会において教える者となる

重要な役割があることをわたしたちに

思い起こさせてきました。1979 年

9月，スペンサー・W・キンボール大

管長（1895－1985 年）はわたし

たちに「聖文に精通する」ように求め，

次のように言いました。「聖文の知識

を深めてください。ほかの人を見下す

ためでなく，彼らを高めるためにです。

何と言っても，人を養い，教える機会が

多い女性や母親以上に，（必要とする

ときに頼ることのできる）福音の真理

を『心に留めてお〔く〕』必要のある人

がいるでしょうか。」4

わたしたちは全員が教える者であ

り，学ぶ者です。聖文と生ける預言者

の言葉から教えるとき，ほかの人々が

キリストのもとに来るのを助けること

ができます。有意義な質問をして，そ

の後耳を傾けることによって学ぶ過程

をたどるとき，自分が必要としている

事柄に対する答えを見いだすことが

できます。

祈りをもってこの資料を学び，必要に応じて訪問先の姉妹と話し合ってください。
質問を使うことによって，訪問先の姉妹を強め，あなた自身の生活の中で
扶助協会を生かすようにしてください。詳しくは reliefsociety.lds.org〔英語〕をご覧ください。

信仰 • 家族 • 扶助

家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

「
イ
エ
ス
と
マ
リ
ヤ
と
マ
ル
タ
」
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・
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ク
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何ができるでしょうか？
1. より良い教師となるためにどのよう
に準備しているでしょうか。

2. 自分が担当している姉妹たちに証あかしを
伝えているでしょうか。

注
 1. 『わたしの王国の娘―扶助協会の歴史と業』3
 2. 『わたしの王国の娘』4
 3. チェリル・A・エスプリン「子供が理解するように
教える」『リアホナ』2012 年 5月号，12

 4. スペンサー・W・キンボール『わたしの王国の娘』
51で引用
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子供のころ，毎年夏の7月上旬から
9月上旬にかけて，ユタ州プロボ

渓谷のビビアンパークにある山小屋
で家族とともに過ごしました。
休暇中の親友の一人にダニー・ラー
センがいました。彼の家族もビビアン
パークに山小屋を持っていました。そこ
は男の子にとってパラダイスであり，彼と
わたしは，川で釣りをしたり，石やその
ほかの宝物を集めたり，ハイキングを
したり，高い所に登ったりして，毎日，
毎時間，毎秒を楽しみました。
ある朝，ダニーとわたしは，その夜

に渓谷にいるほかの友達と一緒に
キャンプファイヤーをしたいと思い
ました。近くの野原の一部を全員が
集まれるように準備する必要がありま
した。 6月から生えていた草が枯れ
て，とげだらけになっており，わたし
たちの目的には適していなかったの
です。わたしたちはその背の高い枯
れ草を引き抜いて，そこに大きな円形
の場所を設けようとしました。わたし
たちは一生懸命草を抜きました。し
かしその枯れ草は頑固で，少しずつし
か抜くことができませんでした。この
仕事を終えるには 1日かかるだろうと
いうことが分かりました。わたしたち
の意欲も徐々に失われていきました。
そのとき，8 歳のわたしの頭にすば

らしい解決策が浮かびました。わた
しはダニーに言いました。「この草を
燃やせばいいんだ。草を燃やして
大きな丸い形を作ればいい！」  彼は
すぐに賛成しました。わたしは山小屋
へマッチを取りに行きました。
誤解のないように言っておきます
が，当時 8 歳だったダニーとわたし
は，大人の監視のないところでマッチ
を使うことを禁じられていました。わ
たしたちは二人とも火の危険について
何度も警告されていました。しかし，
わたしは，家族がマッチをどこに置い
ているか知っていましたし，その雑草
をどうしても処分したかったのです。
わたしは夢中で山小屋へ走って行き，
マッチを数本取り出して，だれも見て
いないことを確認しました。そして，
マッチをポケットに入れました。
ダニーのところに走って戻りました。
問題を解決してくれるものをポケット
に入れていたので，とてもわくわくし
ていました。今でも覚えていますが，
火をつければ，わたしたちが必要とし
ている部分だけが燃えて，その後は
魔法のように消えてくれるものと信じ
ていました。
わたしはマッチを石にこすって火をつ
け，乾き切った 6月の草に火をつけまし
た。まるでガソリンがかかっているか
のようにすぐに火は燃え移りました。
最初，ダニーとわたしはその雑草が燃

従順になる
トーマス・ S・モンソン大管長

大 会 で 話 さ れ た 物 語

「主なるわたしが語ったことは，わたしが語ったのであ〔る。〕……
わたし自身の声によろうと，わたしの僕

しもべ

たちの声によろうと，それは同じである。」（教義と聖約1：38）

2013年4月の大会ノート

2013 年 4月の総大会を復習する際に，このページ（および今後の「大会ノート」）を使って，
生ける預言者と使徒，ほかの教会指導者の最近の教えを学び，生活に取り入れることができます。



 2 0 1 3 年 7 月 号  9

考えるための質問

• わたしたちにルールがあるのはなぜ

でしょうか。

• 神の戒めに従うことを選ぶことがわ

たしたちにとって大切なのはなぜで

しょうか。

• イエス・キリストはどのような点で

従順の模範となられたでしょうか。

あなたの考えを日記に書くか，ほか
の人と話し合ってみてください。

このテーマに関するその他の資料―『福音の原則』

「従順」200－206。LDS.org の「福音のテーマ」

の「従順」の項。D・トッド・クリストファーソン「聖

約の力」『リアホナ』2009 年 5月号，19－23

えていくのをわくわくしながら見守り
ました。しかし，ほどなくして，この火
は勝手には消えてくれないということ
に気づきました。火を止められないこ
とが分かったとき，わたしたちはパ
ニックになりました。火は雑草をた
どって山の斜面に向かい始めました。
松の木や，そこにあるすべてのものが
危険にさらされたのです。
結局，助けを求めに走る以外に選
択肢はありませんでした。すぐに，ビ
ビアンパークにいたすべての男性と女
性が大きな麻袋を持って走って来て，
その火をたたいて消そうとしてくれま
した。数時間後にやっと鎮火しました。
古い松の木々が救われ，火にのみ込ま

会員宣教師に 
向けた 
預言者の言葉
「わたしは皆さんに約束します。皆

さんがだれと話せばよいかを知りたい

と祈るとき，名前と顔が皆さんの心に

浮かんでくるでしょう。必要なその瞬

間に語る言葉が授けられます。皆さん

に機会が与えられます。信仰が疑いに

打ち勝ち，主は皆さんが奇跡を経験で

きるように祝福してくださいます。」

十二使徒定員会　ニール・L・アンダーセン長老 
「これは奇跡です」『リアホナ』2013 年 5月号，79

れていたであろう家々も救われました。
その日，ダニーとわたしは，難しい
けれども重要な教訓を得ました。特に
重要な教訓は，従順であることです。
ルールや法律は，わたしたちの身の
安全を確保してくれます。同様に主は，
わたしたちがこの危険な地上での生活
をくぐり抜け，霊的に安全に天の御父
のみもとへ戻れるようにするために， 
導きや戒めを与えてくださいました。■
「従順は祝福をもたらす」『リアホナ』2013 年 5月号，
89－90より

4月の総大会開催時の宣教師の状況

伝道中の専任宣教師の数 65,634人

伝道の召しを受けてまだ宣教師訓練センターに入っていない 
若い男性と若い女性の数

20,000人以上

ビショップやステーク会長との面接の過程にある 
若い男性と若い女性の数

6,000人以上

新しく組織された伝道部の数 58

左
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―
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トーマス・S・モンソン大管長「大会へようこそ」『リアホナ』2013 年 5月号，4より
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次のように説明しています。「あなた
は神から召されています。主はあなた
を御存じです。主は御自分の教会の
各責任をだれに任せるべきか御存じ
です。主〔が〕あなたを選〔ばれたの
です。〕」2

召しにおいてわたしたちは救い主を
代表し，わたしたちが行う業には，たと
えどんなに小さなことに思えても，永
遠にわたって重要な意味があります。
例えば，献身的な初等協会教師の影
響によって，子供がいつか伝道に出よ
うという気持ちを抱くかもしれません。
案内係の親しみのこもったあいさつに
よって，悩み苦しんでいる会員が教会
で歓迎されていると感じるかもしれま
せん。
主はわたしたちが召しを果たすのを
助けてくださいます。責任に圧倒され

たいていの教会員には，奉仕の割
り当てである「召し」を受ける

機会が何度も訪れます。「主はわたし
たち一人一人が主の教会で召しを受
け，自分たちの才能や影響力を用いて
周囲の人々に祝福をもたらすように期待
しておられます」と，エズラ・タフト・
ベンソン大管長（1899－1994 年）は
言っています。1

教会の指導者は，自らも奉仕の召
しを受けているわけですが，ほかの
会員たちが与えられた召しを受け入れ
て果たすことを頼りにしています。新
しい召しはどれも奉仕と成長の機会
であり，謙

けん

遜
そん

に祈りの気持ちで取り組
むべきです。教会で奉仕する召しは，
主からの霊感を祈り求めた神権指導者
によって与えられます。大管長会第一
顧問のヘンリー・B・アイリング管長は

全身全霊をささげてください

「主はあなたの力を何倍にも〔してくださいます〕。主の望みは，あなたが全身全霊を
ささげることだけです。信仰の祈りをもって元気に進んでください。御父とその愛子
が，あなたを導くために聖霊を伴

はん

侶
りょ

として送ってくださるのです。あなたの仕える人々の
人生の中で，あなたの働きは大いなるものとなるのです。」

大管長会第一顧問　ヘンリー・B・アイリング管長　「神からの召し」『リアホナ』2002 年11月号，78

そうに感じるときには特に主の助けを
受けることでしょう。わたしたちが導
きを祈り求めるとき，天の御父は霊感
によってわたしたちを導き，十分に奉
仕できるように祝福してくださいます。
主は御自分に仕える者たちを助け，彼
らの働きに力を添えられます（教義と
聖約 84：88 参照）。トーマス・S・モ
ンソン大管長は次のように約束してい
ます。「わたしたちは主の用向きを
もって働くときには，主の助けを受け
る特権があります。主から召される人
は，主によって適格な者とされること
を忘れないでください。」3

主の奉仕の模範に倣
なら

い，自分の召し
や教会での責任を従順に果たすとき，
人生が祝福されて，さらに神に似た者
となることができるのです（モロナイ
7：48；教義と聖約106：3 参照）。■

詳しくは『歴代大管長の教え―ロレンゾ・スノー』
（2012 年）第14 章をご覧ください。

注
 1. エズラ・タフト・ベンソン。ディーター・F・ウー
クトドルフ「自分の立っている場所で持ち上げる」
『リアホナ』2008 年 11月号，54で引用
 2. ヘンリー・B・アイリング「神からの召し」『リア
ホナ』2002 年 11月号，76 参照

 3. トーマス・S・モンソン「召しの義務」『聖徒の道』
1996 年 7月号，52

わ た し た ち が 信 じ て い る こ と

主から召される人は，
主によって適格な者とされる
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わたしたちは召しを求めず，
適切な神権の権能によって
与えられる召しを
通常は断りません
（モーセ 6：31－32）。

すべての召しは等しく重要です。
教会には扶助協会会長と同じように
託児指導者も必要なのです
（1コリント12：14－18 参照）。
どこで奉仕するかよりも，
どのように奉仕するかが重要です。

手引きやテキスト，教会の指導者の助言など，
わたしたちの責任について教え，
質問に答えてくれる様々な支援手段に
頼ることができます。

召しを
果たすことによって
祝福と喜びが
得られます
（マタイ25：23参照）。

主の業を手伝っているとき，
わたしたちは主の助けを
祈り求めることができ，
受けることができます
（教義と聖約 84：88 参照）。

質問に答える
どうしてあなたの教会には報酬を受けずに働く聖職者たちがいる
のですか。
初めから，主は様々な経歴を持つ普通の人たちの中から御自分の弟子を
召してこられました。彼らは主とほかの人々に対する愛のゆえに奉仕しま
した。例えば，モルモン書の中で，預言者アルマは神権指導者たちを選び，
「自分自身の手を使って生活の糧を得るように……指示」しました。
「そして，祭司たちは生活の糧を人々に頼るべきでなく，自分の労働に対し
て神の恵みを受けるべきであるとされ」ました（モーサヤ18：24，26。
2ニーファイ26：29－31；信仰箇条1：5も参照）。
今
こん

日
にち

も同じように，奉仕の召しは，ほかの人々を助け，自分の才能や霊的な
賜
たま

物
もの

を伸ばし，分かち合う機会を与えてくれます。わたしたちは主からの
祝福によって，自分たちの行う奉仕に対して十分な報いを受けるのです。

イ
ラ
ス
ト
／
デ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ベ
ン
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わたしの夫はまったく耳が聞こえ
ませんが，福音を深く愛してい

ます。しかし，長年にわたって毎週教
会の集会で話を理解しようともがき苦
しんできたことから，そのほかの神権
者の集会や放送に出席したがらなく
なってしまいました。ワードの会員は
親切で，励ましてくれましたが，夫が
集会に参加するために必要な技術的
支援について十分な理解がなかった
ため，夫は孤独やもどかしさを覚える
ことが度々ありました。
新しいワードに転入して間もなく，
総大会を迎えました。放送を観ようと
するときにどんな問題に直面するだろ
うかと，夫は気が進まないままに神権
部会に行く支度をしました。集会所
に着くと，大きなプロジェクターで
字幕を表示する方法をだれも知らな
いことが分かりました。そこでテレビ
が運び込まれて，礼拝堂の隅に置かれ
ました。ところが小さな問題がありま
した。テレビを接続するのに必要な
コードがプロジェクターに使用されて
しまっていて，テレビが使えないの
です。こうした状況に慣れている夫
は，図書室に行ってプロジェクターの
コードを探し始めました。幾つかの箱
や棚をくまなく探した末，プロジェク
ター用の短いコードを見つけました。
もう放送が始まろうとしていたので，
皆，何かを取り外したり調節したり
することを不安に思いました。夫が見

つけたコードは短く，キャスター付き
の台に乗っているテレビには届かな
かったため，テレビを低いテーブルに
移さなければなりませんでした。夫は
テレビ台を動かして礼拝堂を出，近く
の部屋に移動しました。そしてテレビ
を固定しているバンドを外し始め，だ
れかテレビを持ち上げるのを手伝い
に来てくれないだろうかと思いました。
そのときです。だれかが部屋に入っ
て来るのを感じました。ビショップで
した。二人でテレビをテーブルの上に
置きながら，夫は心が軽やかになりま
した。夫がテレビを調節している間
に，ビショップはいすを1 脚持って来
て，画面の正面に置いてくれました。
夫はビショップの手助けに感謝して
握手し，ビショップはドアの方に向か
いました。ところが驚いたことに，
ビショップはドアの前を通り
過ぎて，いすが壁に立て
掛けてある所に行きま
した。そして 1 脚
持って来ると，
夫の隣に座っ
たのです。二人
は部会の間ずっと
並んで座ってい
ました。

今，夫は熱心に集会に出席してい
ます。ビショップの小さな優しい行い
のおかげで夫の霊は高められ，感謝
の気持ちを抱けるようになりました。
依然として問題が生じることはありま
すが，夫はもう孤独を覚えることも，
自分は歓迎されていないと感じること
もありません。キリストの羊飼いの
一人の霊感に満ちた行いを通して，
夫の物の見方は永遠に変わったの
です。■
著者はアメリカ合衆国ミシシッピ州に住んでいます。

様々な障がいに対する支援手段について

の情報はdisabilities.lds.org からご覧

いただけます。

教  会  で  の  奉  仕

テレビを持ち上げ，霊も高めてくれました

ケーシー・クローニン

イ
ラ
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ト
／
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・
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ス
・
ジ
ェ
プ
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ン
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正直と高潔は，「どのような状況に
あろうとも，人がどう思おうとも

常に正しいことを話し，行うことを求
めます」と，七十人のクリストフェル・
ゴールデン・ジュニア長老は今月号の
48－ 49 ページに掲載されている記事
で述べています。
記事では，十二使徒定員会のジョ
セフ・B・ワースリン長老（1917－2008
年）が経験した出来事について語られ
ています。大学生のとき，ワースリン
長老はアメリカンフットボールの決勝
戦に出場しました。ボールを受け取
り，前に向かって突き進みましたが，
ゴールラインまであと5センチ届きま
せんでした。折り重なった選手たちの
いちばん下にいたワースリン長老は，
ボールを押して前の方にずらすのでは
なく，いつも正しいことを行いなさい
という母親の言葉を思い出しました。
そこでボールをその位置から動かしま
せんでした。
親自身の模範に加えて，以下の提案
はこれらの福音の原則について子供
たちに教えるうえで役立つでしょう。

青少年に教えるための提案
• 10 代の子供と一緒に『若人の
強さのために』の正直と高潔に
ついての項を読みます。正直と
高潔さがもたらす祝福について
話し合ってください。

• 10 代の子供に，家庭の夕べで
行う「あなたならどうしますか」

というクイズの準備を手伝って
もらうとよいでしょう。『若人の
強さのために』を参考にして，
正直と高潔さを行いで表す機会
となりそうな状況のリストを作り
ます。家族みんなでクイズに
答え，自分たちの答えについて
話し合ってください。

• トーマス・S・モンソン大管長は
正直について繰り返し語ってい
ます。モンソン大管長のメッセー
ジを一つ見つけ，家族の人たち
に紹介してください。候補として
次のような説教があります。
「預言者ジョセフ・スミス―
模範による教師」『リアホナ』
2005 年 11月号，67
「幸福―すべての人の願い」
『聖徒の道』1996 年 3月号，2
「幸福な人生の探究」『聖徒の
道』1988 年 8月号，2

子供に教えるための提案
• 高潔さには自分自身に対して
正直であることも含まれます。
このことを示すために，家庭の
夕べで次のようなレッスンを行う
とよいでしょう。子供たちの前
におやつを置き，あなたが食べ
てもよいと言うまで食べては
いけないと伝えます。その後，
あなたの目を閉じるか目隠しを
して，次のように尋ねます。「お
父さんやお母さんが見ていない

からというだけで，今このおやつ
を食べてもいいでしょうか。」  
個人の祈りなど，だれも見ていな
い所でできる義にかなった行い
について話します。天の御父が
いつも見ておられることを子供
たちに思い起こさせてください。

• 10 代の子供と一緒に作ったクイ
ズを使うか（上を参照），幼い子
供たちに合ったクイズを用意し
て，何が正直であり不正直であ
るかに子供たちが気づけるよう
助けるとよいでしょう。自分た
ちの答えについて話し合っても
らいます。 10 代の子供と幼い
子供の両方がいる場合は，
10 代の子供に，幼い子供がクイ
ズに答えるのを助けてもらうと
よいでしょう。■

正  直  と  高  潔

『 若 人 の 強 さ の た め に 』の 教 え

イ
ラ
ス
ト
／
タ
イ
ア
・
モ
ー
リ
ー

正直と高潔に関する聖句

ヨブ27：4－5

箴言 20：7

1ペテロ2：12

アルマ 53：20

教義と聖約124：15

信仰箇条1：13
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約12 年前に，妻と4人の息子とともに
韓国からニュージーランドに移住しま
した。ニュージーランドの韓国人学

校で副校長として働いている間に，異なる文化，
異なる規定や手続きに慣れようと必死に努力して
いる韓国人に大勢出会いました。そのような人々
を助け，ニュージーランドにも貢献したいと思い，
弁護士になることが二つの民および国の橋渡し
をする一つの方法ではないかと考えました。 
そこで，自分の決意が正しいか祈りによって 
確認した後，53 歳で法科大学院への入学を決
めました。
大変であることは分かっていました。しかし
教科書を受け取ったとき，その道は予想してい
たよりもはるかに険しいものであることを悟りま
した。どの教科書もあまりに分厚く，内容はわ
たしの理解を超えているように思われました。
10 年近く総大会で英語から韓国語への通訳を
手伝い，ニュージーランドで言語学の修士課程
も修了していましたが，法律関係の表現はまっ
たく異なる種類の英語のように思われました。
初日に学校から帰宅したときには，続けるべき

か，それとも始める前にやめるべきかを真剣に
検討しなければなりませんでした。しかしそん
な不安にさいなまれながらも，弱まることのない
一つの思いがありました。「すべてを主にゆだ
ねるなら，きっと成功できる。」
神が生きておられ，わたしたちの祈りにこたえ
てくださることを知っていたので，わたしは神に
助けを求めました。聖書の中のある聖句を思い
出して，大きな安

あん

堵
ど

感を得ました。「神には，な
んでもできないことはありません。」（ルカ1：37）  
この聖句から，前進する強さをもらいました。
在学中，困難に直面するときにはいつでも，乗
り越えられるように神が道を備えてくださるか，
天使を，すなわち助けてくれる人たちを遣わして
くださいました。
あるとき，わたしは課題を終えようと必死に
努力していました。最善を尽くしましたが，教員
から何を期待されているのかよく分かりません
でした。日曜日になり，わたしは勉強をすべて
後回しにして教会の割り当てに思いを集中しま
した。ステーク高等評議員として，割り当てら
れたワードを訪問し，聖

せい

餐
さん

会で話をしました。
集会後，ある兄弟に話しかけられ，教室で見た

主は韓祥益兄弟を 
様々な形で祝福し， 
韓兄弟が 55歳で 
法科大学院を 
修了するのを 
お助けになりました。

韓
ハン

  祥
サン

益
イック

できないことはありません神には，何でも
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ことがあると言われました。知らなかったの
ですが，その兄弟も法科大学院生だったの 
です。課題の進み具合を聞かれたので，行き
詰まっていると正直に伝えました。すると，わ
たしの家に手伝いに来ると言ってくれました。
もしそのワードに行って彼に会っていなかった
なら，課題を期日どおりに提出することはでき
なかったでしょう。その兄弟は神がわたしの
祈りにこたえて遣わしてくださった天使だった
のです。
最も難しかった科目の一つでは，毎回，教員
が 2 時間ひたすら講義をし続けました。講義
の内容に加えて，教員の英語のなまりも理解す
るのが難しかったので，わたしは許可を得て，
復習用に講義を録音しました。ある日，知らな
い女性からメールをもらいました。同じ科目を
履修している者だが，仕事の都合で時々授業
に出席できないので，わたしが録音しているも
のを利用させてもらえないかということでした。
もちろん喜んで録音をコピーしてあげました。
わたしは彼女を助けているつもりでしたが，すぐ
に彼女もまたわたしを助けるために神が用意し
てくださった天使であることが分かりました。
その科目に合格するためには，二つの課題を
提出し，3時間に及ぶ試験を受けなければなり
ませんでしたが，そのクラスメートはわたしが

努力は 
成長をもたらします

「目標を達成するために
大変な努力をしなければな
らないこともあるかもしれ
ませんが，学ぶためにささ
げた努力に見合った成長が
できます。困難を乗り越える
ときに身に付ける力は永遠
の来世に持って行くことが
できます。」
十二使徒定員会　 
ダリン・H・オークス長老 
およびクリステン・M・オークス 
「学問と末日聖徒」 
『リアホナ』2009 年 4月号，31

課題を終え，試験に備えるのを手伝ってくれ
たのです。彼女の助けがなかったなら，合格
していなかったと思います。
年配の学生であり，英語が母語でないという

難しさに加えて，ほかにも果たすべき責任が
あったため，大学院課程を修了するのはほん
とうに容易ではありませんでした。仕事や地
域社会での責務，教会での召しに多くの時間
が取られましたし，自分の最も大切な責任で
ある夫や父親，祖父としての務めに対しても，
必要な注意を向けるように努力しました。 
学業以外にわたしがなすべき事柄について
知った仲間の一人からは，ほかのあらゆる責
務を考えると法律の勉強をするなんて正気で
ないと言われました。それでも，「人にはでき
ない事も，神にはできる」という確信がありま
した（ルカ18：27）。
わたしは 55 歳で，ニュージーランドの高等
裁判所において法廷弁護士兼事務弁護士とし
て認可されました。言葉の壁にもかかわらず
弁護士になれたことだけでなく，神が生きてお
られ，わたしたちの義にかなった祈りにこたえ
てくださることについてさらに強い証

あかし

が得られ
たことに感謝しています。神の助けがあれば，
何でもできないことはないと知っています。■
著者はニュージーランドに住んでいます。
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末日聖徒イエス・ 
キリスト教会の
歴史を見ると，初

期の時代は大きな試練の
連続でした。この時代を生
き抜いたブリガム・ヤングや
ヒーバー・C・キンボール，
ジョン・テーラー，ウィル
フォード・ウッドラフ，ロレン
ゾ・スノー，ジョセフ・F・
スミスなどの指導者は，恐
らくそのような試練をくぐり
抜けてきたからこそ，大平原
を横断し，ロッキー山中に
教会を建てるという途方も
ない試練を乗り越えること
ができたのでしょう。
昔の開拓者は，末日聖徒が達成してきたこ
とを見て満足すると思います。わたしたちは開
拓者たちの恩恵に大いにあずかっています。
わたしたちが今あるのは，過去の謙

けん

遜
そん

で偉大
な人々が築いてくれた土台と彼らの勇気のおか
げだということを決して忘れてはなりません。

忠実な開拓者について，
ゴードン・B・ヒンクレー大
管長（1910－2008 年）は
次のように言っています。
「現在を正しく認識し，未来
への見識を得るために過去
に目を向けるのは良いこと
です。未来に待ち受けてい
るものが何であれ，それに
立ち向かう力を得るために
先人の高潔さに目を向ける
ことは良いことです。熱心
に働きながらも，この世で
はほとんど何も得ることの
なかった人々がいます。し
かし，彼らの夢と初期の計
画は進展し，現在わたした

ちはその恩恵にあずかっています。彼らの
行った事柄を思い巡らすのは良いことです。
わたしたちは皆，そのとてつもない模範を 
原動力にすることができます。なぜならわた
したち自身も皆，人生における開拓者だから
です。」1

十二使徒定員会
M・ラッセル・ 
バラード長老

わたしたちは現代の開拓者として 
手を携えて歩み，キリストのような生活を送り，正しい主義主張を社会で支持し， 

家族と家庭を堅固なものにする必要があります。

「わたしたちは開拓者たちの恩恵に 
大いにあずかっています。 
わたしたちが今あるのは， 
過去の謙遜で偉大な人々が築いてくれた土台と 
彼らの勇気のおかげだということを 
決して忘れてはなりません」とバラード長老 
（開拓者に扮した若者たちとの写真中央）は 
言っています。

今 と 昔
開拓者の信仰と勇気

左

―
写
真
／
デ
ル
・
バ
ン
・
オ
ル
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信仰をもって従う
ブリガム・ヤングに従って不毛の砂漠を旅するほどの信
仰を持っていたのは指導者だけではありません。同じよう
に旅をした，平凡ながらも勇気のある教会員はたくさんいま
した。教会歴史をひもとくと，オリバー・ハンティントンの両
親に関する記録が出てきます。彼らはニューヨーク州ウォー
タータウンに 230 エーカー（93 ヘクタール）の農場を持ち，
石造りの立派な家を構え，頑丈な家畜小屋を2 棟持つとい
う裕福な暮らしをしていました。しかし，1836 年に家族を
連れてその土地を離れ，オハイオ州カートランドの聖徒
たちに合流したのです。
すべてを後にして出発した後，オリバーは次
のように書いています。「望むものが手に入ら
ない人々を見るのは両親にとってつらいこと
でした。しかし，パンが欲しいと泣く我が子
を見ても何も与えるものがなく，次にいつ食
物が手に入るのかも分からない状況にある
のはさらに忍びないことでした。」  オリバーは
両親が教会の権能ある人々に反対して不平を
言ったり愚痴をこぼしたりするのを聞いたことが
なく，御

み

業
わざ

が真実であることを疑うような言葉を
口にするのも聞いたことがないと言い，自分の家
族には信仰があったことを確信しています。2

この神権時代で教会初のビショップになった人
物の娘であるエミリー・パートリッジは，1831年，
わずか 7 歳のときにオハイオ州ペインズビルの居
心地の良い家を後にしてミズーリ州ジャクソン郡
に移住しました。彼女はそのときのことを回想し
て記録しています。3  その後，程なくして暴徒に
家を追われ，家族はクレイ郡への転居を余儀なく
されました。結局落ち着くことになった「家畜小屋として使
われていた古びた丸太小屋」の様子を彼女は次のように書い
ています。「大きな部屋が一つと差しかけ小屋がありました
が，これはあまり使われていませんでした。床はほとんど 
はがれており，ネズミやガラガラ蛇がうようよしていて，とても
安心して住める状態ではありませんでした。居住可能な一つ
の部屋には大きな暖炉があって，火から1メートルくらいの
所に毛布がつるしてありました。 2 家族合わせて 15，6人
が毛布の内側に集まって寒さをしのいだのです。というのは
ひどく寒い天候で，父が火の近くに座って書き物をしている
とペン先でインクが凍ってしまうほどだったからです。」4

家族は後にイリノイ州に移りました。エミリーは，そのとき
のことを要約して次のように書いています。「状況は厳しく，
非常に貧しい生活でした。幾度となく持ち物をはぎ取られ，
家を追われ，幾多の病気に悩まされていたのです。」5

フィービー・カーターの場合も同様で，1835 年にメーン
州スカボローからオハイオ州カートランドまで 750 マイル
（1,200 キロ）の距離を旅しました。 28 歳のとき，独りで行
く以外なかったにもかかわらず，教会員たちに合流すること
を決めました。後に彼女はこう報告しています。「友人たち

はわたしの決意を聞いて驚きました。それはわたしも
同じでしたが，内なる何かがわたしを駆り立てて
いたのです。わたしが出発するときの母の嘆き
様は堪え難いほどでした。御

み

霊
わざ

のささやきが
なければ，わたしは結局思いとどまっていた
に違いありません。冷酷な世の中にこんな
ふうに出て行くくらいならば，いっそのことわ
たしが墓に埋葬されるのを見る方がましだと
母は言いました。……『フィービー，モルモン
の教えが間違いだと分かったら，ここに帰って
来てくれるかね』と言った母の言葉が忘れられ
ません。わたしは 3 度こう答えました。『分かっ
たわ，お母さん。そのときは必ず帰るわ。』……
出発の時が来ると，わたしは別れの言葉を言える
自信がなかったので，家族一人一人に惜別の言葉
を書いて自分の机の上に置くと，階段を駆け下 
りて馬車に飛び乗りました。こうしてわたしは，
子供時代を過ごした愛する故郷の家を離れて，
神の聖徒とともに生きることになったのです。」6

自分の信仰の歩みが，カートランドに向かう
750 マイル（1,200 キロ）よりはるかに長い旅に

なることなど，フィービーはこの時点では考えもしませんで 
した。後にウィルフォード・ウッドラフと結婚し，夫とともに
ミズーリからノーブー，そして荒れ地を越える1,350 マイル
（2,170 キロ）の旅を経て，大ソルトレーク盆地まで行くこと
になったのです。
わたしの曾

そう

祖
そ

父
ふ

ヘンリー・バラードは，1849 年 2月，17 歳
のときに，イングランドのサッチャムで教会に入りました。 
ヘンリーはアメリカに渡ったときの船代を支払うため，ロレン
ゾ・スノーとエラスタス・スノーが一部出資する会社と2 年
契約を結び，大ソルトレーク盆地まで羊の群れを追い立てて
行く仕事をしました。ヘンリーはこの盆地に入ったときの 

自分の信仰の歩みが 
メーン州 
スカボローの家から 
オハイオ州 
カートランドに向かう 
750 マイル 
（1,200 キロ）より 
はるかに長い旅に 
なることなど， 
フィービー・カーターは 
考えもしませんでした。
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ことを次のように書いています。
「10月のことです。羊を小山から下に追い
立て，エミグレーション・キャニオンの入り口
をくぐり抜けると，そこは初めて見る大ソルト
レーク盆地でした。わたしは『約束の地』を
見てうれしかったにもかかわらず，だれかに見
られるのではないかとびくびくしていました。
辺りが暗くなるまで一日中草むらに隠れていま
した。着ていた服はぼろぼろになっていて， 
ほとんど裸同然だったので，人に見られたく 
なかったからです。暗くなってから原っぱを横
切って，明かりのともっている1軒の家に行き，
……恐る恐るドアをノックしました。幸いなこと
に，玄関に出たのは男性で，ろうそくの明かり
ではわたしの裸を家の人たちに見られることは
ありませんでした。わたしは旅を続けて両親を
見つけることができるよう，着る服を恵んでくれ
ないかと頼みました。わたしはこうして服を 
もらい，翌日からまた旅を続けて，1852 年 10
月16日にソルトレーク・シティーに到着しま
した。新しい故郷となる地に無事にたどり着
けたことを，心から神に感謝しました。」7

今
こん

日
にち

豊かな祝福を受けていることを思う
と，このような気高く勇気のある先祖に対する
愛と尊敬の気持ちがわいてきます。
わたしの曾

そう

祖
そ

母
ぼ

はマーガレット・マックネイル
という名前のスコットランド人女性で，13 歳の
ときに両親と一緒にユタに来ました。大平原
を徒歩で旅して牛を追い，ほとんど全行程を，
弟のジェームズを背負って歩きました。曾祖
母と家族はオグデンの外れに野営しました。
彼女は後にそのときのことを自伝に次のよう
に記録しています。
「わたしたちのいた所から原っぱを越えて行
くと，小さな家がありました。そして，その家
の中庭にはかぼちゃが山になっていました。
わたしたちは皆死ぬほどおなかがすいていた
ので，母はわたしをこの家にやって，かぼちゃ
を恵んでもらうことにしました。 1セントのお
金もありませんでしたし，子供の中には動けな
いほどおなかがすいている子もいたからです。
わたしはその家のドアをたたきました。する
と，高齢の女性が出て来てこう言ったのです。
『どうぞお入り。あなたが来るのは分かってい

ヘンリー・バラードは 
大ソルトレーク盆地に 
到着したとき， 
着ていた服は 
ぼろぼろになっていました。 
辺りが暗くなってから， 
「旅を続けて 
両親を見つけることができるよう， 
着る服を恵んでくれないかと 
頼みました。」
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たのよ。食べ物を上げるように言われていたの。』  女性は
わたしに大きな焼き立てのパンを渡すと，すぐに行きますと
お母さんに伝えなさいと言ったのです。この女性は間もな
く，おいしい夕食を持ってやって来ました。それは，わたし
たちが実に久しぶりに食べる見事な食事でした。」8

物質面と霊的面の援助
開拓者の話から，165 年前に大平原を横断するためには
真の信仰と勇気が必要だったことが分かります。手車を引
いて旅した開拓者は 1847 年から1868 年までの間に
入植した末日聖徒の1割にも満たなかったので
すが，彼らは末日聖徒の文化の中で，開拓者時
代の忠実さと犠牲を表す大切なシンボルと
なっています。
御存じかと思いますが，ウィリー隊とマー

ティン隊は，ワイオミングに季節外れに早く
降った雪に阻まれて動けなくなり，多くの聖
徒が寒さのために亡くなりました。わたしは
数年前に，家族とともに彼らの足跡をたどる旅を
しました。そのときにウィリー手車隊が立ち往生
し，寒さと飢えに苦しんだあのスイートウォーター
川を見下ろしながら，わたしたち家族は彼らの日
記から苦難と救助の喜びをつづった箇所を読み
ました。ジョン・キスレットはこう記しています。
「太陽が遠くの丘に美しく沈みかけたとき……
何台かの幌

ほろ

馬
ば

車
しゃ

が……わたしたちの方にやって来
るのが見えました。その知らせは燎

りょう

原
げん

の火さなが
らに野営地に伝わりました。……叫ぶような喜び
の声が上がり，屈強な男たちも泣き，日焼けして 
しわの刻まれた頬に涙がとめどなく流れました。
……その晩，ほんとうに久しぶりにシオンの歌がキャンプ
に響きました。……飢えは満たされ，神とこのすばらしい兄
弟たちへの感謝で心はいっぱいになり，わたしたちは皆
一つになって祈りをささげ，眠りに就いたのです。」9

現在「エミネンス」と呼ばれる丘の上に立つと，わたしは
家族や一緒にいた人たちに証

あかし

を述べたくなり，こう言いま 
した。「この忠実な開拓者たちは救援隊の姿を見たときに
感謝の気持ちに満たされましたが，主イエス・キリストの贖

あがな

い
による救いは，それよりもはるかに偉大な救済です。」  どの教
会に所属しているかに関係なく，世の救い主である主イエス・
キリストはキリストを信じるあらゆる信仰の中心であり， 

全人類を救ってくださった御方であられることを，わたしは
強調しました。主は贖いを通して，わたしたちすべての者に
今日の希望と，永遠にわたる確信を与えてくださるのです。

現代の荒れ野を克服する
開拓者の苦難は生きる力を生み出しました。それはわたし
たちに受け継がれています。信仰と勇気を示すためにほんの
少しの身の回り品を馬車や手車に積み込んで 1,300 マイル
（2,090 キロ）歩くよう言われる人は，わたしたちの中にはまず

いないでしょう。わたしたちが今日直面している問題は
彼らとは異なります。違う山を登り，違う川を渡り，
違う谷を「花咲〔かせ〕」ているのです（イザヤ
35：1）。しかし，克服するべき荒れ野がユタ 
までのごつごつした岩だらけの道や，先祖の
開拓者が通った荒涼とした土地とは明らか
に異なるとしても，先祖の試練に比べてわた
したちの試練の方が軽いということは決して
ありません。
わたしたちの苦難は，罪に浸り霊的なものへ

の無関心にあふれ，身勝手な行いや不正直，貪
欲が至る所で見られる世の中で生きることです。
今日の荒れ野とは，混乱と交錯する教えの荒れ
野です。開拓者は岩ばかりの尾根や，砂か雪に
覆われた山道という荒れ地と闘わなければなり
ませんでしたが，シオンを目指し，大ソルトレーク
盆地に教会を建設することを目指して信仰をもっ
て前進しました。
わたしたちは開拓者と同じように熱意と信仰を
もって固い決意で主に仕え，社会のために奉仕
する必要があります。神の戒めを守り，神の律法

に従い，すべてのことを正直かつ誠実に行うことをおろそか
にすることがないよう，常に気をつけなければなりません。
インターネットにはパソコンやタブレット，携帯電話からごく
簡単にアクセスできますが，そこに潜む悪のわなにはまる 
ことがないようにしなければなりません。こうしたことに気を
つけていないと，ルシフェルは弱みに付け込んでわたしたち
の決意を鈍らせ，信仰や，主と人々に対する愛を損なおうと 
するでしょう。すると，わたしたちはこの世の荒れ野の中で
道を踏み外してしまうのです。
この世の誘惑や悪に負けないようにするためには，現代を
生きる真の開拓者としての信仰と勇気が必要になります。 

エミリー・パートリッジは 
そのころのことを 
次のように述べています。 
「状況は厳しく， 
非常に貧しい生活でした。 
幾度となく 
持ち物をはぎ取られ， 
家を追われ，幾多の病気に 
悩まされていたのです。」
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わたしたちは現代の開拓者として手を携えて
歩み，キリストのような生活を送り，正しい主
義主張を社会で支持し，家族と家庭を堅固な
ものにする必要があります。
真の信仰のある人は「何をすればいいです
か」ではなく，「何かもっとわたしにできること
はありませんか」と尋ねるものです。神の御
霊によって信念が魂に固く結びつくと，信仰は
わたしたちに行動を促す力となり，あらゆる思
いや言葉，行いが天に向かうようになります。
わたしたちは先人のように，確信をもって力と
導きを祈り求めます。これこそが，信仰を込め
て一歩ずつ歩むということなのです。わたした
ちの先祖の開拓者もそうでした。わたしたち
も今日，同じように歩まなければなりません。
わたしたちは開拓者の歩みを進めたその同じ
精神を，子供にも，孫にも，伝えていかなければ
ならないのです。
わたしたちが家族を導くうえで常に神の助
けを求め，今日の開拓者として手を携えること
ができますように。両親や祖父母，先祖を尊
ぶことの大切さを過去から学び，彼らのように
力と勇気をもって未来に立ち向かっていくこと

ができますように。そして，主イエス・キリスト
の生き方と働きがわたしたちの心と思いの中
で明るい炎となって輝きますように。末日聖徒
の開拓者が強い証をもって生き抜いたように，
わたしたちも胸の内に証の炎を燃え立たせる
ことができますように。■

注
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預言者モルモンは集まった信者に
向けて力強い説教をする中で，
ある簡単な質問を投げかけま

した。「奇跡はやんでしまったのであろう
か。」  モルモンはすぐにこう答えます。
「見よ，そうではないと，わたしはあなた
がたに言う。」（モロナイ7：29）
それから，モルモンはどのようにこの末
日に大いなる救いの業がもたらされるの
か説明し，聖霊と天使の働き，わたしたち
の祈り，信仰と主の奇跡との関係につい
て力説しました（モロナイ7：33－37，
48 参照）。

預言者たちは聖文の中で，神は昨日も，
今
きょ う

日も，またとこしえに同じであられると
指摘しています（3 ニーファイ24：6；教
義と聖約 20：12 参照）。「全世界に出て
行って……父と子と聖霊の名によって 
バプテスマを施しなさい」という戒めに
従おうとするとき（教義と聖約 68：8），
以下の原則について研究し，心に留める
ことが重要です。

• 神はお変わりになることはない。
• 神は奇跡の神であられる。
• 神の最も大いなる奇跡は，神の子供
たちに永遠の救いをもたらすことで
ある。

• 神はわたしたちの信仰に応じて奇跡
を行われる。わたしたちは行いにより
信仰を表す。

• 聖霊は改宗の過程で重要な役割を
果たされる。

イギリス・シェフィールドの神権指導者と宣教師，ワード評議会と会員は 
教会の真の発展に向け一致して取り組んだ結果，驚くべき方法で祝福を受けました。

左―スロバキア人の聖徒と 
求道者を教えるすばらしい季節を楽しむ， 
ニコラス・パス長老とジョセフ・マッケイ長老（右下）。 
始まりは，シェフィールドの 
ファーゲート歩行者天国近くで 
宣教師がルドビート・キャンドラック兄弟 
（左上。夫人とともに）に声をかけたことだった。

６月に開かれた伝道部会長訓練セミ
ナーで，大管長会および十二使徒定員
会は，イエス・キリストの弟子である教
会員は福音を宣

の

べ伝えるという基本的
な義務を負っていることを伝道部会長
が理解できるよう注意を喚起しました。
専任宣教師は会員がこの責任を果たせ
るよう助けてくれます。ステークおよび
ワードの評議会は，宣教師と会員の取り
組みを調整し働きがうまく進むようにし
てくれます。

この記事では，イギリスのあるワード
の指導者と会員，ワード評議会がこれ
らの原則を実践した結果，改宗という
奇跡を目

ま

の当たりにした出来事につい
て紹介します。

七十人
エリック・W・ 
コピシュカ長老

奇跡の神
シェフィールドに住むスロバキア人の聖徒たち
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進んで犠牲を払う
わたしはヨーロッパ地区で奉仕していたときに，これらの
原則を実践したことにより奇跡が起きるのをイギリス・シェ
フィールドで目の当たりにする機会に恵まれました。 2008
年の終わりに，シェフィールド第 1ワードのマーク・ダントン
ビショップは，ワードを発展させるために何ができるかじっく
りと考えていました。指導者訓練集会で，ステーク会長はビ
ショップたちにこう尋ねました。「伝道活動で成功するために
皆さんはどのような犠牲を自ら進んで払おうとしていますか。」  
ダントンビショップは，指導者たちの教えから様 な々ことを学
びました。すなわち，良いワード伝道主任が鍵

かぎ

となること，機
能するワード評議会が不可欠であること，御

み

霊
たま

の促しに進ん
で耳を傾けることが重要であることを学んだのです。
よく考え，祈った後，ダントンビショップは神権の鍵を行使
し御霊の促しに従って，二人の顧問，グレゴリー・ネトル

シップ兄弟とロバート・マキューアン兄弟を解任しました。
それからダントンビショップはネトルシップ兄弟をワード伝
道主任として，マキューアン兄弟をワード伝道主任補佐とし
て新たに召したのです。ビショップリックのメンバーは親し
い関係にあったため，この変更は彼らにとってたやすいこと
ではありませんでした。しかし，ダントンビショップはこの
決定が正しいことを知っていました。また，二人の顧問も新
しい召しを謙

けん

遜
そん

に受け入れました。
ビショップは新しいワード伝道主任とワード評議会ととも
によく祈りながら，ワードの発展に向けた計画を立て目標を
設定しました。計画を実施すると，大きな成功を収め始めま
した。改宗者のバプテスマは飛躍的に増加し，多くの人が
教会に再び活発に集うようになりました。しかし，ワードの
指導者たちは，自分たちの信仰と働きが思いも寄らない方
法で報われようとしていることをまだ知りませんでした。
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愛に心を動かされる
2011年 3月，一人の若い宣教師とその同僚がシェフィールド
の街頭で人々に声をかけていました。ニコラス・パス長老
は通りすがりの男性とその夫人を目にして，話しかけるべき
だと強く感じました。パス長老と同僚は走って行って夫婦に
追いつきました。ところが，会話はうまくいきませんでした。
その夫婦はスロバキア出身で英語を話さなかったのです。
しかし，一緒にいた友人が通訳を助けてくれました。宣教師
たちは街頭で福音のレッスンを教え，最初の示現と回復の
メッセージについて絵を使いながら紹介しました。その後，
夫婦は宣教師から福音を学ぶという約束に応じました。
この家族の家長であるルドビート・キャンドラックは，モ

ルモン書を読み始めました。程なく，たばこをやめました。
宣教師たちは教える際，何人かの通訳者の助けを借りる 
必要がありました。また，自分たちでもスロバキア語を少し

学びました。 2011年 5月14日，ルドビートとその娘一人と
親
しん

戚
せき

の二人がバプテスマを受けました。
キャンドラック兄弟はバプテスマ会で証

あかし

を述べました。 
宣教師と出会ったときの経験について，通訳者を通じて説明
したのです。シェフィールドの街の真ん中でパス長老とその
同僚を通り過ぎたときに，キャンドラック兄弟は胸に温かい
ものを感じました。その気持ちを無視して歩き続けました
が，宣教師にもう一度目をやると，宣教師たちが人 と々話すと
きに表れる愛に心を動かされました。声をかけたいと思い
ましたが，歩き続けました。そのすぐ後で宣教師から声を 
かけられたので驚きました。
1年前に教会に加わっていたスロバキア人のもう一家族

に加えて，キャンドラック家のバプテスマは，イギリス・シェ
フィールドに住むスロバキア人に起こった現代の改宗という
奇跡の幕開けとなりました。これらの新会員は家族や友人
を連れて毎週教会に来ました。宣教師に自宅を開放して，
近所の人に福音を聞くよう勧めました。
パス長老と新しい同僚のジョセフ・マッケイ長老は頻繁に
これらの家族を訪れました。宣教師たちは彼らを教え，助
け，彼らに奉仕し，祝福しました。それは，求道者や改宗
者，宣教師，ステークおよびワードの指導者，会員が，教え，
学び，御霊の賜

たま

物
もの

を受けたすばらしい時でした。

「彼らとともにいて彼らを強める」
2011年の夏から秋にかけて，スロバキア人がさ
らに教会に加わりました。会員数の増加に伴い，
地元会員は集会所と自宅を往復するための交通
手段を提供し続けることが難しくなりました。 
忠実なスロバキア人の聖徒たちは，自分たちが 
理解できない言語で行われる日曜日の礼拝行事
に出席するために，数週間にわたり片道 8キロの
道のりを歩いて行きました。

2011年 9月，シェフィールドステーク会長会が再組織さ
れ，ダントンビショップは新しいステーク会長に召されました。

マーク・ダントンビショップ（上）とワード伝道主任，ワード評議会の 
伝道活動は，思いも寄らない方法で報われた。 
何十人ものスロバキア人が教会に入り， 
日曜学校に出席するために教会までの8キロの道のりを歩き始めたのである。 
左のダーネル通りもその一つ。
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1 か月後，イギリス人とスロバキア人の聖徒に向けてファイ
ヤサイドが開かれました。集会には通訳者がいました。
壇上に座っていたダントン会長は，シェフィールド第 1ワード
付属のスロバキア人グループを作り，彼らの居住区に近い施設
で集会を行うべきだと感じました。間もなく適当な集会所
が見つかり，部屋を借りました。 2011年 12月11日，初めて
の集会が新しい施設で開かれました。シェフィールド第 1
ワードの指導者は，50人が出席すればよいと楽観的な望み
を抱いていました。ところが，出席したのは 63人のスロバ
キア人を含む 84 人でした。
シェフィールドステークの再組織に伴い，ロバート・マキュー

アン兄弟がシェフィールド第 1ワードのビショップに召されま
した。ネトルシップ兄弟は引き続き伝道主任として奉仕しま
した。二人のビショップのもとで，ワード伝道主任とワード
評議会は，スロバキア人の聖徒たちと「ともにいて彼らを 
強める」ワードへと会員たちをよく導きました（教義と聖約
20：53）。
ワード評議会は，様々な問題に対処しました。例えば， 

新会員の必要をどのように満たすか，新会員がワードの活動
すべてに参加できるようどのように助けるか，彼らを福音の
中でどのように育

はぐく

むか，言葉の壁をどのように克服するか 
などの問題に対処したのです。評議会の会員たちは，神の 
助けを求めて断食し，祈り，そして熱心に働きました。新会員
を訪問し，専任宣教師と一緒に福音のレッスンに参加しま 
した。交通手段を提供しました。スロバキア語の教会資料
を注文しました。新たにバプテスマを受けた会員を神殿に
連れて行き，死者のためのバプテスマを行いました。
さらに，ワードの指導者たちはクリスマスの奉仕プロジェ
クトを計画しました。ワード会員は募金をして，おもちゃや
衣服などの贈り物を集めました。クリスマスイブには，クリ
スマスに食べる夕食を含む大きなクリスマスギフトを詰めた 
袋が，ワードの管轄地区内に住むスロバキア人の聖徒たちを
はじめとする家族に配られました。
昔からの教会員と新会員は互いの言語をほとんど理解 
できませんでしたが，真の愛がこもった言葉から発せられる
ぬくもりを皆感じていました。会員と求道者は，驚くほどの
喜びと幸せと活気で包まれていました。
翌年，幾つもの家族がバプテスマを受けて教会と結ばれ，
この小さなグループは堅固な教会ユニットへと発展しまし
た。父親たちはアロン神権やメルキゼデク神権に聖任され，

息子たちはアロン神権に聖任され，20人以上の子供を擁す
る初等協会が設けられ，若い男性と若い女性のプログラム
が組織され，毎週 25人以上の青少年がそのプログラムに 
出席しました。主は，その土地の言語を話しグループの 
支援に加われる，チェコ共和国出身の専任宣教師を送って
くださいました。同時に，これらの家族は故郷にいる家族・
友人を紹介しました。

奇跡の神
なぜこのようなことが起きたのでしょうか。神は奇跡の神
であることをやめてはおられないからです。忠実な宣教師
たちが福音を受け入れる備えができた人を勤勉に探したか
らです。ステーク会長とビショップたちが信仰をもって行動
し，聖霊の導きに従ったからです。ワード評議会が責任を
引き受けて一致して働いたからです。会員が愛の言葉を学
び，指導者の呼びかけに従って行動し，「わたしは……奇跡
の神である。わたしは，昨日も，今日も，またとこしえに変わ
らないこと……を，世の人々に示そう」という主の言葉が真
実であるという信仰と確信を持っていたからです（2 ニー
ファイ27：23）。
シェフィールドでの成功は一時的な出来事ではありません。
この出来事は，預言者を通して与えられた約束を思い出させ
てくれます。そして，キリストのもとに来るよう周りの人を招
くことで神の御

み

手
て

に使われる者となりたいという望みと信仰
を高めてくれるのです。もしわたしたちがそうするならば，
ほかの人を教え，教会に活発に集うように育む機会を主から
授かる立場に自らを据えることができます。そして，神が引き
続き奇跡の神であられることの証拠を目にするでしょう。■

右―聖
せい

餐
さん

会に来る人々を歓迎する，ファロ・ドゥンカ。 
シェフィールドに住む，スロバキアグループの指導者。 
スロバキアグループは，2013 年 3月に支部に組織された。 
上―ワード評議会に出席するシェフィールド第1ワードの指導者たち。 
下―聖餐会で話す姉妹。





夫のサイラスとわたしは 2006 年
5月23日に神殿で結婚しました。

結婚前，夫の研究所では日曜日も働く
必要がありました。シフト制でしたが，
たいてい夫は真夜中から翌朝の 8 時
まで働きました。仕事を終えると家に
帰り，制服を日曜日の服に着替え，まっ
すぐ教会に行きました。集会は 9 時か
らでした。夫は結婚以来，これをずっ
と続けていました。
時には仕事が終わるのが遅く，わた

しは独りで教会に行きました。わたし
たちはずっと安息日に働かなくてもい
いように願っていました。 2006 年
6月の第 1安息日は，結婚してから初
めての断食をしました。わたしたちは
サイラスが日曜日に働かなくてもいい
仕事に恵まれるように信仰を込めて
祈りました。
数日後の午前 10 時ごろ，いつも朝
の 8 時から9 時の間に帰って来るのに
サイラスはどこにいるのかしらと思いま

した。突然，「彼は昇進したのかもしれ
ない」という思いを感じました。 11時
ごろになってやっとサイラスは帰宅しま
した。玄関に入ると良い知らせと悪い
知らせがあると言いました。
わたしは悪い知らせを先に言ってほ
しいと言いました。彼はもうすぐリー
ガンからパナイに引っ越すことになる
と言いました。ステークの会員たちが
大好きだったので，最初はその知らせ
が嫌でした。ステークの会員たちは，
サイラスとわたしには両親や親戚が
近くにいないことを知って，わたしたち
に親切にし，家族のように接してくれま
した。
パナイに引っ越す理由を尋ねると，
夫は良い知らせがあるからだと言いま
した。パナイにある別の仕事のことで
上司から面接を受けてきたと言いま
した。すぐにわたしは，給料のことで
はなく，その仕事が日曜日にも働かな
ければならないのかどうか尋ねま
した。「いいや」と，いう答えを聞いて
わたしはとても幸せでした。わたしは
彼に抱きついて，新しい仕事はわたし
たちの断食と祈りの答えだと言いま
した。 2か月後，サイラスはパナイで
新しい仕事を始めました。
天の御父はわたしたちのことを御

み

心
こころ

に留められ，わたしたちが信仰を行使
して，戒めを守るときに祝福してくださ
います。祈りと断食の原則に感謝して
います。夫の仕事はわたしたちにとっ
て祝福です。今，夫はワードで自分の
召しを果たす時間があり，日曜日にする
仕事は主のための仕事だけです。■
メアリー・ジェーン・ルミバオ・スヤ
（フィリピン）

時には仕事が
終わるのが遅く，

わたしは独りで教会に行きました。
わたしたちはずっと
安息日に働かなくてもいいように
願っていました。

末  日  聖  徒  の  声

主に仕える
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わたしは19 歳のとき，3か月間の
人道支援の旅行でエクアドルへ

出かける前に，祖父母を訪ねました。
祖父は健康がすぐれず，介護センターに
入っていました。認知症と高齢に伴う
その他の慢性病を患っていたのです。
家族と一緒に介護施設を訪れたと
き，わたしは，祖父を訪ねるのは恐らく
これが最後になるのではないかと思
い，気がふさぎました。旅行に行って
いる間に祖父は亡くなるだろうと
分かっており，わたしは出かけることに
罪悪感を覚えました。
わたしたちが祖父の部屋に着いたの
は，ちょうど職員が祖父を車いすに
移したばかりのときでした。わたし
たちは祖父の車いすを押して施設
のロビーに行きました。そして，
母が職員の一人と話をしている間
に，16 歳の妹とわたしは祖父に
話しかけました。
祖父は以前の祖父のようでは
ありませんでした。認知症が進んで
いることは明らかで，混乱している
ようでした。わたしたちが祖父に
何人の孫がいるか尋ねたとき，祖父は
正しく答えられませんでした。そこで，
実際には孫が何人かということを大げ
さに話題にして，わたしたちは愛情を
込めて祖父をからかいました。
わたしは祖父がかわいそうになりま
した。ところがそのとき，意識に障害
があり，わたしたちの質問に正しく答え
られない中で，祖父は突然こう言った
のです。「永遠の家族。」
わたしは衝撃を受けました。近くに
いた職員には祖父が言ったことは分か
りませんでしたが，妹とわたしは互い

に顔を見合わせました。二人ともはっ
きりと祖父の言葉を聞いたのです。そ
の後，祖父はもう一度繰り返して言い
ました。「永遠の家族。」  今度は母も
祖父の言葉を聞きました。
わたしはその日の訪問については，
ほかに何も思い出せません。覚えてい
るのはただ，介護センターを去るとき
に，悲しみと喜びでむせび泣いたこと
です。別れを告げ，この世で二度と会
えない人に対する悲しみに涙しました。
同時に，その短い言葉に込められてい
た優しい思いやりと，その言葉が心に
残してくれた平安に対する喜びにも涙
したのでした。

祖父はその心の状態がどうであれ，
最後のひとときに，家族が永遠である
という強い確信と知識を伝えることが
できたということを，わたしは知ってい
ます。
その後間もなく，わたしは人道支援
の旅行に出かけました。わたしが帰る
1週間前に祖父の死去の知らせを受
けたとき，わたしの心は平安でした。
いつの日か再び祖父に会えることを
知っていたからです。今もそれを知って
います。神殿の儀式に感謝しています。
家族は永遠なのです。■
ケリー・H・マドロー（アメリカ合衆国，ユタ州）

祖父は
以前の祖父のようでは

ありませんでした。
認知症が進んで
いることは明らかで，
混乱しているようでした。

永遠の家族
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夫のジョンは体の大きな人でした。
身長は 6フィート4インチ（193

センチ）あり，体重は 200ポンド（90.7
キロ）を超えていました。夫にとって，
エコノミークラスでの空の旅は不快で
しかなく，最悪のときは苦痛そのもの
でした。
2006 年 8月に，わたしたちはブリガ
ム・ヤング大学ハワイ校で教会教育奉
仕宣教師として奉仕するように召され
ました。帰還する時期が来たとき，夫が
アメリカ本土に帰る飛行に耐えなければ
ならないということで，わたしたちはひど
く心配しました。しかし，喜ばしいこと

に，チェックインのときにファーストクラ
スに空席が一つ あったので，夫の座
席をアップグレードしてもらえました。
長い足を十分に伸ばせる快適な席に座
れることになったのです。
飛行の途中で，わたしは夫の様子を

見に行くことにしました。そして，ファー
ストクラスに近づいたとき，客室乗務員
が入り口の所に立っていてわたしを止め
ました。
「何かご用でしょうか」と，彼女は尋ね
ました。
「ええ，ちょっと主人に会いたいのです」
と，わたしは答えました。

「すみません。ここにはお入りになれ
ません。」  彼女は愛想よく，しかしきっ
ぱりと言いました。
「でも，主人なんです。ちょっと会い
たいだけです。」
それでも行く手を遮って，彼女はまた
こう言いました。「申し訳ありません。
ここにお入りになることは認められて
おりません。ご主人に言付けをお伝え
できます。ご主人がお望みであれば，
お客様のところにいらっしゃることも
できます。でも，規則により，このエリア
に立ち入れるのはファーストクラスの
お客様だけです。」
わたしは一瞬あっけにとられ，彼女
がその場に立ち続けているのを見て，
静かにエコノミークラスの自分の座席
に戻りました。
わたしは聖文と預言者たちの教えに
述べられている3つの栄光の段階に
ついて考え始めました。キリストは月
の栄えの王国の人々を訪れ（教義と聖
約 76：77 参照），仕える天使は星の栄
えの王国の人々を訪れる（教義と聖約
76：88 参照）が，下位の王国にいる
人々は決して日の栄えの王国に入る
ことはできない（教義と聖約 76：112
参照。教義と聖約88：22－24も参照）
と記されています。自分の経験について
深く考えたとき，わたしは下位の王国に
いる人々がどのような有

あり

様
さま

であるかを
かいま見たように思いました。「すみま
せん。ここにはお入りになれません」
という言葉を聞いたときに，彼らは

どのように感じるでしょうか。
それから5か月後，夫は癌

がん

で他界し
ました。飛行機での経験から，わたし
は再びその言葉を聞く必要が決してな
いような生活をしたいと特に思うように
なりました。少なくとも幕のかなたで
聞きたくありません。■
ボニー・マーシャル（アメリカ合衆国，ユタ州）

ファーストクラスに
近づいたとき，

客室乗務員が入り口の所に立っていて
わたしを止めました。

ここにはお入りになれません
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先日，わたしは従業員に給与を払
うお金を引き出すために銀行に

行きました。お金を出納係から受け取
る前に，わたしは彼に，何枚かの 200
ソル札を50ソル札に両替してくれるよう
にお願いしました。出納係はお金を両
替してくれましたが，わたしは彼がお札
を数え間違ったのを見た気がしました。
わたしは彼から50ソル札の束を受
け取り，引き出すお金を待つために後
ろに下がりました。そして，待っている
ときに，先ほどのお金を数えました。
わたしは出納係に1,200ソル渡しました
が，彼から受け取った額は2,200ソル，
つまり1,000ソル多く渡されていました。
その瞬間にわたしは誘惑を受けました。
銀行にはお金がたくさんあると，自分に

言い聞かせたのです。しかし，心の中
では，そのお金は自分のものではない，
それを返さなければならないということ
を知っていました
数分後に，出納係が手続きを終えて
わたしを呼びました。彼はお金を数え，
そのお金をわたしに手渡して，「ほかに何
かご用件はありますか」と尋ねました。
「あります。先ほど小さなお札に両替
してもらうために1,200ソル渡しました
が，受け取ったのは 2,200ソルでした」
と，彼に言いました。
それから，わたしは彼に 2,200ソル
を手渡しました。彼は震える手でその
お金を2回数え，それを見て信じられ
ないという様子でした。それから，わた
しを見て何か言おうとしましたが，2回

この言葉を言うのがやっとでした。
「どうもありがとうございます。」
わたしは幸せな気持ちで銀行を後に
しました。その週に，わたしは誘惑に
打ち勝つというテーマでワードの若い
男性のためにレッスンを準備していま
した。銀行での経験を彼らに紹介で
きたのはすばらしいことでした。
「うそでしょう。1,000ソル返したんで
すか」と，何人かがふざけて言いました。
「幸せに値段はつけられません」と，
わたしは笑いながら答えました。
誘惑に耐えることの重要性に関して
わたしの証

あかし

と若い男性たちの証を強く
したこの経験に，わたしはとても感謝
しています。■
アベリノ・グランデス・カストロ（ペルー）

銀行出納係から
受け取った額は

2,200ソル，つまり
1,000ソル多く渡されていました。
その瞬間にわたしは，その差額を
そのまま受け取るようにという
誘惑を受けました。

幸せに値段はつけられません
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2 世代，あるいは 3 世代前のヤングアダルトの世界と比べ
ると，今

こん

日
にち

のヤングアダルト（既婚または独身）の世界
は，何と違っており，また何と困難になっていることで

しょう。わたしが大学にいたときには，今日ほど多くのチャレンジ
はありませんでした。あるいは，チャレンジはそれほど大きなもの
ではありませんでした。
しかし，皆さんは今この時期にここにいます。年長者は永遠の
世へ去って行きますが，皆さんはこの世で暮らします。皆さんが
今ここにいるのは，偶然ではなく，創世の前に計画され，同意され，
実行に移された永遠の計画の一部なのです。
福音の回復について知っている皆さんは，何と幸せでしょう。
皆さんは死すべき世に来る前に天の御父とイエス・キリストのもと
にいたことを知っています。皆さんは教えと試しを受けました。
進歩成長できるように律法について学びました。皆さんはそれらの
律法に従い，その結果，地上に来る資格を与えられ，昇栄と支配
と神性に通じる道に置かれたのです。
皆さんは地上における死すべき生涯の目的を理解しています。
また，死後に与えられる機会について教えられています。要するに，
皆さんは永遠のものの見方を持っています。すなわち，過去を振り
返ることができ，また将来に目を向けることができるのです。
末日聖徒イエス・キリスト教会の会員ではないヤングアダルトの
年代の大多数の人と世間一般の人々は，これらの事実をほとんど
知りません。彼らは誕生と死という二つの出来事で仕切られた箱
の中にいるかのような生活をしています。限られたものの見方に

わたしはヤングアダルトの皆さんに， 
永遠に家族とともに日の栄えの王国に住む将来の情景を 
しばしば思い浮かべるようにお勧めします。

キース・K・ 
ヒルビッグ長老
2001年から2012 年まで 
七十人として奉仕しました

永遠のために生きる

フ
ォ
ト
イ
ラ
ス
ト
／
デ
ビ
ッ
ド
・
ス
ト
ー
カ
ー
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よる制約を受けながら物事を判断し，行動
しています。特に，一時の幸せ，すなわち
永遠の流れの中のごくわずかな期間にすぎ
ない誕生と死の間の時間のために生きてい
るのです。恐らく彼らは前世の存在につい
てまったく知らず，永遠についてもほとんど
知りません。

永遠の可能性
しかしながら，皆さんは，永遠における
個人の可能性について約束があることを
知っています。聖なる神殿で結び固めを
受けた夫婦に，主は次のように約束して
おられます。
「『あなたがたは第一の復活に出て来るで
あろう……そして，王位，王国，公国，およ
び力，主権，すべての高い所と深い所を受
け継ぐであろう』……あなたがたがわたし
の聖約の中にとどまり，殺人を犯して罪の
ない者の血を流すことがなければ，わたし
の僕
しもべ

が彼らに授けたすべての事柄は何で
あろうと，この世においても永遠にわたって
も，彼らに行われ，彼らがこの世の外に
去るときにも完全に効力があるであろう。
そして，彼らはそこに置かれる天使たちと
神々のそばを通り過ぎ，彼らの頭

こうべ

に結び
固められたように，すべての事柄について
昇栄と栄光を受けるであろう。その栄光と
は，とこしえにいつまでも子孫が満ちて続く
ことである。
それで，彼らは神々となる。彼らには終
わりがないからである。それゆえ，彼らは
続くので永遠から永遠に至り，すべてのも
のが彼らに従うので，彼らはすべてのもの
の上にあるであろう。それで，彼らは神 と々
なる。彼らは一切の権威を持ち，天使たち
が彼らに従うからである。」（教義と聖約
132：19－20）
わたしは皆さんに，永遠に家族とともに
日の栄えの王国に住む将来の情景をしばし
ば思い浮かべるようにお勧めします。その

皆さんは一時の幸せのために
生きるのではなく，
むしろ永遠のために
生きなければなりません。
皆さんと伴侶，あるいは
まだ結婚していなければ
将来の伴侶が，
従順であれば
「とこしえに栄光を
その頭に付け加えられる」
ということを
いつも忘れないでください。
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を損なおうとしています。選択の自由
を無分別に行使させようとしています。
自立を主張したがる若い人々の中に
は，自分の自立を最もよく表現できる
のは，何か悪いことを行う選びをする
ときであると考える人がいます。どんな
愚かな人でもそれができます。どんな
群衆でもそれができるのです。
実は，自立，ほんとうの自由は，常

に正しいことを選ぶことによって最も
よく示し，経験できるのです。神は皆
さんに，善悪を選ぶ権利だけでなく，
悪ではなく善を選ぶ力も与えてくだ
さっています。そのために，神は皆さ
んに，サタンとその軍勢に勝る力を与
えてくださっています。結局，決める
のはサタンではなく，皆さんなのです。
天の御父は，ある重要な目的のため

にこの死すべき経験を定められました。
それによって，わたしたちは試しを受
け，悪に打ち勝つことができるのです。
御父が特に試練と誘惑を準備されると
いうことはほとんどありません。しか
し，死すべき世には試練と誘惑がたく

さんあることを，御父は御存じです。
わたしたちがこの地上にいる間，「生ま
れながらの」自我に打ち勝ち（モーサヤ
3：19 参照），物欲を自制し，自分自身
のふさわしさを証明することを学ぶよ
うにと，御父は望んでおられるのです。
サタンは別の考えを持っています。わた
したちの進歩を妨げるために，サタンは
できることを何でも行おうとします。

世の誘惑
サタンの狡

こう

猾
かつ

で邪悪な支援と励ま
しを受けて，この世の人々は皆さん
に，人々から受け入れてもらい，群衆
とともに歩み，瞬間のスリルを楽しむ
ようにと誘惑を仕掛けます。恐らくは
不適切な映画やビデオゲーム，（ポルノ
グラフィーを含む）不道徳な行為，下
品な言葉遣い，慎みのない服装，不正
直という形で誘惑を仕掛けてきます。
サタンは神が定められた家族のあり
方について皆さんの理解を混乱させよ
うとします。本来，男女の間の結婚は
神によって定められたものであり，子

深遠な栄光に満ちた卓越した状態を，
わたしたちは，今はまだ完全には理解
できません。しかし，絶対的に確信で
きることがあります。それは，皆さん
がそれぞれ「第一の位」を保ったとい
うことです（アブラハム3：26）。皆さ
んはそれぞれ前世のすべての試験に 
合格したのです。皆さんはそれぞれ
深い信仰を働かせ，その結果，死すべき
体を得てこの死すべき世に来る特権
を与えられました。
したがって，皆さんは一時の幸せの
ために生きるのではなく，むしろ永遠
のために生きなければなりません。
皆さんと伴

はん

侶
りょ

，あるいはまだ結婚して
いなければ将来の伴侶が，従順であ
れば「とこしえに栄光をその頭に付け
加えられる」ということをいつも忘れ
ないでください（アブラハム 3：26）。
これは神からその子供たち一人一人
に与えられているすばらしい個人的な
約束なのです。
皆さんが神の戒めを忠実に守るな
らば，神の約束は文字どおりに果たさ
れます。問題は，人々に敵対する者が
人々の思いをくらまそうと努めている
ことです。人々がそれを許すならば，
サタンは，言うなれば，彼らの目にほこ
りを投げ，彼らは世の事柄に目をくら
まされます。
皆さんが永遠のことについて知って
いる事柄を，キリスト教界の神学者や
学者は知りません。しかし，サタンは
知っています。皆さんの前世における
備え，地上における目的，さらに皆さ
んの永遠の可能性を，サタンは知って
いるのです。
悪魔という言葉のヘブライ語訳は，

「滅ぼす者」1です。悪魔は永遠に至
る皆さんの旅を妨げようとしています。
この世と将来における皆さんの可能性

神は皆さんに， 
善悪を選ぶ権利だけでなく， 
悪ではなく善を選ぶ力も 
与えてくださっています。 
結局，決めるのはサタンではなく， 
皆さんなのです。
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供たちは父親と母親により育てられる
権利を有しているのです。2

皆さんが一時の幸せのために軽率
にルシフェルの誘いを受け入れるなら
ば，ルシフェルは皆さんから永遠の祝
福を奪うことになります。サタンは永
遠の展望をまったく持っていません。
サタンは天での戦い，証

あかし

による戦いに
敗れ（黙示 12：11参照），キリストに
従う忠実な者たちがサタンとサタンの
支持者たちを打ち負かしたことを覚え
ておいてください。その犠牲者は多
数に上りました。サタンに従ったすべ
ての者，すなわち天の群衆の 3 分の1
が投げ出されました。彼らは決して肉
体を受けることなく，永遠の命を得る
機会を持てません。
リーハイは息子のヤコブに語った
ときに，こう述べました。
「わたしリーハイは，自分が読んだ
ことから考えるのだが，記録にある
とおり神の一人の天使が天から落ち，
彼は神の御

み

前
まえ

で邪悪なことを求めたの
で，悪魔になったと思わざるを得ない。
彼は天から落ちて，とこしえに惨めな
状態になったので，全人類もまた惨め
な状態にしようとした。」（2ニーファイ
2：17－18）
リーハイはこうも教えています。

「そのため，人は肉においては自由で
あり，……そして人は，すべての人の
偉大な仲保者を通じて自由と永遠の
命を選ぶことも，あるいは悪魔の束縛
と力に応じて束縛と死を選ぶことも自
由である。悪魔は，すべての人が自分
のように惨めになることを求めている
からである。」（2 ニーファイ2：27）
現在，麻薬の売人，ポルノグラフィー

の手配者，有害な娯楽の推進者，偽り
の支援者，不適切な服装の広告主，不
道徳の唱道者，伝統的な家族の批判

者，そのすべてが，神の息子と娘の霊
的な生活を損なう選びを促し，結果と
して霊の死に至らせるのです。
サタンはこのような誘いにだまされ
た者の不幸を笑うということを，心に
留めておいてください（モーセ 7：26
参照）。サタンが用いる方法は様々
ですが，その目的は共通しています。
それは，不従順と，それに伴って祝福
を失わせることです。

従順による祝福
従順は祝福を得る機会を与え，平
安をもたらします。たとえ不正を働く
ようにという誘惑が強くても，正しい
ことを行おうと特に理性を働かせて
決心したときのことを，よく考えてみてく
ださい。不適切な思いを追い出そう，
あるいはうそを言いやすいときに真実を
告げようと決めたことかもしれません。
容認できるものと宣伝されていたにも
かかわらず，実際には明らかに不適切
なものであった映画（あるいはそのほ
かの良くない場所）から，立ち上がって
そこを去ろうと決めたことかもしれま
せん。

皆さんは自分の適切な決心を思い
起こすときに，何を感じるでしょうか。
喜びですか。自制心や力が身に付い
たという感覚ですか。主の前で自信
が増したことですか。悪に抵抗する
能力が増したことですか。それが力
であり，それが自由なのです。
皆さんが絶えず誘惑に抵抗するな
らば，そうすることはもっと容易にな
ります。それは，その物事の性質に
変化があったのではなく，それを行う
皆さんの力が増したからです。3  皆さ
んはどのような誘惑に遭ってもそれに
打ち勝つことができるのです（1コリ
ント10：13 参照）。
皆さんは自分の起源が神にある
ことを知っています。神聖な行く末に
ついて十分に知っています。わたしは
皆さんに，「自らの内にある神の資質
を高めるよう」，4 そして一時的な幸せ
のためではなく，永遠のために生きる
ようにお勧めします。
すばらしいヤングアダルトの皆さん，
神の王国と社会における将来の指導
者である皆さんは，時代を超えたこの
戦いの犠牲者となってはなりません。
皆さんは天での戦いで生き延びました。
地上での戦いに勝利することができる
のです。一時的な幸せのためではなく，
永遠のために生きてください。
確かに，戒めを心に留めるように努
力することには価値があります。なぜ
なら，その報いとして，日の栄えの王
国の最高の階級である神のもとに帰
ることができるからです。■

注
 1. Bible Dictionary，“Devil”の項
 2. 「家族―世界への宣言」『リアホナ』2010 年
11月号，129 参照

 3. 『歴代預言者の教え―ヒーバー・J・グラント』
35 参照

 4. ゴードン・B・ヒンクレー「より善い人になりましょ
う」『リアホナ』2002 年 11月号，99  

重要な教義の要点
回復によって，末日聖徒は以下の

ことを知っています。

• 天の御父は従順な人に永遠の

栄光を約束しておられる。

• サタンは全人類を惨めな状態

にしようとしている。

• 神の子供には誘惑に打ち勝つ

力がある。
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心からの信頼を基とした経験
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クレア（仮名）が 6 歳のとき，
両親が離婚しました。その
後も何年かの間に，クレア

は依存症の人や教会への不活発，また
うつ病と闘っている家族だけでなく，
結婚生活が破

は

綻
たん

した多くの男女を目に
しました。クレアは悲しく，困惑して，
家族を信頼する気持ちを失いました。
「わたしは結婚向きではないと自分
に言い聞かせました。それでも，かつ
て経験した同じことを将来も経験す
るのではないかという恐れの気持ち
をひたすら隠して生活していました」
と，彼女は語ります。
クレアは自分の家族の状況に悲観
し，また孤独を感じていました。 10 代
のある日，彼女は絶望のあまりひざま
ずいて祈り，天の御父がおいでになる
のか知らせてほしいと嘆願しました。
「わたしは叫んで語りかけるのをやめ
たとき，安らかな，強い，非常に明確
な，燃えるような感じに包まれました。
そして，天の御父がおいでになり，常
にわたしを愛し，試練を通じてわたし
を助けてくださるということが分かり
ました」と，彼女は語ります。
クレアは答えを受けたことで，証

あかし

を
増し，神を信頼し，家族に関する神の
戒めを信頼したいという望みが強くな
りました。彼女は祈り続けただけで
なく，聖文を読み，セミナリーに出席
し，戒めを守りました。
現在，クレアは結婚しています。そ
して，信仰をもってチャレンジに立ち
向かうようになっています。「わたし
は強い家庭を築けないのではないか
という心配をもうしていません。なぜ
なら，わたしたち夫婦は常に証をはぐ
くみ，天の御父と救い主をわたしたち
の生活に招き，福音の明白な真理を心
に留めようと決心しているからです。」

クレアが神を信頼することは，簡潔
な，心からの祈りによって始まりました。
しかし，天の御父を信頼するために，
わたしたちはほかに何ができるでしょ
うか。試練に立ち向かっている全世
界のヤングアダルトが，どのようにして
主への信頼を増し，主の御

み

心
こころ

と方法
と時期に頼ることを学んだか，それぞ
れの経験を分かち合います。

感謝の気持ちを保つ
ドイツのヘッセに住むシュテファ
ニー・エグリにとって，祝福についてよ
く考えることが，天の御父の計画と御
父の時刻表を信頼するのに役立って
います。
仲の良い友達との関係が気まずく
なった後，シュテファニーは，受けてい
る祝福を書き留めることを始めました。
「デートはしていませんでしたが，わたし
たちの関係が何とかもっと進展するよう
にと，いつも願ってきました。でも，
彼から自分にはガールフレンドがいる
と言われたとき，わたしの希望は砕か
れました。」
ひどく失望したシュテファニーは，

『リアホナ』の感謝に関する記事を読
んで，慰めを得ました。そして，これ
までにどれほどの祝福を受けてきた
か，特に独身であることによって受け
てきた祝福を書き留めるようにという
気持ちを強く感じたのです。
そのリストは，結婚する機会がな
かっただけで，祝福を与えられなかっ
たのではないということに気づくのに
役立ちました。シュテファニーは，小
学校の教師になって子供たちに教え
る機会を主から祝福されたことに気づ
きました。彼女は旅行をし，総大会に
出席し，EFYプログラムにカウンセ
ラーとして参加してきました。また，

出席したヤングシングルアダルト大会
を通じて，最も大切な友情の幾つかが
築かれました。
しかし，彼女が語るには，最大の祝
福は，祖母が亡くなる少し前に一緒に
時間を過ごせたことでした。彼女の
きょうだいやいとこは，遠方に住んで
いたり，世話をする家族がいたりした
ため，それができませんでした。
シュテファニーが受けた祝福を書き
留めるようになってから，すでに 5 年
が過ぎています。彼女は今，神殿で結
婚する機会が与えられる時を待って
います。彼女はこう語ります。「永遠
の伴

はん

侶
りょ

にいつ出会うか知りません。
でも，その時が来ると確信しています。
それまで，自分が学び成長するのに
役立つ経験を続けて得られることを
知っています。」  天の御父は彼女を豊
かに祝福してこられました。そして，
彼女は忠実であれば御父が引き続き
祝福してくださるということを知って
いるのです。

毎日神の言葉を読む
アメリカ合衆国コロラド州のダニエ
ル・マータスセロは，離婚の最終手続
きを終えたばかりであり，新たな境遇
で平安を感じることの難しさを知りま
した。もう配偶者はいませんが，父親
になったばかりで，しかも失業して
いました。特にいつも義にかなった
生活をしようと努めてきたので，なぜ
このようなことになったのか理解でき
ませんでした。
ダニエルは孤独感と喪失感を覚え，
聖典を開きました。「聖文を読むことか
ら，過去に感じていた慰めを得ました。
それで，毎日聖文を読むようにしました」
と，彼は語ります。毎日の聖文研究を
行う時間を取るということは，テレビ
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やインターネットなどの楽しみを制限
するということでした。しかし，それは
犠牲ではありませんでした。彼はこう
語っています。「読むときに，慰めと
導きを得ました。そして，ほかの事柄は
さほど重要ではなくなりました。ただ
読むために読んだのではなく，答えを
求めながら読みました。目的をもって
読んだのです。」
ダニエルは，すべての人が逆境を経
験するということを知ったとき，聖文
に慰めを見いだしました。「預言者や
そのほかの人々は義にかなっていても
試練を受けました。彼らの経験を

読むことは，人は皆人生のある時点で
苦しみを受けるが，その苦しみの中で
キリストにもっと近づくことができると
いうことを理解する助けになりました」
と，彼は語ります。
さらに，ダニエルは，毎日聖文を読む
ことで重荷が軽くなったと語ります。
なぜなら，それが自分の日々の生活に
救い主を招く方法だからです。「わた
しは，読んだ節を通じて神がわたしに
語りかけてくださったので，事態が
もっと良くなること，そして神の助け
によってこの経験から良いものが得ら
れることを確信しました。」

神を第一とする
台湾高

カオ

雄
シュン

の周
ジョウ

伯
ボ

彦
イエン

は，ガールフレン
ドの美

メイ

華
ワー

に求婚した後で心配になり
ました。「以前にほかの人たちとデー
トをしたことがあります。そして，これ
までに少なくとも3 度，交際は進みま
したが，結局だめになりました。その
ような経験から，交際を続けて永遠の
関係にまで発展するという確信は揺
らいでいました」と，彼は語ります。
伯彦は美華との結婚について祈った
ときに平安を感じたにもかかわらず，
自分が受けた答えに疑いを抱き始めま
した。自分が感じた確認は御

み

霊
たま

によ

「
こ
れ
ら
の
こ
と
を
覚
え
て
お
き
な
さ
い
」
デ
ビ
ッ
ド
・
リ
ン
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るものだったのだろうか。それとも，
自分の感情から出たものだろうか。
この婚約で神殿結婚できるのだろう
か。それとも，この交際は終わるのだ
ろうか。
そのときに，伯彦はかつてインス
ティテュートのクラスで聞いたエズラ・
タフト・ベンソン大管長（1899－1994
年）の言葉を思い出しました。「わた
したちは生活の中で，神を何よりも先
に置かなければなりません。……神
を第一とすれば，ほかのすべてのもの
は正しい位置に落ち着くか，またはわ
たしたちの生活の中から消えていくか
のどちらかです。」1

この勧告は伯彦に人生の転機を与
えるものでした。「自分の生活の中で
神を第一とし，神に忠実かつ誠実であ
るかぎり，良くない事柄は消え去り，
良い事柄は正しい位置に落ち着くと
いうことが分かりました」と，彼は語
ります。彼が神を第一とし，美華との
関係が良いものであれば，天の御父は
そうなるように助けてくださるでしょ
う。伯彦はそれを信じて努力した結
果，中国香港神殿で美華と結婚しま

した。「主を信頼することによって，
たくさんの祝福を受けました」と，彼
は語ります。

御心を行うように努める
天の御父を信頼するもう一つの方
法は，御父の御心を行うことです。ス
ペインのタラゴナに住むマルタ・フェ
ルナンデス・レボロスは，自分の標準
を保つ選びをすることによって天の御
父に頼るようになりました。
彼女のデートの相手であった若者
は，教会員ではなく，教会に入ること
に関心がありませんでした。「永遠の
結婚について教わってきた事柄と，それ
をすべてあきらめてこの世のためだけ
にその若者と結婚するようにと心の中
にわいてくる数多くの言い訳の間で，
わたしは葛

かっ

藤
とう

を感じ始めました。その
ようにして，何か月も混乱と苦痛を味
わい，たくさん涙を流しました」と，彼
女は語ります。
どちらとも決心がつかずに悩んだ
マルタは，自分の部屋へ行き，祝福師
の祝福に導きを求めました。そして，
正しいことを選んだ場合に約束されて

いる事柄について読みました。大泣
きしながら，彼女は何をなすべきかが
分かりました。「もはや別れの結果は
問題ありませんでした。何が待ち受
けているか分かりませんが，主の側に
いるかぎり，間違いなく物事は良くな
るという確信を持ちました。わたした
ちが将来を見通す力をつけ，聖霊の
促しに従うとき，義の実は『今までに
味わったどんな実よりもずっと甘い』
ということが分かると知ったのです
（1ニーファイ8：11）。」
箴言 3：5－ 6 には次のようにあり
ます。
「心をつくして主に信頼せよ，自分
の知識にたよってはならない。
すべての道で主を認めよ，そうす

れば，主はあなたの道をまっすぐにさ
れる。」
神を信頼するということは必ずしも
容易ではありません。わたしたちは皆，
それぞれのチャレンジに直面します。
あなたのワードや支部で気の合うデー
トの相手が見つからないかもしれま
せん。結婚はしていても子供がいない
かもしれません。離婚の協議中かも
しれません。あるいは，過去の経験
のせいで決心するのに恐れを感じて
いるかもしれません。主はあなたの
努力を御存じであり，主を信頼するよ
うに求めておられます。あなたが天の
御父を信頼するようになると，平安と
導きが与えられることでしょう。■

注
 1. エズラ・タフト・ベンソン「偉大な戒め―主を
愛する」『聖徒の道』1988 年 6月号，4 参照

神への信頼をさらに強く永続するものに
しなければならない

「この人生は心からの信頼を基とした経験の場です。つまり，
イエス・キリストへの信頼，イエス・キリストの教えに対する
信頼，聖なる御霊に導かれるわたしたちの能力への信頼です。
聖なる御霊に導かれたわたしたちは，主の教えを通してこの世
では幸福を得，永遠の世界では目的のある幸福な至高の存在

として生活することができるのです。信頼とは， 結果を知らされないまま，初めから
進んで従うことです（箴言3：5－7参照）。そして，好ましい結果を望むのであれば，
主への信頼をさらに強く永続するものにするように努め，個人の感情や経験から来る
自信は抑えるようにしなければなりません。……
主に信頼を置き，主への信仰を行使してください。主はきっと皆さんを助けてくだ
さいます。」
十二使徒定員会　リチャード・G・スコット長老　「主を信頼する」『聖徒の道』1996 年1月号，17－18
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ろうか

，

何を
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いだ
ろうか

。」
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以前，あるステークのシングルアダルトのディボー
ショナルに招待されました。ステークセンターに
後ろのドアから入るとき，同時に30 代ぐらいの若い

女性が建物に入って来ました。礼拝堂に向かって歩く人で混雑
していたのですが，この女性はだれの目にも留まりました。
2，3か所に入れ墨があり，様 な々イヤリングとノーズリングを
付け，逆立てた髪は，かき氷にシロップを全種類かけたかの
ようにまだらに染められていました。そしてスカートはあまり
に短く，ブラウスの胸もとは大きく開きすぎていました。
この女性は悩みを抱えていて，教会員ではありませんが，
主の導きの下で福音の平安と導きを与えようとする人にこの
ディボーショナルに連れて来られたか，誘われたかしたので
しょうか。それとも，この女性は教会員であって，教会が勧
める理想や基準から少し外れてはいるものの，ありがたいこ
とにまったく教会に来なくなってしまったわけではなく，その
晩のこの教会の集会に出ることにしたのでしょうか。
この若い女性に対してどんな対応をしたとしても，不変の

法則は，わたしたちのつきあいと行動に，信仰と，福音に
対する献身の度合い全体が表れていなければならないとい
うことです。どんな状況でどう対応しようとも，状況を好転
させるべきであって，悪化させてはなりません。その女性の
罪よりも，この場合，もっと大きな罪となるような行動や反応
をしてはならないのです。それは意見を持たないということ
ではなく，標準がないということでもなく，「しなさい」とか
「してはならない」という神の戒めを生活の中でまったく無視
していいということでもありません。標準を守り，「しなさい」

とか「してはならない」という戒めを正しい方法，救い主が
守り擁護した方法で能力の限りを尽くして守るということ
なのです。それに，救い主は常に，状況を好転させることを
なさいました。真理を教えることを始めたり，罪人を赦

ゆる

した
り，神殿を清めたりなさったのです。このようなことを正しい
方法で行えるというのは，非常に大きな賜

たま

物
もの

です。
ですから，初対面の人が教会の服装の標準から外れてい
た場合，まず何よりも大切なのは，彼女は神の娘であり，永
遠の価値があることを忘れないことです。まず，彼女もこの
地上でだれかの娘なのだと考えること，場合によっては自分
の娘だったら，と考えてもよいかもしれません。まず，彼女
が嫌がらずに教会の集会に来ていることに感謝しましょう。
つまり，彼女ができるかぎり幸せになれるよう，自分もできる
かぎり親切にするのです。心の中で祈り続けましょう。この
場面で何をすればいいのか，何を言えばいいのか。結局
どうすれば状況が良くなるのか。そんな疑問について考え，
救い主ならなさっただろうことを実行することこそ，救い主の
御
み

心
こころ

だとわたしは思うのです。救い主はこう言われました。
「うわべで人をさばかないで，正しいさばきをするがよい。」
（ヨハネ７：24）
この話から，迷い出た羊が群れに戻れるように手を差し
伸べる話を思い出してほしいと思います。また，残りの 99 匹
についても，羊飼いであられる主の願いと御心に添って養う
という，大きな責任をわたしたちは持っています。羊の囲い
というものがあり，わたしたちは皆その中にいるべきです。
その中にいれば安全であり，祝福されることは言うまでも

思いやり
信念と

人々や様々な状況に対してどのように対応するかは，
わたしたちの宗教的信念と福音への献身の度合い全体を反映していなければなりません。

十二使徒定員会
ジェフリー・R・
ホランド長老

イ
ラ
ス
ト
／
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
ラ
ン



42 リ  ア  ホ  ナ

ありません。若い兄弟姉妹の皆さん，この教会が社会や政
策に合わせて教義に「手を加える」ことは決してありません。
悩んでいる人，孤独な人を助けるために必要な足場を与えて
くれるのは，明らかにされた真理という高台だけです。思い
やりも愛も，キリスト教徒が持つべき基本的な特性ですが，
これらが戒めに対する妥協から生まれるはずはありません。
偉人ジョージ・マクドナルドはかつてこう言いました。その
ような場合に，「〔信じて〕いることをすべて言う義務はわた
したちにはなく，〔信じて〕いないように見えない〔ように〕
する義務はある。」1

裁かなければならない時
この点について，何事も裁いてはならないと考えること，
特にそれは若い人の中に誤解が見られることがあります。ど
んなことについても価値を決めてはならないという考えです。
その点について互いに助け合わなければなりません。なぜ
なら救い主は，裁かなければならない状況もあり，わたしたち
には裁く義務があると，はっきりと述べておられるからです。
主はこう言われました。「聖なるものを犬にやるな。また真
珠を豚に投げてやるな。」（マタイ7：6）  わたしには，それ
は裁きのように聞えます。そうでなければ，確固とした道徳
的基準も標準もない，世の中の流儀に合わせることになって
しまいます。この考えを推し進めると，結局，永遠の真理や
特に神聖なものなどは存在せず，絶対的に大切なものはない
ということになってしまうでしょう。そしてイエス・キリスト
の福音において，それは断じて真理ではありません。
このような評価の過程で，ほかの人を非難するのではな
く，裁きを反映するような価値判断をするべきです。良い判
断をするようにしましょう。ダリン・H・オークス長老はこのよ
うな判断を「状況判断」と言っています。これは，自分やほ
かの人を守るためにしばしば行う判断であって，すべてを御
存じの神にのみおできになる「最終的な判断」ではありませ
ん。2（先に引用した聖句で，救い主は「状況判断」は「義に
かなった判断」でなければならず，それとは極めて別物の，
独
どく

善
ぜん

的な判断であってはならないとおっしゃっています。）
例えば，交通が激しい通りに飛び出さないように子供を正す
親を非難する人はいません。それなのになぜ，子供がもう
少し大きくなってから，子供が夜帰宅する時間や，デートを
始める年齢，違法薬物やポルノグラフィー，もしくは性的

行為の罪を試してみるか
どうかについて心配する
親が非難されなければなら
ないのでしょうか。わたしたち
は判断し，自分の立場を決め，自分の
価値観を再確認しているのです。つまり，常に「状況判断」を
行っているのです。もしくは，わたしたちは，少なくともそう
するべきです。

「ほかの人々に選択の自由はないのですか」
あらゆる状況に適用できるこの姿勢を取ったり，教会が

そのような指針を作ったりした場合，若い人々は疑問に思い
こう言うかもしれません。「どのように自分たちが振る舞う
べきかわかっています。でも，どうしてほかの人に同じこと

裁かな
ければ

ならな
い

状況も
ありま

す。

自分や
ほかの

人を守
るため

に

「状
況判断

」を行
わなけ

れば

なりま
せん。
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をさせなければならないのですか。彼らに選択の自由はない
のですか。わたしたちは独善的で一方的に自分たちの判断を
押しつけ，自分たちの信仰をほかの人に強制してほかの人の
行動を変えようとしているのではないですか。」  こんな質問を
されたら，相手の気持ちを大切にしながら，説明しなければ
ならないでしょう。どのような状況においても守るべき原則，
どんなことがあっても犯してはならない罪があるのは，それが
社会や政治の都合で決められた事柄や律法ではなく，永遠
にかかわる事柄だからだと説明してください。それに，違う
ことを信じている人の気持ちを傷つけたいとは思いません
が，わたしたちが神にそむくのはもっとつらいことです。
10 代の若者が，このように言うことに少し似ています。

「ぼくは運転できるようになったから，赤信号で止まることは
知っているけれども，自分の判断を押しつけて，ほかの人に
も赤信号で止まってもらわなければならないのだろうか。」  
もしそうだったら，それについて説明しなければなりません。
わたしたちは皆が法律を守り，赤信号で止まることを望んで
います。しかも，法律を守るよう人に勧めるときには，それを
守らない人や自分と違うことを考えている人を非難してはいけ
ません。彼らには選択の自由があるからです。しかし，だれ
かが法律を守らないという選択をしたときには，危険がその
周りに必ずあると思ってください。

若い友人の皆さん，この世の中には種々様 な々信仰があり，
すべての人には道徳的な選択の自由がありますが，神がこれ
らのことについて沈黙されているかのように行動する自由
や，公に認められている戒めだけ守ればよいという自由は，
だれにもないのです。
逃げることのできない世界の中で，慎重に物事を進めるこ
とほど，わたしたちにとって大切な能力や優れた品格はない
と思っています。つまり，神が宣言された道徳的な基準と，
神から与えられた律法をただ守るだけでなく，思いやりを持
ち，人の気持ちをよく理解し，愛をもってそれを守るというこ
とです。罪と罪人を完全に見分けるのは，確かに難しいこと
です。これほど判断に困ること，はっきり言いにくいことは，
ほかにあまりありません。しかし，愛をもってそのとおりに
行おうとしなければならないのです。■
2012 年 9月 9日に行われた CES ディボーショナルの説教，「悩めるイスラエル」を
編集したものです。説教の全容は，https://www.lds.org/broadcasts/archive/
ces-devotionals/2012/01?lang=jpnで視聴することができます。

注
 1. ジョージ・マクドナルド，The Unspoken Sermons（2011年），264
 2. ダリン・H・オークス，“‘Judge Not’and Judging,”Ensign，1999 年 8月号，6
－13

「赤信号で止まることは
知っているけれども，

自分の判断を押しつけて，
ほかの人にも赤信号で
止まってもらわなければ
ならないのだろうか。」
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教会機関誌
デビッド・ディクソン

わたしたちが悔い改めて，
主がわたしたちを
赦されたと感じても，
なぜ自分を赦すのが，
時にはそんなに
難しいのでしょうか。

鏡の中の
 自分を赦

ゆ る

す
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一歩ずつ進歩する
現代人にとって，電気のない生活を
想像するのは難しいことです。暗い
部屋もスイッチ一つですぐに光があふ
れます。少し前までは夜明けまで待っ
たり，ろうそくの火の小さな揺らめき
の中でしたりするしかなかった単純な
仕事が，決して簡単ではなかった発明
のおかげで現代では容易に完璧に
できるようになりました。
トーマス・エジソンは数年間，1,000
以上の異なる素材を試し，やっと長持
ちして手ごろな光を放つフィラメント
（電球の中にある細い針金）を見いだし
ました。楽観主義者であったエジソン
は使えなかった個々の素材を，使える
素材を見つけるための単なる踏み石と
考えました。そして一

ひと

度
たび

それが見つ
かると世界は変わったのです。

内側を見る
スポーツ選手，思想家，芸術家な

ど，失敗から学ぶことを知っており，
あきらめなかった人々の，心を鼓舞す
るような話は，ほかにも数え切れない
ほどあります。試して，試して，試し
て，それから成功したという話は，何
度聞いても飽きることのない話です。
けれども，その特別な話の主人公が
わたしたち自身ということならば話は
別です。
戒めを守るということに関して，わ
たしたちのあまりにも多くは自分に途
切れることのない完全さを求めます。
これは最初に構想して作り上げたら
後から直す必要のないような，100 万
ドルに値する発明をすることや，シー
ズン中で試合を一つも負けることなく

グランプリの勝利を得ることを望む
ようなものです。わたしたちが罪を
犯し，完璧には程遠いとき，自分を
赦し，やり続けるということをしなくな
ることがよくあります。
大管長会第二顧問のディーター・F・
ウークトドルフ管長は次のように教え
ました。「時々，世界中のすべての人
の中で赦すのが最も難しい人，そして
恐らくわたしたちの赦しを最も必要と
している人，それは鏡の中から自分を
見詰め返している人です。」1

生まれ変わった魂
でもどのようにしたらよいのでしょ
うか。モルモン書の預言者アンモンの
人生について研究すると，展望が開け
てきます。
レーマン人の中でのアンモンの宣教
師の経験は奇跡的であると同時に霊
感あふれるものです。王の羊を守った
ことから始まり，ラモーナイ王に伝道
し，全国民に福音をもたらす助けをし
て，アンモンの人生と職務は聖文全体
の中のすばらしい霊感あふれる物語

の一つとなっています。
しかし，アンモンは常に正しく，力
強くレーマン人に伝道した信仰あふれ
る人だったわけではなかったのです。
彼は深刻な過ちを犯しました。モー
サヤの息子の一人として，アンモンは
かつては「神の戒めにも……逆らっ
て，教会を滅ぼし，主の民を惑わそう
と，モーサヤの息子たちとともにひそか
に歩き回っていた」（モーサヤ 27：10）
のです。
アンモンは兄弟たちや息子アルマと
ともに神の業を破壊しようとしていた
ので，主の天使が現れ，次のように語り
かけました。「さながら雷のような声
で語り，その声は彼らの立っていた大
地を震わせ……」（モーサヤ 27：11）
彼らに悔い改めを叫びました。
明らかに，アンモンには悔い改める
必要があったある種の罪がありました
が，彼は悔い改めました。しかしもし
彼が自分を赦すことをしなかったらどう
なっていたでしょうか。もし，もう自分
にはもう遅すぎると思い込んで，伝道
に出なかったとしたらどうなっていた
でしょうか。もし伝道に出なかったら，
何年も後にレーマン人の中での成功に
ついて兄弟たちと喜ぶことはできな
かったでしょう。「さて見よ，わたした
ちは，自分たちの労苦の成果を見て，
それを目にすることができる。その
成果はわずかだろうか。」  アンモンは
兄弟たちに尋ねました。「いや，その
成果は多い，と。また，彼らが同

はら

胞
から

と
わたしたちに示してきた愛から，彼ら
の誠実さを見ることができる。」（アル
マ 26：31）  彼らが伝道した結果，
何千もの人々が真理に導かれました。
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落胆の危険
教会指導者からのそのような明ら
かな勧告や聖文からの例をもってし
ても，わたしたちの中には自分は贖

しょく

罪
ざい

から漏れており，救いはもう手遅れだ
と思い込む人がいます。心からの悔い
改めの後でさえ，自分の罪の重荷を
降ろすことができません。やってみる
ことさえやめてしまう人もいます。
結局，どうせ転ぶのだから，どうし
てわざわざ起き上がらないといけない
のか。少なくともこれはサタンが吹
き込む考えです。そのような考え
方は霊的，情緒的に深刻な影響
をもたらすだけでなくまったくの
偽りです。
聖文には，救い主の贖罪は無限

で，すべての人に当てはまると教え
ています。「主は言われる，さあ，
われわれは互

たがい

に論じよう。たとい
あなたがたの罪は緋

ひ

のよう
であっても，雪のように

白くなるのだ。紅のように赤くても，
羊の毛のようになるのだ。」（イザヤ
１：18）  わたしたちは成功すること
ができます。もう一度やれるのです。
そしてその道を進むとき，常に一歩ず
つ主の助けがあるのです。

遅すぎるということはありません
十二使徒定員会のジェフリー・R・
ホランド長老はあきらめることについ
て明白な勧告を与えています。「機会
を逃したと考え，多くの過ちを犯して
しまったと感じていても，あるいは自
分には才能がないと思い，家庭や家
族からも，神からも，遠く離れてしまっ
たと感じていても，わたしは証

あかし

します，
あなたは神の愛が及ばないほど遠く
にいるわけではありません。キリスト
の贖いの無限の光が届かない深みな
どあり得ないのです。」2

さらにホランド長老は神の愛を見落
とさないよう教えています。「信仰の
公式は，続けること，働くこと，やり遂
げること，そして，途中で悩みが生じ
たら，それが現実のことであろうと，
最後に頂く豊かな報いのもとに追いや
ることです。」3
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改心した
七十人のシェー
ン・M・ボーエン
長老は贖罪がど
のように改心さ

せ，わたしたちの人生を聖
きよ

めること
ができるかを教えています。ビデオ
「Reclaimed」〔英語〕を lds.org/
pages/mormon-messages#　
reclaimed で見てください。
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高校を卒業して 1 週間後，わた
しは秋に大学に入学する前に

夏を過ごすため，遠方に住む姉の家
族のところへ身を寄せました。
何人か友人ができましたが，ほと
んどは大学生か自分より年上の年齢
でした。ある土曜の晩，地元のクラ
ブで演奏する上手なバンドの音楽を
聴きに行くために，新しい二人の友
人が迎えに来ました。
車を止めると，何か不安な気持ちが
してきましたが，異議を唱えてその晩
を台なしにしたくはありませんでした。
わたしたちはクラブに入りました。カウ
ンターの後ろの男性がわたしの運転
免許証を確認しました。いきなり彼は
わたしの両手のこぶしの関節にマジッ
クで線を引きました。
わたしはそれを見てびっくりしま
した。彼はわたしがバーでアルコール
を買うには若すぎるという印を両手
に付けたのだと分かりました。
わたしはすぐに居心地が悪くなり
ました。みんなお酒を飲み，たばこ
を吸っていました。
そのとき，そこを立ち去る勇気が
なかったことを残念に思います。
30 分ほどして友人の一人が大丈
夫かと尋ねてきました。音楽とたば
この煙で頭痛がすると言いました。
彼は家まで送ってくれると言い，わた
しは喜んで応じました。
わたしは姉の家の洗面所へ駆け
込み，痛くなるまで黒い印をこすり
ました。次の日，わたしはこの手で

希望に満たされる
罪は決して見過ごしにするべきで
はないものの，悔い改めは現実のもの
です。赦しは現実のものです。救い
主の贖罪は清い場面からもう一度
始めるという機会を与えてくれます。
アンモンが赦しを見いだしたように，
あなたにもできるのです。
わたしたちは確かにもっと光輝く
日々を望むことができるのです。使徒
パウロは教えています。「どうか，望み
の神が，信仰から来るあらゆる喜びと
平安とを，あなたがたに満たし，聖霊
の力によって，あなたがたを，望みに
あふれさせて下さるように。」（ローマ人
への手紙 15：13）
悔い改めの賜

たま

物
もの

により，わたしたち
は皆，もう一度自分を信じることがで
きるのです。■

わたしたちが犯す過ちの印は永久である必要はありません。
苦痛を伴ったとしても，潔白であるならそれだけの価値があるのです。

聖
せい

餐
さん

を取るのです。ですからほんとう
にきれいにしたかったのです。しかし，
わたしのすりむけたピンク色の両手
には，まだかすかに 2 本の黒い線が
残って見えました。
寝る前に祈りの中で，立ち去る勇気
がなかったこと，またもっと適切に言え
ば，まず最初にそこに決して入らない
という勇気がなかったことへの赦

ゆる

しを
求めました。天の御父に，もう二度と
そのような状況に自分を置かないと
いうことを約束しました。
次の朝，わたしは残ったインクをほ
とんど消すことができ，聖餐を取った
ときには両手はほぼ完全にきれいに
なっていました。わたしは罪はこの
黒い印とよく似ていると思いました。
取り除くには努力が必要で，ときに
それは痛みを伴いますが，わたしたち
は悔い改めて，贖

しょく

罪
ざい

の力により罪を
捨て，人生の黒い印をきれいにする
ことができるのです。■
著者はアメリカ合衆国ユタ州に住んでいます。

注
 1. ディーター・F・ウークトドルフ，「憐

あわ

れみ深い人
たちは憐れみを受ける」『リアホナ』2012 年 5月
号，75

 2. ジェフリー・R・ホランド，「ぶどう園の労働者た
ち」『リアホナ』2012 年 5月号，33

 3. ジェフリー・R・ホランド，「ぶどう園の労働者た
ち」32

油性マーカー
ダニー・ダナウェイ・ローワン
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アメリカンフットボールの決勝
戦の大会で，その極めて重
要な試合の間，ジョセフ・

B・ワースリンは彼の言うところの
「決定的な経験」をしました。
「わたしはボールを持ってフィールド
中央にいる敵チームの選手たちを突破
し，追加得点のタッチダウンを奪わな
ければなりませんでした」と彼は述べ
ています。「クオーターバックからボー
ルを受け取ると，相手選手の列に突進
しました。ゴールラインが近いことは
分かっていましたが，どれくらい近づ
いているのかは分かりませんでした。
大勢の選手がわたしの上に折り重なっ

ていましたが，5，6センチ手を伸ばす
と，指にゴールラインが触れました。
ゴールラインまではあと5センチだっ
たのです。
その瞬間，ルールに反することです
がそのボールを押し出そうという誘惑
に駆られました。そうすることは可能
でした。……しかしそのとき，かつて
母がわたしにしばしば言った言葉を
思い出しました。『ジョセフ，結果は
どうあれ，正しいことを行いなさい。
正しいことをしていれば，物事はうまく
いくものよ。』
どうしてもそのタッチダウンを決め
たいと思いました。しかし，友達の目

キリストの弟子として，
これらの個人的な徳質は

あなたがほんとうは
どんな人であるかを表しています。

若 人 の 強 さ の た め に

七十人
クリストフェル・
ゴールデン・
ジュニア長老

正 直  と  高 潔
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にヒーローと映るよりも，母の目にヒー
ローと映りたいと思いました。そこで，
ボールを動かすのをやめました。ゴー
ルまではあとわずか 5センチでした。」1  
ワースリン長老（1917－2008 年）は
後に十二使徒定員会の会員に召され
ました。

正しいことを行う
ワースリン長老の決断は高潔さを損
なわないすばらしい例です。正直と
高潔はわたしたちの人格を試します。
どのような状況にあろうとも，人がど
う思おうとも常に正しいことを話し，
行うことを求めます。
『若人の強さのために』の中の標準
の一つに正直と高潔があります。末
日聖徒として，またキリストに従う者と
して，あなたは「自分自身に対して，
人に対して，神に対して，いつも正直
であってください。正直であるという
ことは，あらゆる点でうそをついたり，
ごまかしたり，欺いたりしないという
ことです。
正直と密接な関係があるものが高潔
です。高潔とは，結果はどうであれ，
いつどんなときでも正しいことを考え
行うことを意味します。あなたが高潔
であれば，あなたはだれも見ていなく
ても，喜んで自分の標準と信念に従っ
て生きます。」2

弟子となる
この死すべき世で試しの状態にある
わたしたちの目的は，「キリストの贖

しょく

罪
ざい

により……聖徒とな〔る〕」（モーサヤ
3：19）ことです。聖徒になるという
ことは真のキリストの弟子になること
にほかなりません。これはあなたが
想像しているよりも難しくはありま
せん。あなたはどのようにしたらな
れるのか，もうすでに知っている
かもしれません。しかし，その
ためには努力が必要で，

時には大変な努力が求められます。
しかしそれは成し遂げられないこと
ではないのです。
モルモン書は次のように教えてい
ます。「見よ，善悪をわきまえること
ができるように，すべての人にキリスト
の御

み

霊
たま

が与えられているからである。
さて，その判断の方法をあなたがたに
教えよう。善を行うように誘い，また
キリストを信じるように勧めるものは
すべて，キリストの力と賜

たま

物
もの

によって
送り出されているのである。したがっ
てあなたがたは，それが神から出て
いることを完全に理解してわきまえる
ことができる。」（モロナイ7：16）
キリストの弟子として，次のように

自問することにより，どのように話し，
どのように行動したらよいか分かり
ます。「イエスならどうされるだろう
か。」  すると，心に思いが浮かび，そ
れに従って行動するなら，正しいこと
を行ったという証

あかし

を受けるでしょう。
しかし，自分の正直な行動の真実の
結果や祝福を見るには，時には待つ
必要があるというのも事実です。

完全に正直になる
『若人の強さのために』には次のよう
にあります。「不正直はあなた自身を傷
つけ，周りの人をも傷つけます。
うそ，盗み，万引き，不正
はあなたの霊を損ない，

周りの人との関係を損ないます。正直
であれば，聖霊の導きを受ける将来
の機会と能力は高まります。」3

まことの高潔さと完全な正直さの
真のバロメーターは，周りにだれもい
ないときにあなたが考え，話し，行う
ことによって測られます。主イエス・
キリストの真の弟子として，主の示さ
れた模範から外れるような行いをす
ることはできません。わたしたちには
比類ない聖霊の賜物があります。救
い主は教えられました。「しかし，助
け主，すなわち，父がわたしの名に
よってつかわされる聖霊は，あなたが
たにすべてのことを教え，またわたし
が話しておいたことを，ことごとく思い
起
おこ

させるであろう。」（ヨハネ14：26）
また，救い主は日々の祈り，聖文研
究，生ける預言者や使徒たちの言葉
を読むことによってもたらされる偉大
な力を下さいました。これらの前向き
な日々の行いはわたしたちの中に
正直さと高潔を育みます。キリストの
弟子として，また末日聖徒イエス・キリ
スト教会の会員として，あなたの正直
さはあなたの高潔さとほんとうはどん
な人であるかを表すのだということを
覚えておいてください。■

注
1.ジョセフ・B・ワースリン「人生で
学んだ教訓」『リアホナ』2007年
5月号，46
2.『若人の強さのために』（小
冊子，2011年）19

3.『若人の強さのために』19

日々の祈り，聖文研究，
生ける預言者の教えを
取り入れることにより，
わたしたちは
正直と高潔を育みます。
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バレリー・ベスト

午後遅くに授業が終わると，
わたしは小さなアンティーク
ショップに立ち寄りました。

雨が激しくなってきていましたが，帰宅
途中に用事を済ませたかったのです。
客はわたし一人で，店の女性がわたし
が気に入ったランプを見せてくれま
した。
彼女が袋を開けたとき，わたしは
カウンターの上に華やかな色のブレス
レットが幾つか飾ってあるのに気づき
ました。彼女がランプを袋に入れて
いる間，わたしはブレスレットを一つ
手に取りました。彼女がブレスレット
に触れてしまい，ブレスレットの半分
くらいがかちゃかちゃと音をたてて床
に落ちました。彼女はちょっとあわて
ましたが，わたしの買った物をレジで
打ちました。わたしは片手に傘，片手
にランプを持って店を出ました。
帰宅すると，濡れた長靴を脱ぎ，音
楽をかけました。ランプを取り出すと，
袋の底に何かあるのに気づきました。
それは赤いブレスレットでした。飾って
あったのが袋にまぎれ込んだに違い
ありません。わたしはにっこりとして，
この出来事が昔の若い女性の手引き
からの話と似たものになるか考えてい
ました。「それからバレリーはローレル
クラスで受けたばかりのレッスンを思い
出しました。」
わたしはブレスレットをベッドに放

り投げ，ランプのプラグを差し込みま
した。それはどんよりとした午後に温
かい光を醸し出しました。窓の外を
眺めました。雨はもっと激しくなって
おり，地面の雪は汚いぬかるみに変
わっていました。
わたしはブレスレットを眺めてみま
した。深い紅色でした。腕にはめて
みました。 20ドルと書いた値札が揺
れていました。もちろん返すつもりで
した。返さないなんて思いもよりませ
んでした。わたしはそれを外して，捨
てる予定の本の山のいちばん上に置き
ました。ホットチョコレートを作りに
別の部屋へ行きました。
それからまた戻りました。
この本をいったいどれほどほうって
おいたでしょうか。しばらくになり
ます。もしブレスレットを返すのを
延ばしたら，ブレスレットはいつまで
そこにあるでしょうか。
わたしはそれを戻すつもりでした。

でもいつになるでしょう。返すのが怖
くなるまで待つつもりでしょうか。そ
のことは忘れてしまうのでしょうか。
わたしはまた少し躊

ちゅう

躇
ちょ

しました。もう
一度窓から外を眺めてみました。温
まったばかりの足のことや，おいしい
ホットチョコレートのことを考えました。
それからわたしはブレスレットを
つかんで，長靴を履いて，外に引き返
しました。

たとえ偶然であっても泥棒にはなりたくありませんでした。

イ
ラ
ス
ト
／
グ
レ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ボ
ル
ド

名誉の
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店に着くと，先ほどの女性はほかの
客の相手をしていました。わたしは
立って待っていました。彼女の応対
が終わると，わたしはコートのポケット
からブレスレットを取り出し，これが
どうして紛れ込んだか説明しました。
彼女はちょっと驚き，混乱しながらも
お礼を言いました。そんなものでした。
わたしの正直さに対して彼女は褒美を

くれたわけではありません。彼女は大げ
さにお礼を言ったわけでもありません。
だれもそれを見ていませんでした。
家に向かって歩きながら，わたしは
どれほど常に自分を正直者だと思って
いたかについて考えていました。それ
はわたしが高く評価する資質であり，
人にもそれを期待しています。しかし
真の正直さは，真の愛や慈愛と同様

に能動的な属性なのです。どんなに
わたしの思いが高潔で真実だったと
しても，わたしが長靴をまた履いて，
自分の意思に従って行動したときに
初めて，正直な人間になったのです。
わたしはコートの中で手首にブレス
レットがないのを感じて，にっこりとしま
した。■
著者はアメリカ合衆国ニューヨーク州に住んでいます。
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あなたが聖約という言葉を聞くとき，何が心に浮かびますか。「神との
双方向の約束」と答えたら，あなたは正しいです。
しかし天の御父との聖約も，またそれ以上のものです。この聖なる約

束の中には，力，強さ，安全，平安があります。自分が交わした聖約や，これから
人生の中で交わす聖約についてじっくりと考えるとき，そしてあなたが自分の役割
を果たすとき，自分が今までと違った人生を生きているように感じ始めるでしょう。
聖約はあなたの行動の仕方に影響を与え，選択するときに霊感を与えます。
ここに青少年の人生を変えた聖約を紹介しましょう。

　「聖約はまっすぐで狭い道に
あなたをとどめ，人生をよりよ
く生きる助けとなり，より良い
理解を与えてくれます。」
マーカス・A，17 歳，
（アメリカ合衆国，ユタ州）

　「天の御父と聖約を交わしたという事実は，霊
的に成長し，より忠実な会員となる機会を与えて
くれました。わたしが何かをしようとするときに
は，天の御父と交わした聖約について思い出し，
バプテスマのときや，神権を受けたときに主と交
わした聖約を守っているか自問します。天の御父
と交わした聖約は，自分が福音の中で強くあって，
いつか主のもとに戻るための助けとなります。」
エフレイン・V，14 歳，（ニュージーランド）

受けると，もっと善い人に変わる力が与えられ
ます。天の御父と交わす聖約は，わたしたちが
福音に忠実であるために必要な信仰を築き
ます。」
ナオミ・A，15歳，（メキシコ，グアダラハラ）

　「この夏，わたしは死者のため
のバプテスマのために神殿に
何度も参入しました。自分の
交わした聖約を守り，神殿に
参入し，正しいことを行うこと

により，わたしは祝福されました。期末試験で
ほんとうにストレスがたまっていました。わたし
は神殿に参入しました。するとすべてが良い方向
に向かいました。聖約を守ることにより，生活
がもっと楽になり，ずっと幸せになりました。」
マッケンナ・M，18 歳，
（アメリカ合衆国，カリフォルニア州）

　「執事になって初めて聖
せい

餐
さん

を配る日，わたしは
とても緊張しました。それからわたしは自分が
バプテスマを受けた日のことを思い出しました。
すると聖霊を感じました。わたしは自然に心が
穏やかになり，上手に配ることができました。」
セス・A，12 歳，（メキシコ，メキシコシティー）

聖約の力

　「バプテスマを受けたとき
は，自分がいちばん幸せなとき
だったと覚えています。なぜ
なら初めての聖約だったから
です。次は神権を受けたとき

でした。同じ幸せを感じました。神と聖約を交
わしたことが分かったとき，わたしは満面の笑み
をたたえました。友人たちが教会のことをから
かうとき，わたしは幸福な気持ちを思い出し，
聖約は人との聖約ではなく，神との聖約である
ということを思い出します。」
ブラッドフォード・A，16 歳，
（アメリカ合衆国，アリゾナ州）

　「聖約を交わすと，わたしたちや家族にたくさん
の祝福がもたらされます。例えば，バプテスマを
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　「聖約を守ることでわたしは
たくさんの祝福を受けてきま
した。バプテスマの聖約のお
かげで，決断を下すとき，聖霊
が助けてくれます。神権を

受けるときの聖約は，人々を助け，仕えるために
神権を使うという決意です。仕えるときに証

あかし

が
強まります。」
エリック・N，15歳，（カナダ，アルバータ州）

聖約は
強いクリスチャンを
作る

「ふさわしくなり，受け
られる神権の儀式をすべ
て受け，聖約によって交

わした約束を忠実に守るよう一人一人に強く
促します。苦難に遭ったときには，聖約を最
優先し，厳密に守ってください。そうすれば，
自分の必要に合わせて『疑わないで，信仰を
もって願い求め [る ]』ことができ，神はこた
えてくださるでしょう。神は支えてくださる
でしょう。」
十二使徒定員会　D・トッド・クリストファーソン長老
「聖約の力」『リアホナ』2009 年 5月号，22 参照

　「自分のしたいことだけをして，神が約束の
片方を守ってくださると期待することはでき
ません。神はあなたの可能性を御存じなので，
あなたから多くを期待しておられるのです。
そのことを知っていることで，自分を高いレベル
の状態に保つことができます。」
ジョリー・H，15歳，
（アメリカ合衆国，コロラド州）

聖約は約束ですが，
それ以上のものです。

7 月の神権定員会，若い女性，日
曜学校のクラスでは儀式と聖約

について学びます。これまで交わした，
またこれから交わしたい聖約を書き出
してください。そのリストはあなたが
どのように生きたいかについて何を表
していますか。家庭，教会，ソーシャル
メディアを通じて人々に証を伝えること
により，あなたの思いを分かち合うこと
を考えてください。

話し合 いに参 加する

日曜日のレッスン
今月のテーマ―儀式と聖約
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霊的なスーパーヒーロー

今年は月曜の夜になると我が家に
すごいスーパーヒーローたちが

やって来ました。どのスーパーヒーロー
も家族に似ていて，特別な力を持ち，
証
あかし

を強める大切なレッスンをしてくれ
ました。おかげで家族がもっとお互い
に良い関係を築こうと思うようになり
ました。
例えば，ある週は「メディアマン」が，
ふさわしくない映画やテレビ番組，雑誌
を見ないようにする方法を教えてくれ
ました。また別の週には「フィット・
ミス」が定期的な運動によって超人
的な強さを育

はぐく

む方法を説明してくれま
した。マルハナバチの衣装を身にま
とったスーパーヒーローの「ビー・ス
ティル」は，教会や家庭でハチゃぐの
をやめて敬

けい

虔
けん

になる方法を教えてくれ
ました。「ワードガール」はいつどう
したらもっとお互いに褒

ほ

め合うことが
できるか説明しました。「サンキュー
ガール」，「自分でやってみよう屋」，
「聖句博士」，「生意気やめま少女」，
「宣教師マン」やほかのスーパーヒー
ローたちも我が家の家庭の夕べのレッ
スンに参加してくれました。
家族が皆，スーパーヒーローになっ
て家族に伝えたい問題は何かを深く
慎重に考えてくれたことに感謝して
います。家族こぞって家庭の夕べを
楽しみにしていましたし，スーパー
ヒーローと過ごす時間はほんとうに楽
しかったです。家族の問題について
一生懸命に考える度に，天の御父か

ら霊感を受け，より効果的に教え合う
ためのアイデアを思いつくことができ
たことに感謝しています。スーパー
ヒーローの思い出をいつまでも大切に
していきたいと思います。■
ビクター・W，アメリカ合衆国

兄の証

わたしの母は毎日午後 3 時から
11 時まで働いています。たとえ

母が月曜の夜に家にいなくても，わたし
と兄は自分たちだけで，家庭の夕べを
しようと決めました。兄は 8 年間教
会に行っていませんでしたが，最近は
インスティテュートにも出席するように
なりました。そしてある月曜日の夜の
家庭の夕べで福音に関する話をする，
と決心したのです。わたしはセミナ
リーに4 年間通って，「成長するわた
し」もしていたのに，今まで深く考えた
こともなかった霊的な考えを，兄がモ
ルモン書から分かち合ってくれました。
そのとき感じた御

み

霊
たま

は，わたしがずっ
と求めていたものでした。いつか我が
家にもふさわしい神権者がいてくれる
時が来るようにとわたしは願い続けて
きたのです。
毎週家庭の夕べを開くことで家族を
強める機会を天の御父が与えてくだ
さることを感謝しています。わたしは
イエス・キリストの福音が大好きです。
兄とこのような，心からへりくだる家庭
の夕べを開くことができたことをうれし
く思います。■
イサドラ・A，ブラジル

 

これらの体験談は，家庭の夕べがどれほど元気が出
て楽し

いか 

教え
てく
れま
す。

暗
くら

闇
やみ

を照らす
わたしは停電していたときに開いた
家庭の夕べのレッスンを決して忘れる
ことはないと思います。電気がなくては
何も読めず，家庭の夕べは大変なこと
になると思いました。
「明かりがなくて『リアホナ』のメッ
セージも読めず賛美歌も歌えなかった
ら，家庭の夕べをどうやって開くって
いうの」と心の中で思いました。
幸いなことに，妹が助け船を出して
くれました。妹には名案があって，皆
が覚えている賛美歌を歌って，前の日
曜日に学んだことを話すのはどうかと
いうのです。皆原則を分かち合い，お
互いに学び合いました。ともに学ぶと
いうのが家庭の夕べの目的だとわた
しは思います。明かりがなくても家庭
の夕べを開いて戒めを守ったことを，
主はとても喜ばれたとわたしは確信し
ています。
主は，わたしたちが独りきりでみも
とに戻ることを望んではおられないと
思います。主はわたしたちに，家族と
ともに戻るよう望まれています。家庭
の夕べを毎週開くことを含め，できる
かぎりのことをすべて行い，みもとに
戻ることを望んでおられるのです。■
エリカ・S，ブラジル
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わたしはノルウェーで育ち
ました。最寄りの神殿は
スウェーデンのストックホ

ルムにあり，車で 8 時間から10 時間
かかりました。言うまでもなく神殿に
行くにはいつでも慎重に計画し，よく
考える必要がありました。ステークで
は毎年 2 回青少年による神殿訪問を
計画し，週末に幾つかのワードが合
同でバスを借りて神殿に行くこともあ
りました。他の青少年と一緒に行くの
も楽しかったのですが，わたしたちは
いつか家族で神殿に行きたいと思っ
ていました。
そこである年，わたしたち家族は
夏休みにストックホルムに行くことを
決めました。とてもすばらしい経験
だったので，それはたちまちわたした
ち家族の夏の伝統行事になりました。
神殿に近いキャンプ場でキャンプし，
毎朝早起きして，ノルウェーから神殿
訪問に来ていたほかの家族と一緒に
バプテスマの儀式に参加しました。
その後キャンプ場でサッカーや水泳を
しました。
こうした夏の経験は，今のわたしに
とって神聖な思い出です。神殿が近く
になかったので毎月参入することは

できませんでしたが，行けるときは
いつもすばらしい経験をすることが
できました。車での旅は長くて退屈
でしたが，主がわたしたちの犠牲に対
して祝福してくださいました。神殿で
得た霊的な経験は，神殿とそこで行
われる儀式への愛を養う助けとなり
ました。また家族のきずなも深まりま
した。
わたしが少々反抗期のころの，ある
特別な経験が思い出されます。自分
には両親の欠点がたくさん見える気
がして，自分の生活態度について両親
が忠告する権利などないと感じていま
した。わたし自身は神殿に参入するに
ふさわしい生活をしてはいましたが，
家長としての父の責任に疑問を抱い
ていました。ところが家族で一緒に
神殿に参入して，バプテスマと確認の
儀式を行っていたときに，心地よい御

み

霊
たま

の現れを感じたのです。亡くなった
人々の代わりをしているわたしの頭に
父が手を置いたとき，父が真の神権
の権能によって儀式を行っていること
を，御霊が確認してくださったのを感
じました。このことでわたしは，父は
完全ではなくても善い父であり，その
息子である自分は祝福されているのだ

と気づきました。そして，反抗的だっ
た自分を悔い改め，父の助言にある
知恵と愛を理解するように努めなけ
ればならないと感じたのです。
それから多くの歳月が流れましたが，
今も神殿のそばで過ごした夏の思い出
は，わたしの中で輝いています。アル
マの民がモルモンの泉に感じたように，
神殿がこの世で真に麗しい場所の一つ
となりました。「自分たちの贖

あがな

い主を
知るようになった人々の目には何と麗し
いことか。」（モーサヤ18：30）■
著者はアメリカ合衆国ユタ州に住んでいます

わたしたち家族は毎年夏休みを利用して神殿参入したことで，
大きな祝福を頂きました。

神殿の祝福

皆さんは神殿に行ったことでどのような祝福

を経験しましたか。感じたことを家族に

話すか，日記に書いておきましょう。

デビッド・アイザクセン
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神殿のそばで過ごした夏
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こ
ど
も

かていの夕
ゆう

べを　計
けい

画
かく

するのに　
やく立

だ

つ　やくわりひょうを　
作
つく

りましょう。 この　二
ふた

つの　
円
えん

を　あつ紙
がみ

に　はって，  まん中
なか

を　
きんぞくの　とめ金

がね

で　とめます。 外
そと

がわの　円
えん

に　かぞくの　名
な

前
まえ

を　一
ひとり

人
ずつ　書

か

きましょう。 毎
まい

週
しゅう

　やくわりを　
かえるために　ハンドルを　回

まわ

してくだ
さい。

かてい
の夕

ゆ う

べの  やくわりひょう

外
そと

がわの　ふちに　
かぞくの　人

ひと

たちの　名
な

前
まえ

を　
書
か

きましょう。

か
つ
ど
う

う　
た

い
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せ
い
ぶ
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毎
ま い

年
とし

夏
なつ

の 2 か月
げつ

間
かん

，モンソン一
いっ

家
か

はプロボ川
がわ

のほとりに
ある別

べっ

荘
そう

で過
す

ごしました。トミー・モンソンは，川
かわ

の
流
なが

れが速
はや

いところで泳
およ

ぎを覚
おぼ

えました。 13 才
さい

ころのある暖
あたた

かい午
ご

後
ご

のこと，トミーは大
おお

きなうき輪
わ

を使
つか

って川
かわ

を下
くだ

り始
はじ

めました。
その日

ひ

は大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

が川
かわ

沿
ぞ

いのピクニック場
じょう

に集
あつ

まって，食
た

べたりゲームをしたりしていました。トミーが川
かわ

の流
なが

れの最
もっと

も速
はや

い地
ち

点
てん

を通
とお

り過
す

ぎようとしたとき，「その子
こ

を助
たす

けて！
その子

こ

を助
たす

けて！」と言
い

うものすごいさけび声
ごえ

が聞
き

こえてきま
した。一

ひとり

人の少
しょう

女
じょ

が危
き

険
けん

なうずの中
なか

に巻
ま

きこまれてしまった
のです。岸

きし

にいる人
ひと

はだれも泳
およ

いで彼
かの

女
じょ

を助
たす

けに行
い

くこと
ができませんでした。
その場

ば

にちょうどトミーが流
なが

れて来
き

て，少
しょう

女
じょ

の頭
あたま

が水
みず

の中
なか

に消
き

えていくのが見
み

えました。トミーは手
て

をのばしてその子
こ

の

かみをつかみ，うき輪
わ

のへりに引
ひ

っ張
ぱ

り上
あ

げると，川
かわ

岸
ぎし

まで
こいで行

い

きました。家
か

族
ぞく

はまず少
しょう

女
じょ

をだきしめて，泣
な

きながら
キスをしました。それからトミーをだきしめ，キスをし始

はじ

めたの
です。トミーはいっせいにみんなに見

み

られていることに気
き

づいて
はずかしくなり，急

いそ

いでまたうき輪
わ

のところにもどりました。
トミーは再

ふたた

び川
かわ

にもどってうき輪
わ

で川
かわ

を下
くだ

っているときに，
温
あたた

かい気
き

持
も

ちでいっぱいになりました。人
ひと

の命
いのち

を救
すく

うことが
できたことが実

じっ

感
かん

できたからです。天
てん

のお父
とう

様
さま

は「その子
こ

を
助
たす

けて！その子
こ

を助
たす

けて！」というさけびを聞
き

かれました。
そしてちょうど必

ひつ

要
よう

なときにトミーがそこを通
つう

過
か

できるように
されたのです。その日

ひ

トミーは，天
てん

の父
ちち

なる神
かみ

がわたしたち
一
ひとり

人一
ひとり

人をご存
ぞん

じで，人
ひと

を救
すく

う助
たす

け手
で

としてわたしたちを
使
つか

ってくださることを知
し

って，それがどんなに気
き

持
も

ちの良
よ

いもの
かを学

まな

んだのです。■

大
だい

管
かん

長
ちょう

の 生
しょう

涯
がい

か ら

ハイディ・S・スウィントン

その子
こ

を助
た す

けて！
イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ト
ー
ル
マ
ン
。
挿
入
イ
ラ
ス
ト
／
ホ
リ
ー
・
ヒ
バ
ー
ト
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モンソン大
だい

管
かん

長
ちょう

からのお話
はなし

「わたしたちが自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をささげる機
き

会
かい

は，実
じつ

に無
む

限
げん

に
あります。……心

こころ

を元
げん

気
き

づけることができます。やさしい
言
こと

葉
ば

をかけることができます。おくり物
もの

をすることができ
ます。行

おこな

いに示
しめ

すことができます。たましいを救
すく

うこと
ができます。」
「大
だい

管
かん

長
ちょう

会
かい

クリスマスディボーショナル」から，
Ensign，2001年

ねん

2月
がつ

号
ごう

，73

あなたの務
つと

めを果
は

たしてください
トミーは11才

さい

のとき，同
どう

級
きゅう

生
せい

が道
どう

路
ろ

をわたるのを助
たす

けるという特
とく

別
べつ

な
務
つと

めがありました。下
した

の絵
え

を見
み

てください。トミーがその務
つと

めを果
は

たす
ために使

つか

った二
ふた

つのものとは何
なん

でしょう。

安
あん

全
ぜん

な輪
わ

トミーがプロボ川
がわ

で泳
およ

ぎを覚
おぼ

えたとき，家
か

族
ぞく

はトミーの周
まわ

りを囲
かこ

って，
助
たす

けが必
ひつ

要
よう

なときにはいつもだれかが近
ちか

くにいるようにしました。みな
さんもトミーのようになって，安

あん

全
ぜん

の輪
わ

ゲームをしましょう。

必
ひつ

要
よう

なもの－
4人
にん

以
い

上
じょう

の参
さん

加
か

者
しゃ

広
ひろ

い場
ば

所
しょ

遊
あそ

び方
かた

－
輪
わ

になって手
て

をつなぎます。一
ひとり

人が輪
わ

のまん中
なか

に立
た

ちます。まん中
なか

の人
ひと

は目
め

かくしをして，行
い

きたい方
ほう

向
こう

へゆっくりと歩
ある

きます。輪
わ

になっている
人
ひと

たちは，手
て

をつないだまま，まん中
なか

の人
ひと

からさわられないようにします。
交
こう

代
たい

でまん中
なか

に立
た

ってみましょう。
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モルモン書
しょ

には　アマリキヤ
という名

な

の　わるい人
ひと

につ
いて　書

か

かれています。 ア
マリキヤは　教

きょう

会
かい

を　ほろぼし，  王
おう

と
して　ニーファイの　たみを　しはい
したいと　のぞんで　いました。
そうしれいかんモロナイは，  ニーファ
イ人

じん

の　ぐんたいの　強
つよ

く　正
ただ

しい　
しどうしゃで，  自

じ

分
ぶん

たちの　かぞくと　
しんこうを　まもることが　いかに　
大
たい

切
せつ

かを　たみに　分
わ

かって　ほし
いと　思

おも

って　いました。 モロナイは　
ころもを　さいて，  はたを　作

つく

りま
した。 そこに　モロナイは　つぎの　
ことばを　書

か

きました。

「われわれ の　 かみと　
しゅうきょう，  じゆう，  へいわ，  
さいしの　ために」
モロナイは　その　はたを 「じゆう
のはた」と名

な

づけ，  さおの　先
さき

に　
くくりつけました。 それから　地

ち

に　
ひれふして，  たみが　ずっと　じゆう
で　いられるように　いのりました。
そうすれば　たみは　かみを　さん
びし，  かみの　しゅくふくを　うける
ことが　できるからです（アルマ
46：3－18 参

さん

照
しょう

）。
今
こん

日
にち

の　わたしたちには，  自
じ

分
ぶん

の　
かぞくと　しんこうが　どれほど　
大
たい

切
せつ

かを　思
おも

い出
だ

させて　くれる　
ものが　あります。 それは「家

か

族
ぞく

―世
せ

界
かい

への　宣
せん

言
げん

」です。 そ
の中

なか

の　いちぶを　しょうかい
します。
「かぞくは　かみの　子

こ

ど
もたちの　えいえんの　
行
ゆ

くすえに　たいする　
そうぞうぬしの　計

けい

画
かく

の　中
ちゅう

心
しん

を　なす
もの〔です〕。……
かぞくは　かみに　
よって　さだめら
れた　ものです。」■

かぞくは  
天
て ん

のお父
と う

さまの  
計
け い

画
か く

の  いちぶです

今
こん

月
げつ

の　初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の　テーマについて　もっと　学
まな

ぶために  この　レッスンと　かつどうを　つかうと　よいでしょう。

かぞくの  話
はな

し合
あ

いの  ための  
アイデア
かぞくと　いっしょに 「家

か

族
ぞく

―世
せ

界
かい

への　

宣
せん

言
げん

」を　読
よ

むと　よいでしょう。 また　かぞく

を　強
つよ

めるために，  かぞく　ぜんいんで　とり組
く

む　ほうほうに　ついて　話
はな

し合
あ

っても　よいで

しょう。 その　中
なか

から　一
ひと

つを　えらび，  それを　

じっこう　するための　計
けい

画
かく

を　立
た

てて　くだ

さい。

初
しょ
等
とう
協
きょう

会
かい
を 　 か て い で も
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かぞくの  はたを  作
つく

ろう
かぞくを　しょうちょうする　はたを　作

つく

る　

ために　紙
かみ

か　ぬのを　よういします。 マジックか　

クレヨンで　自
じ

分
ぶん

たち　かぞくに　とって　

大
たい

切
せつ

なものを　かきましょう。 イエス・キリ

ストや　天
てん

のお父
とう

さまへの　しんこう，  

または　かぞくで　いられることの　

しゅくふくに　ついて，  かぞくの　気
き

も

ちを　あらわす　ことばや　いんよう

ぶんを　書
か

きそえて　ください。

歌
うた

と  せいく

• 「家
か

族
ぞく

は　永
えい

遠
えん

に」『子
こ

供
ども

の　歌
か

集
しゅう

』98
• アルマ46：3－18

右

│
イ
ラ
ス
ト
／
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
・
ベ
イ
ル
ズ

左

│
イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ド
ー
マ
ン
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インディペンデンスの
訪
ほう

問
もん

者
しゃ

センターにあるこの展
てん

示
じ

物
ぶつ

は，
丸
まる

太
た

小
ご

屋
や

作
づく

りにいそがしく働
はたら

く
聖
せい

徒
と

のすがたをさいげんしています。

ジョセフ・スミスにとって，オハイオ
州
しゅう

カートランドからミズーリ州
しゅう

インディペンデンスへの旅
たび

は，
長
なが

くつらいものでした。荷
に

車
ぐるま

や，運
うん

河
が

を走
はし

る
船
ふね

，それに乗
のり

合
あい

馬
ば

車
しゃ

に乗
の

ることもありま
したが，最

さい

後
ご

の 250 マイル（402km）は
歩
ある

かなければなりませんでした。それで
も，シオンの町

まち

を建
けん

設
せつ

するためにミズーリ
州
しゅう

に行
い

くように主
しゅ

がお命
めい

じになったので，
ジョセフ・スミスはそれに従

したが

ったのです。

ほかの教
きょう

会
かい

員
いん

たちは1831年
ねん

にミズーリ
州
しゅう

に到
とう

着
ちゃく

し始
はじ

めました。かれらは土
と

地
ち

を
耕
たがや

し，家
いえ

を建
た

て，作
さく

物
もつ

を収
しゅう

穫
かく

しました。
ミズーリ州

しゅう

インディペンデンスにどんどん
教
きょう

会
かい

員
いん

が移
うつ

り住
す

むにつれ，前
まえ

からそこに
住
す

んでいた人
ひと

々
びと

の中
なか

には，疑
うたが

いやいかりを
持
も

つ人
ひと

が現
あらわ

れ始
はじ

めました。暴
ぼう

徒
と

が聖
せい

徒
と

の
家
いえ

をおそい，立
た

ちのくように要
よう

求
きゅう

しました。
■

教
きょう

会
かい

歴
れき

史
し

で重
じゅう

要
よう

な場
ば

所
しょ

を探
たん

検
けん

してみよう！

ミズーリ州
し ゅ う

での試
し

練
れ ん

歴
れき
史
し
を た ど る 旅

たび

ジェニファー・マディー

写
真
／
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
マ
デ
ィ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
／
ポ
ー
ル
・
マ
ン
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リバティーのかんごく
1838 年の冬

ふゆ

，ジョセフ・スミスとほかの

5人
にん

の教
きょう

会
かい

指
し

導
どう

者
しゃ

たちは，うそのうったえによ

りたいほされて，リバティーのかんごくに連
つ

れ

て行
い

かれてしまいました。かんごくは，暗
くら

く，不
ふ

衛
えい

生
せい

で，非
ひ

常
じょう

に寒
さむ

く，とらわれの身
み

になってい

た人
ひと

たちには温
あたた

かい毛
もう

布
ふ

やまともな食
しょく

事
じ

があ

たえられませんでした。かんごくのかべは厚
あつ

い

石
いし

でできていました。上
うえ

の階
かい

は看
かん

守
しゅ

とその家
か

族
ぞく

の部
へ

屋
や

，下
した

の階
かい

は「土
ど

ろう」と言
い

われる囚
しゅう

人
じん

用
よう

の部
へ

屋
や

でした。上
あ

げぶただけが，1階
かい

への出
で

入
い

り口
ぐち

となっていました。

預
よ

言
げん

者
しゃ

がかんごくにいる間
あいだ

に，主
しゅ

はかれに言
い

われました。「人
ひと

のなし得
う

ることをおそれては

ならない。とこしえにいつまでも，神
かみ

はあなたと

ともにいるからである。」（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

122：9）

教
きょう

会
かい

は当
とう

時
じ

の石
いし

と新
あら

たに作
つく

られた石
いし

を使
つか

っ

てかんごくを再
さい

建
けん

しました。そしてその周
まわ

りに

訪
ほう

問
もん

者
しゃ

センターを建
た

てました。神
かみ

の預
よ

言
げん

者
しゃ

が

かんごくにいるときになぐさめの啓
けい

示
じ

を受
う

けた

場
ば

所
しょ

を見
み

に，今
こん

日
にち

たくさんの人
ひと

々
びと

がおとずれて

います。

ウィリアム・Ｗ・フェルプスはインディペンデンスで印
いん

刷
さつ

屋
や

を立
た

ち上
あ

げて，新
しん

聞
ぶん

を発
はっ

行
こう

しました。
かれはまた，主

しゅ

からジョセフ・スミスにあたえられた啓
けい

示
じ

を収
おさ

めた『いましめの書
しょ

』の印
いん

刷
さつ

にも
たずさわりました。今

いま

その啓
けい

示
じ

は教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

に収
おさ

められています。
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メキシコに　すむ　3才
さい

の　リカルド・Oは　ほ
うしするのが　すきです。 毎

まい

週
しゅう

　土
ど

曜
よう

日
び

に　お父
とう

さんと　お母
かあ

さんは，ある　たてものの　そうじ
を　します。 そこで　せいさん会

かい

が　ひらかれる
のです。 そのとき　リカルドは　妹

いもうと

の　オレアと　
いっしょに　はきそうじをして　りょうしんの　手

て

つだいをします。 リカルドは　教
きょう

会
かい

だけでなく　
家
いえ

でも　えがおで　ほうしを　します。

ある日
ひ

　初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で　
ブラジル・サンパウロし
んでんを　ほうもんしま
した。 しんでんの　にわ
は　今

いま

まで　見
み

たことも
ないほど　きれいでした。 
しんでんの　中

なか

で　せい
やくを　かわすことによっ
て，  かぞくと　えいえん
に　すむことができるこ
とを　学

まな

びました。 神
しん

殿
でん

会
かい

長
ちょう

が　ロビーで　ぼくたちに　お話
はなし

を　してくれ
ました。 そこには　うつくしい　絵

え

が　かざられて
いました。 とても　あたたかく　しあわせな　気

き

もちが　しました。 それは　学
まな

んだことが　しんじ
つだと　せいれいが　あかしして　くださったのだ
と　お母

かあ

さんが　教
おし

えて　くれました。 しんでんは　
しゅの　家

いえ

だという　あかしを　えました。
レナート・B，8才

さい

，ブラジル

グエン・L，7才
さい

，カンボジア

しんでんの　外
そと

は　たくさ
んの　花

はな

が　さいていて　と
ても　きれいです。 でも　
しんでんで　かぞくと　むす
びかためを　うけた　とき，  
中
なか

は　もっと　きれいでした。
ニコラス・Ｍ，5才

さい

（コロンビア）

ロイ・Ｐ，7才
さい

，カンボジア

わたしは　教
きょう

会
かい

や　初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に　行
い

くのが　す
きです。 わたしは　今

いま

　読
よ

み方
かた

を　ならっていま
す。 モルモン書

しょ

の　お話
はなし

が　大
だい

すきです。 妹
いもうと

と　
わたしは　お母

かあ

さんの　お手
て

つだいを　するのが　
すきです。 『リアホナ』の　こどもの　ページを　
読
よ

むことも　大
だい

すきです。 わたしたちは　モンソン
大
だい

管
かん

長
ちょう

や　モンソンしまいのために　おいのり
しています。
アリソン・A，6才

さい

，フアナ・A，3才
さい

，アルゼンチン

ブラジルに　すむ　4才
さい

の　マリア・Cは，  せい
さん会

かい

の　お話
はなし

で　一
ひと

言
こと

も　間
ま

ちがえずに　信
しん

仰
こう

箇
か

条
じょう

13じょうを　全
ぜん

部
ぶ

　
あんしょうして　みんなを　
おどろかせました。 初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の　会
かい

長
ちょう

は，  マリア
は　一

いっ

生
しょう

けんめいに　お
いのりし，  イエス・キリストを　あかしすると　
言
い

っています。

西
にし

インドしょとうの　ジャ
マイカにある　マンデビル
ちほうぶ，  ジャンクション
しぶに　つどう　初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の　子
こ

どもたちは，  すく
いぬしについて　学

まな

んでい
ます。 そして　バプテス
マを　うけ，  しんでんに　
さんにゅうする　そなえを　
することで，  しゅの　もは
んに　したがう　どりょく
を　しています。

バプテスマでの　
レナートと　かぞく

わたしたちのページ
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よげんしゃ　ジョセフ・スミスは　つぎの　ように　
せんげんしました。 「このよで　もっとも　大

おお

きな　
せきにんは　ししゃを　さがしもとめること

です。」1

かぞくれきしは　すくいと　しょうえいを　えるために　
とても　大

たい

切
せつ

な　かつどうです。
わたしたちは，  自

じ

分
ぶん

の　せんぞを　さがし出
だ

し，  せんぞ
の　ために　ふくいんの　すくいの　ぎしきを　行

おこな

うという　
せいやくを　ともなう　せきにんを　おっています（かみさま
と　やくそくしたので　それを　行

おこな

わなければなりません）。
わたしは　教

きょう

会
かい

の　わかい　人
ひと

人
びと

に，  エリヤの　れい
について　学

まな

び，  けいけんするよう　すすめます。2

わたしは　みなさんが　学
まな

び，  せんぞを　さがし出
だ

し，  なくなった　しんぞくの　ために，  しゅの　みやで　
みがわりの　バプテスマを　行

おこな

う　じゅんびを　する
ように　すすめます。
みなさんが　しんこうを　もって　この　すすめに　
したがうとき，  みなさんの　心

こころ

は　せんぞに　むかうで
しょう。
せんぞに　たいする　あいと　かんしゃが　ます
でしょう。
みなさんは　青

せい

少
しょう

年
ねん

の　じだいにも　しょうが
いに　わたっても　まもられるでしょう。
みなさんの　すくいぬしに　ついての　あかし
と　したがいたいという　気

き

もちが　強
つよ

くなり，  
ふどうの　ものと　なるでしょう（その　気

き

もちを　
ずっと　もちつづけることが　できます）。■
「しそんの　心

こころ

は　むかうであろう」『リアホナ』2011年
ねん

11月
がつ

ごう，  
24－27を　さんこうに　しました。

注
 1. 『歴代大管長の教え―ジョセフ・スミス』（2007年），
475

 2. 教義と聖約2：1－2を見ましょう。

かぞくれきしかつどうは  
なぜ  そんなに  
大
た い

切
せ つ

なのですか

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ダ
ム
・
コ
フ
ォ
ー
ド

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

デビッド・A・ベドナー長
ちょう

老
ろう

と く べ つ な  し ょ う に ん

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

の　かいいんは　
イエス・キリストの　
とくべつな　しょうにんです。
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思
お も

い出
で

の  
つまった  
しきもの
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こ
ど
も

ケイティーは　家
いえ

の　前
まえ

の　道
みち

を　
スキップしながら　角

かど

にある　大
おお

きな　かしの木
き

の方
ほう

に　むかって
行
い

きました。 その　大
おお

きな　木
き

の　そばに
は　おばあちゃんの　家

いえ

が　あるのです。
いつものように，  おばあちゃんは　いまに　
すわって　色

いろ

あざやかな　細
ほそ

い　ぬのを　
しずかに　あんだり　ぬったり　していま
した。 おばあちゃんの　家

いえ

の　ゆかは　ぴか
ぴかで，  おばあちゃん　手

て

作
づく

りの　きれいな　
しきものが　しいてあります。
ケイティーが　入

はい

って　行
い

くと　「あら，  
いらっしゃい」と　おばあちゃんが　言

い

いま
した。 すぐに　二

ふたり

人は　おばあちゃんの　
言
い

う 「むかしのこと」について　話
はな

しはじめ
ました。 二

ふたり

人は　いっしょに　白
しろ

黒
くろ

の　しゃ
しんを　見

み

ました。 ケイティーは　しんせき
の人
ひと

たちが　わかい　ころに　きていた　
ふくや　かみがたを　見

み

るのが　とくに　すき
でした。
「あのころは　今

いま

とは　ずいぶん　ちがって
いたわ。 車

くるま

も　テレビも　けいたい電
でん

話
わ

も　
なかったのよ」と　ためいきまじりに　おば
あちゃんが　言

い

います。
ケイティーは　どこに　行

い

くにも　歩
ある

いて　
行
い

かなければならないなんて　そうぞうでき
ません。 「おばあちゃんは　どんなことを　
するのが　楽しかったの？」と　ケイティーが　
聞
き

きました。
「みんなで　歌

うた

うのが　楽
たの

しかったわねえ。
夜
よる

に　なると　ピアノの　まわりに　あつ

まって　大
だい

すきな　歌
うた

を　歌
うた

ったものよ。
声
こえ

が　かれるほど　歌
うた

ったことも　あるわ。
それはそれは　とても　楽

たの

しかったわ。」
おばあちゃんは　にわに　目

め

を　やりました。
まるで　年

ねん

月
げつ

を　まきもどして　そのときの　
こうけいを　見

み

つめているかのようでした。
おばあちゃんの　ひざから　作

つく

りかけの　
しきものが　すべりおちました。 ケイティーは　
その　よこに　こしを　下

お

ろしました。 そし
て　あんだ　あとを　ていねいに　ゆびで　
ならしていきました。
「ずっと　考

かんが

えて　いたんだけどね。 ケイ
ティーも　自

じ

分
ぶん

で　しきものを　あんでみな
い？」 とおばあちゃんが　ゆっくりと　言

い

いま
した。
ケイティーは　とび上

あ

がって　手
て

をたたき
ました。
「すごく　やってみたいわ，  おばあちゃん！
今
きょう

日から　はじめられる？」
おばあちゃんは　くすくす　わらいながら　
こう　言

い

いました。 「あのね，  まず　やらな
くちゃ　いけないことが　あるのよ。 家

いえ

に　
帰
かえ

って　細
ほそ

く　切
き

りさいても　いいような　
古
ふる

い　ふくを　あつめて　いらっしゃい。」
ケイティーの方

ほう

に　体
からだ

を　かたむけた　おば
あちゃんの　目

め

は　きらきら　かがやいていま
した。 そして　まるで　ひみつを　教

おし

えるよう
に　ささやきながら　こう　言

い

いました。
「じつはね，  その　ふくで　しきものが　
とくべつなものに　なるのよ。 ふくの　ぬの
地
じ

を　つかって　作
つく

るから，  しきものが　
あなたの　人

じん

生
せい

を　もの語
がた

って　くれるの。
あんだ　ところは　それぞれ　自

じ

分
ぶん

の　本
ほん

の　
1しょう　みたいなものよ。 古

ふる

い　ふくの　
ぬの地

じ

を　見
み

るたびに，  その　ふくを　きて　
行
い

った　ばしょや　そのとき　したことまで　
思
おも

い出
だ

せるのよ。」
ケイティーは　目

め

を　丸
まる

くして，  おばあ
ちゃんが　あんでいた　しきものを　ゆびさし
ながら　こう　言

い

いました。
「おばあちゃんは　この　しきものに　つ

たくさんの  お話
はなし

を  1まいの  しきものに  
つつみこめることを　知

し

っていましたか。

かった　ぬのを　見
み

ると　何
なに

もかも　思
おも

い
出
だ

せるの？」
「もちろんよ。 この　赤

あか

い　ところは　あなた
が　生

う

まれた　ときに　わたしが　きていた　
ふくよ。 あなたを　少

すこ

しでも　近
ちか

くで　見
み

たく
て　しんせいじしつの　ガラスの　まどに　
はなを　おしつけていたのを　おぼえている
わ。 あなたは　まだ　ぜんしん　ほんのり　
赤
あか

くて　しわくちゃさんだった。」  おばあちゃん
は　ほほえみながら　そう　言

い

いました。
ケイティーと　おばあちゃんは　わらいなが
ら，  しきものに　まつわる　話

はなし

をして　すご
しました。　ケイティーは　そのばん　家

いえ

に　
帰
かえ

ると　すぐに，  お母
かあ

さんと　二
ふたり

人で　しき
もの作

づく

りに　つかえそうな　古
ふる

い　ふくを　
えらびました。
つぎの日

ひ

，  ケイティーは　おばあちゃんの　
家
いえ

に　ふくを　もって　行
い

きました。おばあ
ちゃんは　ぬのを　長

なが

く　細
ほそ

く　切
き

る　ほう
ほうや，  それを　あんで　ぬい合

あ

わせる　ほ
うほうを　ケイティーに　教

おし

えて　くれました。
毎
まい

日
にち

　学
がっ

校
こう

が　おわると，  ケイティーは　
おばあちゃんの　家

いえ

に　行
い

って　しきものを　
作
つく

りました。
少
すこ

しずつ　しきものが　出
で

来
き

上
あ

がっていき
ました。 日

ひ

が　たつにつれて　ケイティーは　
おばあちゃんの　話

はなし

を　たくさん　おぼえて
しまいました。 時

とき

には　ケイティーが　おばあ
ちゃんに　話

はな

してあげることも　ありました。
ある日

ひ

，  大
だい

すきだった　ジーンズの　青
あお

い　
ぶぶんを　あみこんだ後

あと

，  ケイティーは　色
いろ

とりどりの　あみ目
め

に　手
て

のひらを　当
あ

てて　
なでてみました。
「そろそろ　その　しきものも　出

で

来
き

上
あ

がり
だと　思

おも

わない？」  おばあちゃんが　自
じ

分
ぶん

の　
手
て

を　休
やす

めて　聞
き

きました。
「ううん，  まだよ」と  ケイティーは　ほほえ
みながら　答

こた

えました。ケイティーは　おば
あちゃんと　すごす　この　時

じ

間
かん

が　いつ
までも　つづけばいいと　思

おも

っていたから
です。■

「わたしたちは　しそんとして　
あいする　人

ひと

たちを　さがし，  
名
な

前
まえ

と　思
おも

い出
で

を　きろくできます。」
（“Truth from Elijah,”
Children’s Songbook，90－ 91）

ケイ・ティンプソン
じつわを　もとに　書

か

かれました。

イ
ラ
ス
ト
／
G
・
ビ
ョ
ル
ン
・
ト
ー
ケ
ル
ソ
ン
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おばあちゃんと　ケイティーは，  おばあちゃんが　作
つく

る　色
いろ

あざやかな　ひざかけを　
通
つう

じて　いろいろな　思
おも

い出
で

話
ばなし

を　することができました（66－ 67ページを見
み

ま
しょう）。 かぞくと　思

おも

い出
で

話
ばなし

などを　こうかんするのに　やく立
だ

つ　ゲームを　
してみましょう。

かぞくの  お話
は な し

  こうかんごっこ

あなたの　親
しん

友
ゆう

について　話
はな

してください。

ゆうきを　出
だ

さなければ　ならなかったのは　どんなときですか。

今
いま

までに　やってしまった　おかしなことや，  はずかしいことを　話
はな

してください。

せいてんの　中
なか

で　すきな　話
はなし

は　どれですか。 それは　なぜですか。

学
がっ

校
こう

での　かつどうで　楽
たの

しかったことを　話
はな

してください。

もし　どうぶつに　なれるとしたら　何
なに

に　なりたいですか。 それは　なぜですか。

ひつようなもの─

• かたくて　色
いろ

の　ついた　小
ちい

さ
な　ものを　いくつか　ようい
しましょう。 少

すく

なくとも　6つ
の　色

いろ

を　そろえてください。
ボタンや　色

いろ

を　ぬった　小
こ

石
いし

，  
あめなどが　よいでしょう。

• ボタンなどを　入
い

れる　ふくろ

あそび方
かた

─

1. このページの　下
した

にある　ひょう
の　こうもくごとに　色

いろ

を　き
めて，  「色

いろ

」と　書
か

いてある　
ところに　その色

いろ

を　書
か

きこん
でください。

2. かぞくで　丸
まる

くなって　すわり
ます。 よういしておいた　ボタン
などを　ふくろに　入

い

れます。

3. ふくろを　となりの　人
ひと

に　わた
して　いきます。 みんな　それ
ぞれ　じゅんばんが　きたら　
ふくろの　中

なか

から　一
ひと

つ　とり
出
だ

して　その　色
いろ

の　こうもく
に　合

あ

った　話
はなし

を　します。
ふくろの　中

なか

が　空
から

に　なる
まで　つづけます。

「かぞくの  お話
はなし

  こうかんごっこ」 ひょう

それぞれの　色
いろ

で　かぞくが　話
はな

した　ことを　おぼえていますか。

色
いろ

― 話
はなし

―
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こ
ど
も

わたしは支
し

部
ぶ

の扶
ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

のしまいから，
ファミリーサーチのプログラムを使

つか

って
名
な

前
まえ

を索
さく

引
いん

化
か

する方
ほう

法
ほう

を学
まな

んでくれないか
と言

い

われました。わたしはぜひお手
て

伝
つだ

いし
たいと思

おも

いました。母
はは

もわたしに手
て

伝
つだ

って
ほしいと言

い

うので，一
いっ

緒
しょ

に索
さく

引
いん

化
か

のしかた
を学

まな

び始
はじ

めました。
最
さい

初
しょ

に始
はじ

めたとき，9人
にん

の名
な

前
まえ

を索
さく

引
いん

化
か

するのに丸
まる

一
いち

日
にち

かかりました。でも，一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

してきたので，今
いま

では1日
にち

に
300人

にん

の名
な

前
まえ

を索
さく

引
いん

化
か

することができる
ようになりました。

わたしは宿
しゅく

題
だい

を終
お

えると，名
な

前
まえ

の索
さく

引
いん

化
か

をします。わたし
にとって索

さく

引
いん

化
か

の作
さ

業
ぎょう

は，遊
あそ

んだりテレビを見
み

たりするのと
同
おな

じくらい楽
たの

しいです。でも名
な

前
まえ

の索
さく

引
いん

化
か

はそれ以
い

上
じょう

の
目
もく

的
てき

があることを知
し

っています。

霊
れい

界
かい

にいる2,000人
にん

以
い

上
じょう

のエルサル
バドル出

しゅっ

身
しん

者
しゃ

の神
しん

殿
でん

儀
ぎ

式
しき

のために名
な

前
まえ

を
準
じゅん

備
び

するのを手
て

伝
つだ

う機
き

会
かい

を，天
てん

のお父
とう

様
さま

がわたしに祝
しゅく

福
ふく

してくださったと知
し

って
います。

わたしはエリカ・Z
と言

い

います。エルサ
ルバドルのサンサルバ
ドルに住

す

んでいます。
神
しん

殿
でん

の儀
ぎ

式
しき

のための
名
な

前
まえ

を準
じゅん

備
び

するのが
大
だい

好
す

きです。

こんにちは。
エルサルバドルのエリカです。

エ
リ
カ
と
扶
助
協
会
の
写
真
／
エ
リ
カ
の
家
族
の
厚
意
に
よ
り
掲
載
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
・
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
神
殿
の
写
真
／
マ
シ
ュ
ー
・
ラ
イ
ア
ー ©

 IR
I
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シモンと　アンデレは　きょうだ
いで　りょうしを　していました。
ある夜

よる

，  二
ふたり

人は　一
ひと

ばん中
じゅう

　りょ
うを　しましたが　1ぴきも　つれ
ませんでした。

イエスさまは　シモンの　ふねに　おられて，
二
ふたり

人に　もういちど　あみを　海
うみ

に　なげこむよう
に　言

い

われました。 そうして　二
ふたり

人が　あみを　
引
ひ

き上
あ

げると，  あみは　魚
さかな

で　いっぱいに　
なっているでは　ありませんか。

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
プ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト

ち い さ な 　 お と も だ ち へ

でしを  よびあつめられた イエスさま
マルゴ・メイ

ルカ5：1－11より
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こ
ど
も

シモンと　アンデレは　友
ゆう

人
じん

の　ヤコブと　ヨハネを　よんで，  あみに　入
はい

った　魚
さかな

を　
ふねに　引

ひ

き上
あ

げるのを　手
て

つだって　もらいました。 2そうの　ふねに　いっぱいに　なる
ほど　たくさんの　魚

さかな

が　とれました。 イエスさまは　かれらに，  もし　ご自
じ

分
ぶん

に　したがう
なら，  魚

さかな

より　もっと　よい　ものを　とれるようになると　言
い

われました。 人
にん

間
げん

を　とる　
りょうしに　なれるというのです。

シモン，  アンデレ，  ヤコブ，
ヨハネは，　ふねの　ほかにも　
すべてを　すてて，  イエスさまの　
でしに　なりました。 かれらは　
イエスさまに　したがい，  イエス
さまが　人

ひと

人
びと

に　ふくいんを　
つたえる　たすけを　しました。
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あみで　魚
さかな

を　とる　りょうしと　同
おな

じように，　わたしたちも　よい　もはんを　
しめして　イエスさまについて　教

おし

えることによって　人
ひと

人
びと

を　ふくいんに　みちびく　
たすけが　できます。　わたしたちも　人

にん

間
げん

を　とる　りょうしに　なれるのです。
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こ
ど
も

でしを　よびあつめられた　イエスさま
「イエスが　シモンに　言

い

われた，  『おそれる　ことはない。 今
いま

から　あなたは　人
にん

間
げん

を　とる　りょうしに　なるのだ。』
そこで　かれらは　いっさいを　すてて　イエスに　したがった。」（ルカ5：10－11）

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
レ
ド
・
ベ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ン
ド

色
いろ

を  ぬ り ま し ょ う
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伝　道　部 新 伝 道 部 会 長

アラバマ州バーミンガム伝道部 リチャード・D・ハンクス

アンゴラ・ルアンダ伝道部 ダニー・L・メリル

アルゼンチン・ブエノスアイレス北伝道部 デビッド・S・エアー

アルゼンチン・ブエノスアイレス南伝道部 ラリー・L・サーグッド

アルゼンチン・コモドロ・リバダビア伝道部 マーク・F・ロジャーズ

アルゼンチン・コルドバ伝道部 ルーベン・V・アリオード

アルゼンチン・ポサダス伝道部 リー・R・ラピエール

アリゾナ州ギルバート伝道部 K・ブレット・ナットレス

アリゾナ州メサ伝道部 カーク・L・ジェンキンズ

アリゾナ州スコッツデール伝道部 カール・R・スウィーニー

アリゾナ州テンピー伝道部 ジェームズ・L・トゥーン

アルメニア・エレバン伝道部 J・スティーブン・カールソン

オーストラリア・ブリズベン伝道部 ロン・E・ヘンダーソン

オーストラリア・メルボルン伝道部 コーリー・H・マックスウェル

オーストラリア・シドニー北伝道部 フィリップ・F・ハウズ

オーストラリア・シドニー南伝道部 ラリー・J・ルー

ボリビア・ラパス伝道部 フリアン・A・パラシオ

ボリビア・サンタクルス伝道部 ジェイソン・A・ウィラード

ボリビア・サンタクルス北伝道部 リチャード・C・ザンブラノ

ボツワナ・ハボロネ伝道部 メリル・A・ウィルソン

ブラジル・クリティーバ伝道部 アンダーソン・M・モンテイロ

ブラジル・クリティーバ南伝道部 レオネル・R・フェルナンデス

ブラジル・フォルタレザ東伝道部 カルロス・フスコ

ブラジル・ゴイアニア伝道部 デビッド・クセキ

ブラジル・ジョアンペソア伝道部 イザイアス・P・ノゲイラ

ブラジル・ジュイスデフォーラ伝道部 ルシアノ・カスカルディ

ブラジル・ロンドリーナ伝道部 C・アルベルト・デ・ジェナロ

ブラジル・ナタル伝道部 サウロ・ソアレス

ブラジル・ピラシカバ伝道部 ケネディー・F・カヌート

伝　道　部 新 伝 道 部 会 長

ブラジル・リベイラン・プレート伝道部 マウロ・T・ブラム

ブラジル・サンタマリア伝道部 アダルトン・P・パレラ

ブラジル・サントス伝道部 セルソ・B・カブラル

ブラジル・サンパウロ西伝道部 ホセ・ルイス・デル・ゲルソ

カリフォルニア州ベイカーズフィールド伝道部 ジェームズ・M・ウィルソン

カリフォルニア州カールスバッド伝道部 ハル・C・ケンドリック

カリフォルニア州アーバイン伝道部 ボン・D・オーギル

カリフォルニア州ロングビーチ伝道部 ライアン・M・テュー

カリフォルニア州ロサンゼルス伝道部 デビッド・N・ウェードマン

カリフォルニア州ランチョ・クカモンガ伝道部 ブルース・E・ホブズ

カリフォルニア州レッドランズ伝道部 ダニエル・J・バンコット

カナダ・エドモントン伝道部 ラリー・G・マニオン

カナダ・モントリオール伝道部 ビクター・P・パトリック

チリ・アントファガスタ伝道部 クレーグ・L・ダルトン

チリ・コンセプシオン伝道部 ケント・J・アリントン

チリ・ランカグア伝道部 トーマス・R・ワーン

チリ・サンティアゴ南伝道部 デビッド・L・クック

チリ・サンティアゴ西伝道部 ホセ・A・バレイロス

コロンビア・バランキヤ伝道部 ケント・R・サール

コロラド州デンバー南伝道部 J・ブレイク・マードック

コロラド州フォートコリンズ伝道部 ケリー・W・ブラウン

チェコ／スロバキア伝道部 ジェームズ・W・マッコンキー三世

コンゴ民主共和国キンシャサ伝道部 W・ブライス・クック

エクアドル・グアヤキル南伝道部 マキシモ・C・トーレス

エクアドル・グアヤキル西伝道部 ホルヘ・デニス

エクアドル・キト北伝道部 ブライアン・A・リチャードソン

エルサルバドル・サンサルバドル東伝道部 デビッド・L・グレイジャー

エルサルバドル・サンサルバドル西／ 
ベリーゼ伝道部 カイ・D・ヒンツェ

イギリス・リーズ伝道部 グラハム・ピルキントン

フロリダ州ジャクソンビル伝道部 ポール・W・クレーグ

フロリダ州オーランド伝道部 マイケル・J・ベリー

フロリダ州タラハシー伝道部 ブラッドリー・Ｊ・スミス

フロリダ州タンパ伝道部 マーク・Ｄ・キューシック

ジョージア州メーコン伝道部 ブレント・T・コットル

ガーナ・アクラ西伝道部 ノーマン・C・ヒル

教会のニュース
教会のニュースおよび出来事についてもっとお知りになりたい方は news.lds.org にアクセスしてください。

以下の伝道部会長が新たに召され，今月から各地に着任
する。

新伝道部会長が召される
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伝　道　部 新 伝 道 部 会 長

グアテマラ・コバン伝道部 ジョン・F・カーテｨス

グアテマラ・レタルレウ伝道部 ジョニー・F・ルイス

ハワイ州ホノルル伝道部 スティーブン・R・ワーナー

ホンジュラス･サンペドロ・スラ東伝道部 ノーマン・S・クレイン

ホンジュラス･サンペドロ・スラ西伝道部 ジェームズ・M・デスター

アイダホ州ボイシ伝道部 ジョン・ワインダー

アイダホ州ナンパ伝道部 スチュアート・B・キャノン

アイダホ州ツインフォールズ伝道部 グレン・R・カーティス

イリノイ州シカゴ伝道部 ポール・S・ウッドベリー

イリノイ州シカゴ西伝道部 ジェリー・D・フェン

インド・バンガロール伝道部 デビッド・M・ベレット

インディアナ州インディアナポリス伝道部 スティーブン・C・クリーブランド

インドネシア・ジャカルタ伝道部 クリストファー・L・ドナルド

アイオワ州デモイン伝道部 ジョン・R・ジェンセン

イタリア・ミラノ伝道部 ブルース・L・ディブ

イタリア・ローマ伝道部 マイケル・ワドゥープス

ジャマイカ・キングストン伝道部 ケビン・G・ブラウン

日本名古屋伝道部 山下和彦

日本東京南伝道部 和田貴志

カンザス州ウィチタ伝道部 マイケル・L・ベル

ケニヤ・ナイロビ伝道部 ゲーリー・C・ヒッケン

韓国テジョン伝道部 シン・ヨンイン

韓国ソウル南伝道部 マーシャル・R・モリス

リベリア・モンロビア伝道部 ロジャー・L・カーカム

マーシャル諸島マジュロ伝道部 トーマス・L・ワイア

メキシコ・アグアスカリエンテス伝道部 ホアン・ビジャレアル

メキシコ・カンクン伝道部 デール・B・カーカム・ジュニア

メキシコ･チワワ伝道部 ウリセス・チャベズ

メキシコ・シウダードフアレス伝道部 ロドルフォ・デルベス

メキシコ・シウダードオブレゴン伝道部 マウリシオ・ムニベ

メキシコ･クリアカン伝道部 へスース・ベレス

メキシコ･メリダ伝道部 セルジオ・A・ガルシア

メキシコ・メキシコシティー・チャルコ伝道部 ジェラルド・D・クリックモア

メキシコ･メキシコシティー東伝道部 セルジオ・A・アナヤ

メキシコ･メキシコシティー北西伝道部 ブラッド・H・ホール

メキシコ･メキシコシティー西伝道部 ジョージ・F・ホワイトヘッド

メキシコ･モンテレー東伝道部 ラリー・C・バード

伝　道　部 新 伝 道 部 会 長

メキシコ・パチューカ伝道部 アンドリュー・E・エグバート

メキシコ・ケレタロ伝道部 ハビエール・L・メホラダ

メキシコ・レイノサ伝道部 アベラルド・モラレス

メキシコ・サルティヨ伝道部 L・フェルナンド・ロドリゲス

メキシコ･ビヤエルモサ伝道部 イスラエル・G・モラレス

ミシガン州デトロイト伝道部 ノーラン・D・ガーバー

ミズーリ州セントルイス伝道部 トーマス・W・モーガン

モンゴル ･ウランバートル伝道部 ジョセフ・P・ベンソン

ネバダ州ラスベガス西伝道部 マイケル・B・アランダー

ニューハンプシャー州マンチェスター伝道部 フィリップ・M・ストーカー

ニューメキシコ州アルバカーキ伝道部 スティーブン・J・ミラー

ニューヨーク州ロチェスター伝道部 アーサー・R・フランシス

ニュージーランド・ハミルトン伝道部 チャールズ・A・ラッド

ニカラグア･マナグア北伝道部 モンソップ・コラド

ニカラグア･マナグア南伝道部 ブライアン・G・ラッセル

ナイジェリア・ベニンシティー伝道部 アキングベイド・A・オジョ

ナイジェリア･エヌグ伝道部 フリーボディ・A・メンサ

ナイジェリア・ラゴス伝道部 リチャード・K・アハジェ

オハイオ州シンシナティ伝道部 ジョン・P・ポーター

オクラホマ州オクラホマシティー伝道部 スチュワート・R・ウォルケンホースト

オレゴン州セーラム伝道部 マイケル・R・サムエリアン

パナマ・パナマシティー伝道部 カーティス・カーマック

パプアニューギニア・ラエ伝道部 マーク・Ｐ・ペテル

パラグアイ･アスンシオン北伝道部 ガーン・Ｈ・マクマリン

ペンシルベニア州フィラデルフィア伝道部 T・ゲーリー・アンダーソン

ペルー･アレキパ伝道部 リチャード・ゾブリスト

ペルー･クスコ伝道部 ロバート・Ｃ・ハーバートソン

ペルー・フアンカヨ伝道部 デビッド・Y・ヘンダーソン

ペルー・イキトス伝道部 アレハンドロ・ゴメス

ペルー･リマ北伝道部 ジョン・R・エリクソン

ペルー･リマ西伝道部 ブレーク・D・アーチボルド

ペルー･トルヒーヨ伝道部 D・カート・マーラー

フィリピン・バギオ伝道部 アンソニー・ジョン・バレドス

フィリピン・ブトゥアン伝道部 パスター・B・トーレス

フィリピン･カガヤンデオロ伝道部 アルベルト・C・ブルセコ

フィリピン･カワヤン伝道部 ジョージ・R・ラルフ

フィリピン・カビテ伝道部 ダグラス・C・タイ
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伝　道　部 新 伝 道 部 会 長

フィリピン・セブ東伝道部 リチャード・L・タナー

フィリピン･イロイロ伝道部 ジェイミー・R・アキノ

フィリピン・レガスピ伝道部 ホベンシオ・A・グアンゾン

フィリピン･ナガ伝道部 L・バリー・リーダー

フィリピン･ケソンシティー伝道部 カルロス・レビーヨ

フィリピン・ウルダネタ伝道部 ウィリアム・J・モナハン

ポーランド･ワルシャワ伝道部 スティーブン・C・エドグレン

プエルトリコ･サンファン伝道部 P・ノックス・スマート三世

ロシア･モスクワ伝道部 ゲーリー・E・ボーダーズ

ロシア･サマラ伝道部 マイケル・L・シュワブ

ロシア・エカテリンブルク伝道部 バル・J・クリステンセン

シエラレオネ・フリータウン伝道部 デビッド・B・オスラー

南アフリカ･ダーバン伝道部 ジョン・A・ザクリソン

台湾台
タイ

中
ジョン

伝道部 カート・L・ブリッケンスタッフ

テキサス州フォートワース伝道部 ロドニー・A・エームズ

テキサス州マックアレン伝道部 フェルナンド・マルエンダ

テキサス州サンアントニオ伝道部 ジェームズ・E・スローター

トンガ･ヌクアロファ伝道部 レイトニ・M・トゥポウ

ウガンダ・カンパラ伝道部 ロバート・F・チャットフィールド

ウクライナ・ルビブ伝道部 ダニエル・E・ラティン

ウルグアイ・モンテビデオ西伝道部 トーマス・A・スミス

ユタ州ソルトレーク・シティー伝道部 スティーブン・W・ハンセン

ユタ州ソルトレーク・シティー東伝道部 ジョン・C・エバーハート

ユタ州ソルトレーク･シティー南伝道部 ロバート・E・チェインバーズ

ユタ州セントジョージ伝道部 ジョン・R・センター

ベネズエラ・バレンシア伝道部 ギレルモ・I・グアルディア

バージニア州チェサピーク伝道部 アラン・J・ベーカー

バージニア州リッチモンド伝道部 E・ブラッドリー・ウィルソン

ワシントンD.C. 北伝道部 ピーター・S・クック

ワシントン州エベレット伝道部 マーク・ボンハム

ワシントン州フェデラルウェイ伝道部 ロバート・I・イートン

ワシントン州ケネウィック伝道部 ボイド・S・ウェア

ワシントン州シアトル伝道部 崔
チェ

 崙
ユーン

煥
フワン

ワシントン州バンクーバー伝道部 ダーリン・C・テーラー

ウィスコンシン州ミルウォーキー伝道部 レイモンド・A・カトラー

ザンビア・ルサカ伝道部 リーフ・J・エリクソン

｠2013 年 2月，十二使徒のクエンティン・L・クック長老
がコートジボワールを訪問した。滞在中，神権指導

者大会を管理し，会員や求道者との特別集会を開き，政府
要人を訪問した。
七十人定員会会長会のL・ホイットニー・クレートン長老，
アフリカ西地域会長である七十人のジョン・B・ディクソン長老，
アフリカ西地域会長会第一顧問である七十人のジョセフ・W・
シターティ長老がクック長老に同行した。
神権指導者大会と会員および求道者の集会に出席した合
計数は 9,693人であり，その中には 619人の求道者が含まれ
ていた。多くの会員は出席するために大きな犠牲を払った。
コートジボワール・アビジャン伝道部ミーギ支部のバージ
ニー・オウライ・トンゴ姉妹は，使徒に会うために家族で貯
金したと言い，「ここまで来るのに 12 時間かかりましたが，
とてもうれしいです」と語った。
大会に出席した多くの人が，すばらしい御

み

霊
たま

を豊かに味わ
うことができたと報告している。ココディステーク・ドクイ
ワードのレオン・コウアディオビショップは，「救い主に仕え
る偉大な使徒がわたしたちを訪れてくださったことを知って
います」と語った。
1984 年には，コートジボワールにはたった 1家族しか会員
がいなかったが，今では 5つのステークと1つの地方部が
存在する。
近年，コートジボワールの聖徒の忠実さは，家族歴史と 
神殿活動に顕著に表れている。コートジボワールの 5つの
ステークのうち，3 つのステークは，2012 年に神殿の儀式の
ために家族の名前を提出した成人の割合が，教会全体で 
上位 25に入る。教会のすべてのステークのうち，ココディ 
ステークは，神殿に名前を提出した成人の割合が最も高い。

クック長老， 
コートジボワールの 
会員と求道者に語りかける
R・スコット・ロイド
Church News
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青少年も貢献している。索引検索作業をしているコート
ジボワールの青少年の割合は，教会の平均の 2 倍に上る。
しかも，実際コンピューターやインターネットを個人で使える
状況にある人は一人もなく，その作業をするのにステークの
家族歴史センターに行かなければならない。
会員たちは，家族歴史は福音生活の重要な一部であると
教えられており，家族の名前を提出して準備し，長距離バス
に揺られてガーナ・アクラ神殿に向かう。そして，一般的に

ほんの数人の名前ではなく，多くの死者の名前を引き受け
て儀式を受ける。
クック長老とクレートン長老は，以下の 4つの重要な事柄
において前進するよう聖徒たちを励ました。主イエス・キリ
ストへの信仰を増すこと，家族を強めること，積極的に人々
と福音を分かち合うこと，家族歴史と神殿活動において 
果たしているすばらしい努力を継続することである。

2 月，コートジボワールのアビジャンに集った多くの聖徒たちに語る，十二使徒定員会のクエンティン・L・クック長老。
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｠「初めてフランシスに会ったとき，自分にぴったりの人を
見つけたことが分かりました。」1 トーマス・S・モン

ソン大管長は二人の交際についてこう語っている。その思い
が正しかったことは，夫とともに奉仕し，夫を支えたフランシ
ス・ベバリー・ジョンソン・モンソンの生涯で繰り返し証明
された。
2013 年 5月17日，モンソン姉妹は老衰のため，85 年に
わたるこの世の生涯を安らかに閉じた。
モンソン姉妹は脚光を浴びることを求めず，高齢者や病弱
な人々を訪ねるモンソン大管長に度々同行した。彼女は， 
若くしてビショップに召された夫の力の源であり，1959 年 
から1962 年までカナダの伝道部を管理する夫とともに奉仕
した。彼女の愛する「トミー」が中央幹部に召され，十二 
使徒定員会，大管長会で奉仕するようになり，さらに教会の
大管長の召しを受けてきたこれまでの間，彼女は夫を支え
続けた。
「母は父を心から愛し，父の才能と賜

たま

物
もの

を理解していました。
父を支持し，父がその才能を高められるよう協力することに
喜びを感じていました」と，二人の娘であるアン・モンソン・
ディブは語る。2

フランシスはフランツ・E・ジョンソンとヒルダー・ブース・
ジョンソン夫妻の娘として 1927 年 10月 27日に生まれ，
1948 年 10月7日にソルトレーク神殿でトーマス・S・モンソン
と結婚した。扶助協会と初等協会で召しを受けて奉仕し，
豊かな音楽の才能と優れたユーモアのセンスを持っていたが，
彼女は妻や母，祖母や曾

そう

祖
そ

母
ぼ

であることが，何より大好き
だった。
ディブ姉妹は母親についてこう述べている。「いつも話を
聞いてくれて，自分が同じ立場ならこうするだろうということを
まず助言してくれる人でした。……母の継続的な模範は……
わたしの人生において最大の影響をもたらしてくれました。

2010 年 4月の総大会部会後のモンソン大管長夫妻。

母が何を信じ，何を行い，ほかの人に何を期待するかについ
て，疑問の余地はありませんでした。末日聖徒として，クリス
チャンとしてのあるべき姿を，母は見せてくれました。」3

モンソン大管長は妻について「わたしの教会の責任につ
いてフランシスが不平を漏らしたことは一度もありません」
と語り，次のように説明している。「静かで，驚くほど強い 
信仰を持つ女性です。」4 ■

注
 1. トーマス・S・モンソン「豊かな祝福」『リアホナ』2008 年 5月号，111
 2. アン・M・ディブ「トーマス・Ｓ・モンソン大管長夫人，フランシス・J・モンソン
姉妹が逝去」（2013 年 5月17日），mormonnewsroom.org

 3. アン・M・ディブ，“Frances Monson: Through the Eyes of Daughter, Ann 
Monson Dibb”（Mormon Times video，2013 年 5月12日），ksl.com

 4. トーマス・S・モンソン，ジェフリー・R・ホランド「トーマス・S・モンソン大管長
―主の足跡をたどって」『リアホナ』2008 年 6月号付録 8からの引用

フランシス・J・ 
モンソン姉妹が逝去
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ハイチにおいて，教会設立30周年を
祝う
30 年前，当時十二使徒定員会会員で

あったトーマス・S・モンソン大管長はハイチ
を訪れ，回復された福音が宣

の

べ伝えられる
よう，その地を奉献した。
十二使徒のニール・L・アンダーセン長老

は最近，30周年を祝うためにハイチを訪問
した。アンダーセン長老は，ハイチにおける
教会の設立を常に思い起こすための，記念
碑の除幕式を管理した。除幕式に集った会
員たちは，それに先立って収録されたモンソ
ン大管長のメッセージを衛星放送で視聴し
た。

2012 年，教会は100 件以上の災害
に対応
末日聖徒イエス・キリスト教会は，毎年，

自然災害や戦争，飢餓による被害を受けた
世界中の人々に緊急援助を提供している。
2012 年，教会は52か国における104件
の災害で被災者となった人々に，数千キロ
もの食料や水，衣類，医療物資，衛生キット，
またその他の援助物資を提供した。それに
加えて，何千人もの会員がボランティアとし
て130万時間以上の奉仕をした。

教会が2012 年に行った最大の災害援助
は，合衆国東海岸を襲ったハリケーン・サン
ディーの被災者に対して行ったものだった。
それに加え，教会は，日本，フィリピン，合衆
国内のその他の地域，またシリアに対して
大規模な援助を行った。

ファミリーツリー，一般の人々も利用
可能に
長い間待たれていた教会のインターネット

サイト，FamilySearch.org の利用が拡大
し，2013 年 3月，一般の人々も利用でき
るようになった。 FamilySearch.org から
無料でアクセスできる。
ファミリーツリーはこれまでの新しい

ファミリーサーチの後継サービスである。
今までのファミリーツリーは教会の会員記録
を持つ会員によるログインとパスワードが
ないと利用できなかった。
現在，一般の人々が FamilySearch.org

にアクセスすると，「完全にオンラインで自
分の家系図を作り始めることができ，自分
の家族から始めて，亡くなった先祖までたど
ることができます」と，ファミリーサーチの
マーケティングマネージャーであるポール・
M・ノータ兄弟は語る。

もっと熱心に努力する助けが得ら
れます
わたしは『リアホナ』が大好きです。

読むときに，とても良い気持ちがします。
大学に持って行って，友達にプレゼント
するのが好きです。記事を読むことで，
善い人になり，伝道をし，正義を選ぶ 
助けが得られます。記事を研究すると
き，毎日より善い人になろうとする自分，
イエス・キリストにもっと熱心に従おう
とする自分がいることに気づきます。
アナスターシャ・ナプラシニコヴァ（ウクライナ）

霊的かつ物質的な羅針盤
『リアホナ』はわたしの証

あかし

を強めてくれ
ます。霊的にも物質的にも，羅針盤と
なっています。教会中央幹部の言葉を 
読むと，イエス・キリストに近くなれます。
宣教師として，多くの改宗した聖徒たち
の証を読むと，慰めを得，主のぶどう園
でさらに効果的な働き人になる助けが
得られます。
ゴムン長老（ベニン・コトノー伝道部）

記事の訂正
『リアホナ』2月号27ページに，ディ
マ・イワノフはロシア，ウラジオストク 
在住と記載されていましたが，実際は，
ロシアのウラン・ウデに住んでいます。

ハイチにおける教会設立 30周年を祝う記念碑の除幕式を管理する， 
十二使徒定員会のニール・L・アンダーセン長老（中央）。

教 会 の 周 辺 読 者 か ら の 便 り
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80 リ  ア  ホ  ナ

ノーブーにある「希望の道」を初めて歩いた
のは早春のことでした。並木道を歩いて

いると，光は黄金色に輝き，影は暖かく感じられ
ました。写真家として，わたしはシャッター速度
と絞り値，そしてレンズにあふれる驚くべき光に
ばかり注意が向いていました。
しかし次第に，かつてこの道を歩いた自分の
先祖のことが思い浮かんできて，胸がいっぱいに
なりました。最初に思いをはせたのは，2 歳の息
子がいたジャレドとコーネリアのことでした。ここ
の空気は肌を刺す冷たさでしたが，ジャレドの家
族が西部への旅の間に経験した凍えるような厳
しい寒さに比べれば何でもありませんでした。
コーネリアはノーブーからソルトレークに向かう
途中で亡くなりました。涙に暮れながら息子を
抱き上げ，旅を続けるジャレドの姿を想像しま 
した。
彼らがその場にいるような感覚が消えてしまう
のを恐れながら，わたしは涙でかすむ目で写真
を撮り続けました。次に，若き日のサラのことが
思い出されました。サラは愛する義母とともに，
ノーブーを去る最後の聖徒の一団に加わって 
この町を出ました。あるとき，愛にあふれた天の
御父は彼らに食物を与えるために，彼らの野営
地にあふれるばかりのうずらを送られました。
その後，彼らは大変な苦労をしながらも感謝の
心をもって前進しました。
わたしは胸が熱くなりました。サラが自分と

一緒に歩いているように感じました。ジャレドと
コーネリアも，幼い息子を連れて一緒に歩いてい
ました。光と影，過去と現在が重なり合って一つ
になる中で，この道，すなわちこの希望の道， 
この涙の道を，わたしたちは一緒に歩きました。
うまく説明できませんが，彼らがともにいて，わた
しの中に彼らと同じイエス・キリストの福音に 
対する愛が呼び覚まされました。わたしは自分
の中に証

あかし

の炎がともっているのは，彼らの中に同
じ炎が燃えていたからであることを悟りました。
世代から世代へと伝えられて，それぞれが次の
世代のための土台を据えてきたのです。感謝の
涙があふれてきました。
やがて，別の場所で写真を撮っていた夫が追い
ついて来ました。わたしは夫に寄り添い，自分が
経験したことを伝えました。ノーブーの聖徒たち
と同じように，夫は彼の家族の中で最初に福音
を信じた人でした。そして 150 年以上前にこの
道を歩いた人 と々同じように，信仰を自分の世代
で絶えさせるつもりはありませんでした。夫と 
わたしの証は，今子供たちの心の中で燃えて 
いる証を育

はぐく

んできました。ジャレドやコーネリア，
サラの証が彼らの無数の子孫の証を育んできた
ように。
写真を撮るのも忘れて，夫とわたしはかつて 
この道を歩いた人々のことを静かに思い起こし
ながら，「希望の道」の続きを一緒にゆっくりと
歩きました。■

1846 年 2月， 

末日聖徒の開拓者たちは 

ノーブーを追われました。 

シオンで安らぎを 

見いだすだろうという 

希望に満ちあふれて， 

彼らは現在 

「希望の道」と呼ばれている 

パーリー通りを歩いて行き， 

ミシシッピ川を渡りました。

ま  た  会  う  日  ま  で

「希望の道」 
を一緒に歩く

教会機関誌
ラリーン・ポーター・ガーント

「
信
仰
の
歩
み
」 
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ジョセフ・F・スミスが　かぞくの　かっていた　牛
うし

のむれを　つれて，  イリノイ
しゅう　ノーブーから　ユタしゅう　ソルトレーク・シティーまで　たびを　したのは　
7才
さい

のときでした。 15 才
さい

のとき，  ハワイで　でんどうを　しました。 後
のち

に　教
きょう

会
かい

の　大
だい

管
かん

長
ちょう

として，  ハワイ州
しゅう

ライエしんでんの　けんせつ地
ち

を　ほうけんしました。
ジョセフは，  人

ひと

人
びと

が　まつじつせいとの　しんこうを　りかいすれば，  教
きょう

会
かい

を　
はくがいすることも　少

すく

なくなると　しんじていました。 教
きょう

会
かい

が　しんじていること
を　せつめいした　かれの　教

おし

えは　『福
ふく

音
いん

の教
きょう

義
ぎ

』（“Gospel Doctrine”）と 
よばれる　本

ほん

に　おさめられています。
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ジョセフ・F・スミス
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十二使徒定員会の
M・ラッセル・バラード長老は
こう書いています。

「神の御
み

霊
たま

によって信念が魂に固く結びつくと，
信仰はわたしたちに行動を促す力となり，
あらゆる思いや言葉，行いが
天に向かうようになります。
わたしたちは〔開拓者〕のように，
確信をもって力と導きを祈り求めます。
これこそが，信仰を込めて一歩ずつ歩む
ということなのです。」

「開拓者の信仰と勇気―今と昔」
16 ページ参照。
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